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    序　章

  


  
    「ぴんぽーん！」


    　チャイムの代わりに聞き覚えのある甲かん高だかい声が響き、輪りん玖くはベッドから跳ね起きた。ノートパソコンを閉じる間もなく、玄関の鍵かぎをがちゃがちゃと開く音がする。


    「おや、誰もいませんね。それでは遠慮なく、おじゃましまーす」


    「いるよ」


    「あ、兄様」


    　階段から顔を覗のぞかせると、妹が勝手に入り込もうとしているところだった。黒いブーツを脱ぎ捨てた右足は、もう廊下に踏み入っている。


    「住居不法侵入？」


    「誰がですか、ちゃんと鍵も預かってます」


    「来るのは夏休みって言ったじゃないか」


    「えへへ、早くなっちゃいました」


    「えへへじゃないでしょ、そんな突然に……」


    　奥の部屋に目をやるが、妹に鍵を預けた張本人である樽たる人ひと氏の気配はない。妹は引きずってきたカートを玄関の隅すみに寄せると、自分の腕の長さほどもある黒いスポーツバッグの紐ひもを解いた。


    「突然でも、お父様の決めたことですから」


    「マジで？」


    「超マジです」


    　胸を張って上がりこんできた妹はリビングに荷物を下ろすと、廊下の収納を開いて掃除用具を見み繕つくろいだした。


    「来るなり掃除？」


    「出張☆ドッキドキお掃除サービスです。あ、女の子のチェンジは不許可ですから」


    「掃除なら一応やってる」


    「こんなの、やったうちに入りません」


    　掃除機のコンセントを差しながら、妹が目を細めて廊下を見渡す。


    「ほーら、ホコリだらけですよ。それに魅み惑わくのアンダーヘアが」


    「やめろ、拾うな！」


    「照れることないじゃないですか、いずれにしろ兄様のではないのですし」


    「そんなのわからないじゃないか」


    「わかります、兄様生えてないですし」


    「生えてる！」


    「うぅぅ……情けない、そんなところで見栄を張るなんて」


    　──にゃー様なら知ってるでしょ？


    　その言葉を輪りん玖くはかろうじて飲み込んだ。


    　輪玖の画像を持っているにゃー様なら知らないはずのない情報だ。そんなこともわからないのなら、妹はやはりにゃー様ではないということになる。しかし、こんなふざけたやり取りを判断材料にできるだろうか。むしろ妹をにゃー様と呼ぶことで、現実とネットの世界が地続きになることのほうが薄気味悪く感じられた。


    「見栄じゃないし。ついでに言えば、意地を張って見せたりもしないぞ」


    「えー、お約束じゃないですか。この流れで見せないほうが不自然だと思います」


    「お前の脳内の自然は驚きよう異いに満ちてるね」


    「兄の無理解は妹の情欲に炎を注ぐんですよ？」


    　このままでは妹のペースに巻き込まれてしまいそうだ。輪玖が部屋に戻ろうとすると、妹がその脇わきをすり抜けて部屋のドアに手をかける。


    「待て、何してる」


    「ですからお掃除を」


    「廊下とかリビングがあるでしょ？」


    「兄様のお部屋もチェックさせてください」


    「だめ！」


    「その慌あわてぶりは怪あやしすぎますね……えーい」
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    　勝手にドアを開けた妹は部屋の中に首を突っ込んだかと思うと、慌あわてる輪りん玖くのほうをくるりと振り返る。


    「えっち、しましたね？」


    「してない！」


    「隠したってわかります。それにしても散らかりすぎですよ、兄様がこんなにだらしないなんて幻げん滅めつです」


    　来客があるなんて思っていなかったのだから、少しは大目に見てほしい。そんな言い訳に聞く耳を持たない妹は、輪玖を躱かわして部屋に滑り込む。


    「ふーん、これが不安定な中学生男子のプライベートルームですかぁ」


    「勝手に入るなって」


    　妹と一緒に暮らすことになると聞いたときから、部屋に土足で踏み込まれるのではないかと思っていた。それにしても、まさか来訪から十分と経たたぬうちにこんなことになるなんて。


    　ノートパソコンのあるベッドににじり寄る輪玖をよそに、妹は本棚の物ぶつ色しよくを始めている。


    「ふむふむ、参考書に問題集に小説に漫画少々……思ったより真ま面じ目めですね」


    「だからお前は何がしたいの？」


    「兄様のプライベートルーム大だい解かい剖ぼうですが、何か？」


    「何かって、それはなんのために」


    「だって、妹が恋に目覚めたら慌てて素そ行こうチェックをするのが伝統的なお兄ちゃんの姿じゃないですか。ですから、逆もまた真なりですよ」


    「三次元のお兄ちゃんはそんなことしない」


    「ええっ、兄様も？」


    「俺おれがそのくらい過保護だったら、そもそもお前のその格好を許してないし」


    　今日も妹は下着同然のにゃー様スタイルだ。胸の隆りゆう起きが薄すぎるので、上から覗のぞくとビスチェの隙すき間まからトップが見えてしまいそうになる。


    「ふーむ、やっぱり兄様は謎なぞに満ちあふれていますね」


    「そっくりそのままお返しします」


    「そうでしょう？　ですからその謎を埋めるためにも、こうやって相互理解のたゆまぬ努力をですね」


    「どこが相互なんだ。だから本棚を漁あさるなって」


    「少しでも兄様のことを知っておきたい妹心じゃないですか。それに今日から私たちは一緒に暮らすのですから」


    　本棚に成果なしと諦あきらめた妹がターゲットを机に移したので、輪玖は慌ててノートパソコンを背中に隠した。


    「夏休みからじゃなかったのかよ」


    「だから早くなったって言ったじゃないですか」


    　夏休みになったらそっちに行くと、妹から電話があったのはつい昨日きのうのことだ。それがどうして、こんなに早く押しかけてきたのかまるでわからない。


    　ベッドに腰を下ろした輪りん玖くをよそに、妹は部屋のあちこちを見回している。兄の性せい癖へきをからかうネタでも探しているのだろうが、あいにく無駄な努力だ。樽たる人ひと氏が勝手に入ってくる可能性があるので、輪玖の部屋はいつもそれなりに片付けてある。写真集やエロ漫画の類たぐいはそもそも持ち込まないようにしているし、美少女ゲームはベッド下収納の掛け布団のさらに下なので、ここに陣取っている限りは何も出てこないはずだ。


    　唯ゆい一いつのアキレス腱けんであるノートパソコンを死守しながら妹を目で追いかける。彼女の動きが止まったのは、部屋の隅すみで埃ほこりをかぶっている天体望遠鏡の前でだった。


    「これ、いつ買ったんですか？」


    　一瞬、何を指しての言葉かわからなかった。それくらい前から置物と化していた望遠鏡だ。


    「知らないよ、俺おれのじゃないし」


    「てことは、お父様の？」


    「たぶんね。この家全体があの人の物置みたいなものだから」


    「ふーむ、意外な趣味ですね」


    「本当に趣味なら、ちゃんと使ってるよ」


    　三脚の上で夜空を睨にらんでいる望遠鏡が、いつからそこにあるかは覚えていない。輪玖の知らないところで樽人氏が購入して、そのまま放置しているがらくたは家のあちこちにあるのだ。飽あきっぽい樽人氏は、買うだけ買って品物に手をつけない。おそらく過去の家族関係もそんなものではなかったのだろうかと輪玖は思っている。


    「興味あるなら廊下の床下収納を開けてみたら。意外な趣味だらけだから」


    「大人のアイテムもたくさんですか？」


    「自分で確かめて」


    「わかりました、それにしても……」


    「なに？」


    「兄様って勉強とチャットしか興味ないんですか」


    「漫画があるだろう」


    「少なすぎます」


    「お前と違って暇ひまじゃないの。気が済んだら家にお帰り」


    「帰りません。ここからがお楽しみタイムじゃないですか。中一のらぶりー妹に掃除をしてもらえるなんて、至し福ふくの極きわみだと思いますよ？」


    　何を言っても無駄のようだ。見られて困るものはこのノートパソコンのハードディスクと、ベッドの下に隠れているゲームだけだ。ならば好きにさせてみようと様子を窺うかがっていると、妹は廊下の掃除機を持ち出してきて本当に掃除を始めた。


    「本気モードかよ」


    「もちろんです、最初から言ってるじゃないですか」


    　ホースの破れをガムテープで接ついだ掃除機だ。買い換えの予算がないのではなく、樽たる人ひと氏が掃除に無関心だから古い機械をそのまま使っている。妹は吸引の弱さに苦戦しながらも、カーペットの上を丁てい寧ねいになぞっている。


    　突然の来訪はどうやら樽人氏も了承済みらしい。夏休み期間だけというのならわかるが、学期中に押しかけてくるということは、やはり妹も香か苗なえのように学校に行っていないのだろう。


    「いじめられたりしてるの？」


    「私が？　まさか」


    「じゃあ、なんで平日の昼間からひとの家に……」


    「奴ど隷れいのりょーくんに会ってみたくなったからですよ」


    　出会い頭がしらの一撃に顔が熱くなった。


    　本物のにゃー様が──いや別人であったとしても、にゃー様との赤せき裸ら々らな会話を妹に覗のぞかれていたことを想像すると、胸の鼓こ動どうが速くなる。


    「赤くなってる、かわいい」


    　妹はにゃー様じゃない。


    　そう確信していても、ほんの〇・１％の可能性に怖おじて輪りん玖くは口を噤つぐんだ。輪玖の心の裡うちに根を張ったにゃー様の存在は、それほどまでに大きく成長していたのだ。


    「お前は偽にせ者ものだよ」


    「偽者はパンツちゃんです」


    「パンツちゃん？」


    「ほら、頭にパンツつけてる子がいたじゃないですか」


    「頭にパンツ？」


    「そうです、こうやって……」


    　くすくす笑った妹が、頭の片側で髪を結うポーズをする。


    「結ゆい華かさんに謝れ！」


    「どうしてですか」


    「パンツじゃなくてシュシュっていうの」


    「それくらい知ってます。本当はあれ、シュシュに見せかけたパンツなんですよ。私が保証します。ですから『パンツちゃん』ってあだ名もつけてあげられたわけですし」


    「本人には絶対言うなよ」


    「ふふふ、考えておきます。でも、そのほうが可愛いと思いませんか」


    　妹のこうした物言いは、いかにもにゃー様だ。偽者呼ばわりのあげく、パンツを頭に飾っている変態のレッテルを貼はられた結ゆい華かがいかにも哀れで、輪りん玖くは苦笑した。あるいは輪玖自身も、結華を哀れな存在とみなすことで、彼女の存在を貶おとしめようとしているのかもしれない。


    　視線を絨じゆう毯たんの目に落としながら、妹が輪玖の様子を窺うかがっている。彼女が本当ににゃー様なら、今の思し索さくはすべて見み透すかされていると思ったほうがいいだろう。


    　少しにゃー様を持ち上げすぎだ。自じ嘲ちようした輪玖は、背筋を伸ばして妹に語りかける。


    「にゃー様は何が目的なんですか？」


    　敬語になると、妹が少し面くらったような顔でこっちを向いた。


    「……りょーくんになっちゃいました？」


    　輪玖が答えないでいると、にゃー様はしばらく無言で掃除機を動かし、やがて、モーターの音にかき消されそうなほどの小さい声で呟つぶやいた。


    「宝探しです」


    「は？」


    「さて、もう掃除機はおしまいですね」


    　宝物とはなんだろう。声が小さかったからこそ、言葉は棘とげのように胸の内側にひっかかる。もともと整せい頓とんされている棚を片付けながら、妹は確かに何かを探しているようだ。


    「何かのゲームですか？」


    　家のどこかに宝物が隠されていて、それを見つけるというバラエティ番組を見たことがある。しかしあの樽たる人ひと氏が、そんな面倒くさいことをしたがるとも思えなかった。


    　低い段をあらかた捜索し終えた妹は、背伸びをして棚の上段に手を伸ばす。


    「高いところは苦手です、肩車をしてください」


    「その格好で？」


    「何か問題でも？」


    　挑ちよう発はつされているのを承知で、妹に肩を貸した。椅い子すを経由して肩によじ登った妹の太ももが、左右から輪玖の顔を挟みこむ。肉の感触と体温が伝わってくると、どこか絵え空そら言ごとのように存在していた妹が現実の側に足を踏み込んできたように感じられる。


    「宝って何ですか」


    「チケットです」


    「チケット？」


    「そうですよ。近きん親しん相そう姦かん上等の夢の楽園へ、二名様ご招しよう待たいなのです」


    　太ももの首くび枷かせが輪玖を締め付ける。


    「家庭内トラブルに巻き込もうとしてます？」


    「それは内緒です。あ、首が締しまっても落ちたらダメですよ。過激な応急手当てをしちゃいますから」


    　足全体で輪玖を圧迫しながら妹が笑う。棚の上段に置いてあるのは、使わなくなった地球儀や賞状、記念品の類たぐいだ。それらひとつひとつを手に取った妹は、輪りん玖くの肩から降りるとため息を洩もらした。


    「てっきりどこかに隠してあると思ったのですが」


    「この部屋じゃないと思うけど、気が済んだらそろそろ勉強に戻らせてくれませんか」


    「お、チャットのお勉強ですか？」


    　輪玖の背後のノートパソコンに妹の視線が泳ぐ。


    「いろいろ調べたりするのに使ってるんです」


    「それで宮きゆう殿でんにたどり着いてしまったのですね。さすが受験生は抑圧されています」


    「余計なお世話です」


    　憮ぶ然ぜんとした顔の輪玖を置いて廊下に出た妹は、吸い込みの悪い掃除機の音を再び響かせた。廊下のあとは隣の物置部屋だ。


    　輪玖の知る限り、隣の部屋は物心ついたころからずっと物置部屋だった。そこで不意に思い出した。妹がこの家にいたころ、彼女は輪玖と一緒にこの部屋を使っていたのだ。あのころはベッドが二つ並んでいて、机は輪玖の分しか置いていなかった。当時の部屋の配置がおぼろげに浮かび上がってくる。


    　妹の探していた宝物は、そのころの思い出の品物か何かだろうか。


    　ふとそんな想像が頭をかすめた。ばかばかしい話だ。この五年で部屋はまるで様さま変がわりをしている。あのころ、妹がいた部屋の面おも影かげなどどこにもない。


    　樽たる人ひと氏が帰ってくれば、妹が押しかけてきた理由もわかるだろう。輪玖は腹をくくると勉強に集中するために、ひとまず部屋のドアに鍵かぎをかけた。


    



    　頭痛を覚えながら湯船に身を浸ひたした。


    　風呂場の給湯パネルのデジタル時計が午後七時を示している。塾のない日は九時過ぎに入浴するのが輪玖の生活パターンだ。それが二時間も早回しになったのは、妹が勝手に風呂を沸わかしてしまったせいだ。


    　掃除にかこつけた宝探しが目的だと思いきや、妹はどうやら押しかけメイドにでもなったつもりらしく、陽ひが落ちるまで家事を次々にこなしていった。


    　隣の物置部屋はいつの間まにかすっかり片付けられていて、妹の私物が並べられている。


    「今日からここが私の部屋ですから」


    　樽人氏の許可をもらっているのか、妹は自信満々だ。


    　コスプレ姿の妹が押しかけてきて、有う無むを言わさず同居宣言をして、ドタバタした家事と日常生活が始まる。


    　まるで深夜アニメの世界に巻き込まれたような気分だった。おそらく妹自身もそんなシチュエーションを意識しているのか、モップがけを手伝った輪玖に向かって「初めての共同作業ですね」などと意味不明の冗談を投げてきたりする。


    　普段は輪りん玖くが簡単に掃除をしている家のあちこちをひっくり返し、フロアモップと掃除機で隅すみ々ずみまで綺き麗れいにする。ありがたいが、ありがた迷惑だ。積みっぱなしにしていた日用品や本も整せい頓とんされてしまったので、どこに何が置いてあるのか輪玖ですらわからなくなってしまった。


    　まるで家を乗っ取られてしまったようだ。


    　あるいは妹は、樽たる人ひと氏に頼まれて掃除をしているのだろうか。そんな内幕を想像すると心の水面にさざ波が立つ。樽人氏が掃除をしないから、仕方なく輪玖が引き受けているというのに、その掃除ぶりに文句があるとでもいうのだろうか。


    「もういいですよ、部屋の掃除は」


    「じゃあ今度はお庭ですね。水撒まきとか草むしりとか」


    「暑いからやめといたほうがいいと思いますけど」


    「でもでも、ホースの水がかかって濡ぬれ透すけイベントとかありますし」


    「にゃー様？」


    「あ、ご希望とあれば別の水撒きもできますよ。恥ずかしいですけど、音くらいなら聞かせてあげますから」


    「汚すのはやめてください！」


    　庭掃除の一幕を思い出して、眉み間けんに皺しわを寄せながら身体を洗っていると、急に浴室のドアがノックされた。


    「兄様、お背中をお流しします」


    　妹の声だ。「けっこうです」と断る前にドアが開けられた。


    「むむー、りょーくんのオールヌードはぁはぁです」


    「うるさい、ドア閉めてください」


    「なんですか頭ごなしに」


    「入ってきて閉めるんじゃない、出て閉めるの！」


    「まあまあ、そうおっしゃらずに。こうなったのも何かのご縁ですから、背中でも流しますよ」


    「ご縁じゃない、明らかに狙ねらってきたくせに」


    　湯気で曇くもった鏡に妹が映っている。幸い裸はだかではなかったが、もともとセミヌードに近いにゃー様の衣装を身に着けているのだから、危なっかしいことに違いはない。


    「いつしか逞たくましく成長していた兄の肉体に妹がはぁはぁするのは、ルート序盤の重要イベントになると思うのですが」


    「思わない、出てけ！」


    「にゃー様には絶対敬語！」


    「──！」


    　にゃー様の名前を出すのはずるい。


    　そう言い返すはずの言葉が詰まってしまった。しばらく口の中をもごもごさせたあげくに、出てきたのは敬語だった。


    「何の意味があってこんなことするんですか」


    「兄様をお慕したいしているからに決まってるじゃないですか。仕方がありません、背中がダメなら前から洗うことになりますが……」


    「いいですから！」


    　泡だらけのまま、輪りん玖くは湯船の中に逃げ込んだ。


    「妹なら出てってください！」


    「にゃー様でも？」


    「一緒です。本当ににゃー様なら、臣しん民みんの前に姿を見せたりしないでネットの中に戻ってください」


    　洗い場で口を尖とがらせている妹の目的が、輪玖にはわからない。わからないからこそ、彼女の「お慕いしています」が、怪物の唸うなりにも聞こえてしまうのだ。


    「兄様は、私がいることを許してくださいませんか？」


    　ふたたび怪物が妹の仮面をかぶる。何を考えているのかさっぱりわからない点において、彼女はまさににゃー様だった。


    「家に帰らないんですか？」


    「ええ、帰りません」


    「母親は？」


    「誰ですか母親って？」


    「いるでしょ」


    「いませんよ」


    　輪玖はため息をついた。妹と母親の関係が良好なら、彼女がここにいる理由はないはずだ。妹と母親の関係も、輪玖と樽たる人ひと氏の関係も、大きな違いはないのかもしれない。


    　しかし……。


    　湯気越しに妹の姿を見る。


    　彼女はにゃー様ではない。輪玖の知っているにゃー様は現実世界に姿を現したりしない、文字列の中の女王様だ。


    「私は可愛くないですか？」


    「なんですか突然に」


    「だって、兄様の視線にドロドロした欲望のマグマが感じられません」


    「実の妹が何を言ってるんですか」


    　妹が石鹸の泡をもてあそぶ。


    「実の妹だから萌もえるんじゃないですか！」


    「萌もえる前に面くらうのが普通です」


    　くりっとした瞳ひとみにロングの黒髪。おっとりしているくせに愛あい嬌きようのある妹の顔立ちは、おそらく人目を惹ひくレベルで可愛いのだろう。しかし、輪りん玖くは妹を見るたびに、脳内のにゃー様と照らして粗あら探しをしてしまう。


    　そのたびに出る答えは、こいつはにゃー様ではない、だ。


    「にゃー様じゃなければ可愛いかもしれないけど」


    「どういう意味ですか？」


    「どこでにゃー様のことを知ったんだ？」


    「……りょーくん、調子に乗ったらダメですよ」


    　言葉に詰まると、妹はおかしそうに笑って浴室を出ていった。不快な動どう悸きを覚えながら、輪玖は身体を洗ってそそくさと服を身に着ける。樽たる人ひと氏が帰ってきたのは、ドライヤーで髪を乾かしている最中だった。


    「こいつ、今日からうちに住むって本当？」


    「そうなんだよ、あっちの家は居い心ごこ地ちが悪いらしくてなあ」


    　口の端はをひきつらせて笑った樽人氏が、にやにやとピザのチーズをすすった。二人も食べろとけしかけてくるので、輪玖もピザにかじりついたが、妹はサイドメニューのシーザーサラダばかりつついている。


    「今日はなんかの記念日になるかもしれないなあ」


    「記念日のメニューがピザ？」


    「ケーキもあるじゃないか」


    　一緒に注文したカップのティラミスを舐なめながら、樽人氏は上機嫌だ。


    　いったいこれが何の記念日になるというのだ。


    　樽人氏と妹と輪玖。


    　遺伝上の父親と、別姓の妹と、無言の輪玖。三人で囲んだピザの食卓は、家族の団だん欒らんと呼ぶには白しら々じらしすぎる空間だった。


    「こっちの家はとても楽しいです。お兄ちゃんも優しいし」


    「ははは、そうかぁ、ところでその格好は何？」


    「知りませんか？　いまローティーンで猫耳が流は行やってるんですよ」


    「似合ってるよ、なあ輪玖」


    　妹が意地悪な目でこっちを見ている。いつにゃー様の名前が飛び出すかと気が気でなく、シーフードピザの味はほとんどわからなかった。もう他人になったはずの樽人氏と妹が、家族のふりをして和気藹あい々あいとしている空間に耐えきれず、輪玖はすぐに部屋に籠こもった。


    　ベッドに仰あお向むけになり、薄暗い天井を見上げる。


    　床下から、途切れることなく樽人氏と妹の笑い声が聞こえてくる。その声は、派手な服を着た女性客が上がりこんでいるときと、そっくり同じ響きだった。


    　あの人は若い女なら誰でもいいのではないだろうか。樽たる人ひと氏が血を分けた妹を押し倒す場面を妄もう想そうした輪りん玖くは、気分が悪くなって洗面台で顔を洗った。


    　階下の声はまだ止やまない。


    　妹が本当ににゃー様なら、今夜いったいどんな言葉を輪玖にかけてくるだろう。鏡の中の自分を見ながら、輪玖は口元の緩ゆるみを覚えた。塾のない日の夜は、にゃー様との逢おう瀬せが輪玖を待っている。

  


  
    第一章♡庇の影

  


  
    



    



    



    　　　　　１


    



    



    



    ──カナエたんは中じゃ感じないの？


    [image: ]：はい、まだよくわかりません。


    ──もったいないなぁ。僕でよかったらいつでも開発てつだってあげるから。


    [image: ]：だめですよ、恥ずかしいです。


    ──でも、それが好きなんでしょ？


    



    　欠伸あくびが出そうな文字列だ。


    　返答を考えながら、輪りん玖くは眠ねむ気け覚ざましのタブレットを十粒ほど口に放り込んで嚙かみ砕くだいた。さっきから貧乏ゆすりが止まらない。口こう腔こうを痺しびれさせるミントの刺激を鼻に逃がすと、束つかの間ま、偽にせ物ものの冷気が脳に伝わって息苦しさから解放される。


    



    ──いじってみたくならないの？


    [image: ]：なりません。だって、にゃー様に勝手にいじっちゃダメって言われてますから。


    ──こっそりならバレないよ。


    [image: ]：でも……。


    



    　本当に何をやっているのだろう。


    　タブレットの冷気を残したまま、冷えたコーラで口をすすぐ。


    　それは、カナエとしての日々を過ごすうちに覚えた一種の換気作業だった。少しでも凜りん冽れつな空気を取り込まないと、夕食のピザが逆流してくるのではないかと不安になる。


    



    ──にゃー様のことなら、気にしなくていいよ。


    [image: ]：どういうことですか？


    ──だって、ここにいるのは僕とカナエたんだけだし。


    [image: ]：ここは、にゃー様の宮きゆう殿でんなんですよ。


    ──じゃあ別サイトに移ってみない？


    



    　続けてサイトのアドレスが送られてきた。熱烈なラブコールに深呼吸のようなため息が洩もれる。


    　またしても彼につかまってしまった。


    　にゃー様の降こう臨りんを待つ暇ひまつぶしに、離り宮きゆうのオープンチャットに立ち寄ったのが間違いだったのだ。毎日一回、カナエになって臣しん民みんの相手をすることが輪りん玖くに課せられた絶対命令だったが、妹が押しかけてきた日の晩に草食さんのお相手では、さすがに胃もたれがしてくる。


    　草食さんの態度は日を追って馴なれ馴れしさを増していた。カナエの初めての相手なのだから、浮かれる相手の気持ちも理解はできる。


    　しかし輪玖がカナエになった初めての夜に、この遊びは上じよう死し点てんに達してしまったのだ。


    　チャットのたびに草食さんはカナエを挑ちよう発はつし、猟りよう奇き的な罰ばつを受けたがる。何度かそんな文字だけの饗きよう宴えんを繰り返してみたものの、にゃー様不在の交こう歓かんはすべての刺激が縮小再生産にすぎず、輪玖の心を高ぶらせることは一度もなかった。


    　特殊性せい癖へきの草食さんは日を追うごとに猟奇プレイへと耽たん溺できしていったが、チャットの中で手足を切断したり内臓をつかみ出したりすることに、輪玖はまるで面白みを感じていなかったのだ。草食さんとのチャットがもたらす刺激は背はい徳とく的なスリルなどではなく、通学路に潰つぶれた蛙かえるの死体を見つけたときと同じ不快感のわだかまりだった。


    



    ──このサイトじゃなくてもさ、僕はカナエたんが一緒ならいいから。


    [image: ]：そういうの、やめてくれませんか。


    ──え？　どうして？


    ──えっと。


    ──カナエたん？


    ──ごめんなさい、怒ってますか？


    [image: ]：はい、草食さんは臣民の立場を忘れていると思います。


    ──すみません。


    ──すみません、ごめんなさいカナエ様！


    ──僕が間違ってました。反省しています。なんでもしますから、許してくｄ最！


    



    　それから先は、謝罪の形を借りた要求のオンパレードだ。


    　まったく、何が草食だ。子持ちの中年男がミスタイプをしても、そんなものはちっとも可愛らしくない。


    



    [image: ]：草食さんみたいな人のことを、エゴマゾっていうんです。


    ──はい、すみません。僕はエゴマゾです。だからカナエ様の歯で罰を与えてください、お願いします。血が出るくらい強くても我慢しますから。


    [image: ]：嫌です。今日はそのまま我慢してください。


    ──ちゃんとチャットのこちら側でも同じ痛みを受けますから。ドライバーセットを買ってきたんです。カナエ様に齧かじってもらったところに突き立てますから！


    [image: ]：勝手なことは許してあげません。絶対にいじったりしたらダメですからね。


    



    　わざと退室をしないで、それから先は草食さんのレスを眺めることにした。


    　彼もにゃー様の前にいるときは、こんなに馴なれ馴れしく振る舞ったりしないようだ。従順で、よく言うことを聞く善良な豚だと聞いている。そういう関係に誘導できないカナエは、まだまだ未熟だということだ。


    　輪りん玖くをうんざりさせているのは、近ごろの草食さんが半人前のカナエを新女王様として担かつぎ出そうとしている様子が窺うかがえることだ。奴ど隷れいなら奴隷らしく余計なことは考えず、ただ快楽を乞こうていればいいのに、妙に政治的な動きをしようとする。


    　ハンドルネームからして『草食＠カナエ教布ふ教きよう中』なのだから始末に負えない。彼の脳内宮きゆう殿でんでは、すでににゃー様派は閥ばつとカナエ派閥ができあがっているかのようだった。


    「悪いけど、ぜったい無理だから」


    　声に出して呟つぶやいた。


    　にゃー様のような存在になど、なれるわけがない。ひとり悦えつに入いり取り乱す草食さんの文字列を冷さめた気持ちで眺めていたら、部屋のドアがノックされた。


    　跳ね上がった心臓を抑えつけてドアを薄く開けると、パジャマを着た妹が笑っていた。こいつに草食さんとの秘め事を見られるわけにはいかない。そのまま隙すき間まごしに聞いた。


    「寝るんですか？」


    「ううん、少しＰＣで遊んでからにします」


    「配線とかは？」


    「ネットは無線でできますから。昼間試してみたけど問題ありませんでした」


    　それも樽たる人ひと氏の入れ知恵だろうか。ドアの隙間が狭くて、妹の表情が読み取れない。


    「ひょっとして会えるかもしれませんね、兄様」


    　小さく笑って隣の部屋に入る妹を、輪玖は黙って見送った。


    



    　妹のにゃー様と、隣り合わせの部屋でチャットをすることになるのだろうか。


    　その想像は好奇心と恐怖心を同時に呼び起こす。妹はにゃー様ではない。99％の確信に、もう１％を上うわ積づみしたい欲求は確かにあったが、これ以上深入りすることへの抵抗が先に立った。


    　しばらくネットを控ひかえようか。


    　潮しお時どきという言葉が頭をよぎった。


    　弱気を振り払うためにタブレットを嚙かみ潰つぶし、輪りん玖くはブラウザの扉とびらから宮きゆう殿でんに潜もぐり込んだ。


    　妹が押しかけてきたときから夜が怖かった。夜はにゃー様の支配する時間だ。ひょっとすると今夜、輪玖はにゃー様の正体に肉にく迫はくしてしまうかもしれない。


    　壁の向こう、妹の気配はない。


    　トップページから、２ショットチャットルームが並ぶメインの広間に入る。果たしてにゃー様はそこにいた。


    『★りょーくん専用るーむ★にゃー★』


    　名指しされる快感に鼓こ動どうを速めながら、輪玖はりょーに変わる。入室ボタンの向こうにいるのはにゃー様なのか、それとも妹なのか、あるいは二つがイコールなのか。その解は決して得られないからこそ楽しいのだと、輪玖はもう理解している。


    　チャットの嗜たしなみを輪玖に教え込んだのはにゃー様だ。心の声が、このチャットから逃げるなと囁ささやきかけている。


    



    [image: ]：おはようございます☆


    ──おはようございます！　待たせちゃいました？


    [image: ]：ううん、今きたところです。


    ──デートの待ち合わせみたいになってますけど。


    [image: ]：ふふふ、じゃあらぶらぶデートしちゃいましょーか？


    



    　文字列の向こうにいるのは、いつものにゃー様だろうか。


    　それとも妹がにゃー様に成りすまして罠わなを張っているのだろうか。


    　どちらの可能性も頭に描えがきつつ、輪玖はどんな言葉で女王様の反応を引き出してみようかと考える。


    



    ──今日、家にひとりじゃないんです。


    [image: ]：ま、まさか加か藤とうくんが？


    ──夜の十時ですよ。


    [image: ]：男の子同士のラブラブお泊まり会じゃないんですか？


    ──ＢＬとかダメですから俺おれ。


    [image: ]：なんですか、草食さんとはラブラブのくせにー。


    



    　草食さんに辟へき易えきしていることを知ったうえで、そんな言葉を投げてくるのがにゃー様だ。意地悪なジャブに苦笑した輪玖は、さらに一歩踏み込んだ。


    



    ──親しん戚せきの女の子が泊まりに来ているんです。


    



    　どうだ。


    　向こうにいるのが妹なら、何か反応を返してはこないだろうか。


    



    [image: ]：いくつ？


    ──いっこ下、中一です。


    [image: ]：すばらしい！　即レイプです！


    ──嫌ですよ！


    [image: ]：可愛くないんですか？


    



    　さっきは面と向かって答えられなかった質問が、再度投げられた。


    　少し思案して、輪りん玖くは直球を投げ返す。


    



    ──けっこう可愛いと思います。親戚じゃなかったらストライクゾーンかも。


    



    　思わず『妹』と打ってしまい、慌あわてて『親戚』に修正した。壁の向こうで、妹はどんな顔をしているだろうか。


    



    [image: ]：わかりました。レイプは犯罪ですから控ひかえるとして、せめてイタズラだけでもしておきましょう。寝静まったらパンツ下ろして、乙おと女めのストライクゾーンを激写です。


    ──どっちにしろ犯罪です。


    [image: ]：むー、今日のりょーくんノリ悪いです。


    ──まだ破は滅めつしたくないですから。それに他人を巻き込むのは嗜たしなみに反しますよ。


    [image: ]：絶対命令でも？


    ──にゃー様はそんなこと言いません。


    [image: ]：えー、なんで決めちゃうんですかぁ。


    



    　口を尖とがらせたにゃー様の姿を想像すると、気持ちが浮き立ってくる。


    　そうして、にゃー様をやり込めているつもりでいたら、いつしか彼女の敷いたコースに乗せられ、沼ぬまの淵ふちに引きずり込まれてゆく。それがいつものパターンなのだ。


    　けれど今日は、その導入部分でにゃー様の言葉が途切れた。


    　二分、三分──輪玖を試すかのようにじっくり間まを空あけて、ふいに文字列が更新される。


    



    [image: ]：じゃあ、カナエたんになっちゃう？


    ──今ですか？


    [image: ]：うん、でもね、鍵かぎはかけちゃダメ。


    



    　サイドでまとめた髪にヘアバンドを掛けながら、輪りん玖くは目をしばたかせた。


    　もしも妹がにゃー様だったら、きっと途中でドアを開けて乗り込んでくるだろう。そのとき、カナエになった自分はどうされてしまうのだろうか。


    　忍しのび足でドアに近づき、鍵を開けた。


    　かちゃり──金具の音は思ったよりも大きく、心臓が痛いほど強く鼓こ動どうを刻んだ。髪を留めてカナエになった輪玖は、いまや妹が本物のにゃー様ならば良いとすら思いはじめている。


    　はやる気持ちを抑えてヘッドセットを装着した。呼び出し音が鳴り終わると、にゃー様の囁ささやき声が鼓こ膜まくを震わせる。


    「準備できました」


    「鍵、開けた？」


    「はい、お姉さま」


    「んふふ、カナエたんは今日もかわいーね」


    　短いやり取りの最中に気持ちが高ぶってしまい、おねだりの声が喉のどを衝つく。


    「ねえ、お姉さまぁ……」


    「にゃーしたい？」


    「はい。にゃー……にゃーしたいです」


    「じゃあドアのほうを向いて、足広げてしてみよっか。できる？」


    「にゃー」


    　にゃー様の言いつけに従って鍵の開いたドアに向かって身体を開き、右手を運動させた。摩ま擦さつのたびに破は滅めつの恐怖が押し寄せてくる。肉体の高こう揚ようと精神の負ふ荷かがないまぜになって、輪玖はすっかり従順な奴ど隷れいに作り変えられる。


    　今にも妹がドアを開けて、カナエになった輪玖を指差して笑うかもしれない。


    　いっそ、そうなってしまえばいい。そのときは、上じよう死し点てんに達したこの遊びの向こう側を覗のぞくことができるかもしれない。そう、できるなら自分の破滅を覗いてみたい。


    　千ち々ぢにほつれた思し索さくを右手の摩擦が縒より合わせ、輪玖の意識を弾はじけさせようと電撃のような信号を送り込んでくる。


    　私はカナエだ。


    　輪玖というくすんだ色の外がい殻かくを捨て、にゃー様の魔力でカナエに脱だつ皮ぴしている。


    「にゃーさま、だめです、私もう……！」


    「ダメなの？　いいの？　どっちかなぁ？」


    「わかりませ……あ、あ、あ、にゃー様……」


    　女子の声こわ色いろを真似てヘッドセットに囁ささやく。答えるにゃー様の声も潤うるおいを帯びている。


    　ふと、廊下に気配を感じた。


    　いよいよだ、いよいよ妹がやってくる。保身する変態の正体を暴あばきに、にゃー様の装しよう束ぞくをまとって現れる──！


    　破滅の期待を裏切った足音は、輪りん玖くの部屋を横切ってトイレのドアを開けた。


    　妹か？　それとも樽たる人ひと氏だろうか？


    　樽人氏がどうして二階のトイレを使うのだ。


    　しかし、ヘッドセットの向こうからはにゃー様の吐と息いきが聞こえる。


    　ドアを開ければ確認することができる。しかし輪玖は動けなかった。にゃー様を置いて現実世界に撤てつ退たいするなど、許されることではない。


    　心臓が肋ろつ骨こつをへし折りそうなほど躍りくるっている。緊張とストレスから逃のがれるように、輪玖は脳内に思い描えがいたにゃー様の妄もう想そうに没ぼつ頭とうする。冬の川原かわらに寝転がったような気分で仰あお向むけになり、にゃー様の声とともに部屋のドアが開くのを待ち続ける。


    　やがて──濁だく流りゆうと化した欲求が弾はじけるのと同時に、新鮮な湧ゆう水すいが意識の内側に流れ込んできた。目を閉じた感覚は、宙を舞うようでも、奈な落らくに落ちるようでもある。そうして輪玖は束つかの間ま、清らかな流れに穢けがれた身体を浸ひたした。

  


  [image: ]


  
    「気持ちよかった？」


    「……すぐイっちゃいました」


    　ティッシュで自分自身の後始末をしながら、奴ど隷れいの輪りん玖くはにゃー様の声にしがみつく。


    「りょーくんは、隣の部屋の子が好き？」


    「どうでもいいです、にゃー様がいれば」


    「嫌いじゃないんだ？」


    「三次元はみんな嫌いです」


    　にゃー様の手で漂白された透明な意識に、くすんだ絵の具のような現実が紛まぎれ込む。


    　イミテーションの結ゆい華か。


    　イミテーションの妹。


    　イミテートすらできない香か苗なえ。


    　輪玖の頭に棲すみついた少女たちは、いくつもの色彩を混ぜた絵の具のように、誰もが煤すすけた肌色をしていた。ただにゃー様の声だけがきらきらと光っている。


    「もし、にゃー様に彼氏ができたらどうします」


    「どう？」


    「彼氏にもこんなことするんですか。にゃー様が普通に付き合ったりするとは思えないから、リアルな彼氏もＨはチャットだけだったりして」


    「それ、いいですね」


    　微かすかににゃー様の声が沈む。


    「わたしなら、絶対に恋人さんには射しや精せいさせませんけど」


    「どうして？」


    「出したら終わりだから」


    　虚きよ脱だつした自分を冷たく見下ろすにゃー様を想像し、輪玖は急いで着衣を整えた。つかの間まの恍こう惚こつに冷や水を浴びせたにゃー様がため息をつく。


    「男の子って、射精すると異性への関心がなくなるんですよね」


    「一いち概がいにそうとは」


    「りょーくん、自分の身体のメカニズムくらいわかるでしょ？」


    「僕は違いますよ」


    「ほんとに？」


    「ほんとに！」


    「そうかなぁ？」


    「違うもん」


    「ふふっ、りょーくん可愛いね」


    　カナエの声で甘えると、にゃー様は優しく囁ささやいて頭を撫なでてくれる。


    　射しや精せい後に訪れる空虚や焦しよう燥そうを抱かかえたまま、にゃー様に甘えるひとときが、今の輪りん玖くを支配していると言ってよかった。


    　カナエはどこまでもにゃー様の下げ僕ぼくなのだ。草食さんは何もわかっていない。


    　不意に頭に湧わき出してきた草食さんに、輪玖は腹を立てた。こんなにも従順な自分をにゃー様から引き離そうとするなんて、どうしようもなく空気の読めない人間だ。いまここで、彼の背はい信しんを告げ口してしまいたくなる。


    「りょーくんは特別ですよ、だってわたしだけの奴ど隷れいだもん」


    「にゃー様、僕に会ってみたいと思いますか？」


    「ぜんぜん」


    「よかった……」


    　最後までドアは開かなかった。にゃー様の言葉に包まれながら眠りに落ちていく自分は幸せだと思いながら輪玖は目を閉じた。


    　暗闇の中で、にゃー様の声が聞こえる。


    「宮きゆう殿でん、行ってる？」


    「にゃー様のご命令だから毎日行ってます」


    　今の二人をつないでいるのは、にゃー様の宮殿というサイトではなく、ダイレクトにつながるチャットソフトだ。輪玖のソフトにはにゃー様のＩＤだけが登録されている。


    「宮殿はこれからどうなるんですか？」


    「なんか全部つまんない」


    「……僕も」


    「一緒にやめちゃおうか？」


    「にゃー様と一緒なら」


    「ふふふ、それもいいかもしれないね、りょーくん」


    　きっとにゃー様も気づいているのだ。上じよう死し点てんの先には景色がないことに。


    　いつからか、女王様とのチャットは未知の冒険ではなくなっていた。今は刺激やスリルではなく、ささやかな温ぬくもりを求めるようにして、二人肌を寄せ合っている。


    「でも宮殿がなくなったら、わたしはにゃー様じゃなくなっちゃうかも……」


    　暖かな深しん淵えんに意識が沈ちん下かすると、にゃー様の言葉だけが染み込んでくる。


    「そのときは、一緒に消えちゃう？」


    　囁ささやくような声で、からかうような響きで。
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    　窓の外で二種類のセミの声が聞こえる。


    　アブラゼミとミンミンゼミ。この組み合わせならまだ午前中だと、だいたいの見当はつく。地域によってセミの鳴く時間帯に差はあるが、この町内でいえばミンミンゼミがクマゼミに交代したら、太陽の南なん中ちゆうは過ぎたと思っていい。


    　自然科学部の部長だから覚えたのではない。子供のころから暇ひまつぶしに図鑑を眺めることが多かったので、自然と頭に刷すり込まれてしまった知識だ。


    　さっきから問題集が進まず、余計なことにばかり気を取られている。


    　すべてはあいつのせいだ。


    　窓から庭を見下ろすと、にゃー様ファッションの妹が禿はげた芝しば生ふに水をやっている。あんなに撒まいたら、かえって庭が泥どろだらけになってしまうだろう。眉まゆをひそめて再び机に向かった。


    　妹の真意を整理できないまま、日常は何事もなかったように回り続けていた。


    　昨日きのうから勉強時間をいつもより長く取ることにした。桜さくら木ぎ川調査に時間を取られる夏休みまでに、少しでも課題を減らしておくためだ。県下随ずい一いちのレベルを誇る白しら鷺さぎ高への推すい薦せんは、まだ諦あきらめていない。担任のあんみつ先生の心しん証しようを良くするためには、何よりも湧ゆう水すい調査を完了させることだ。


    　橋の上で輪りん玖くの首に鉢巻きを巻きつけたころから、結ゆい華かは持ち前の明るさを失っている。今は彼女を出し抜く好機でもあった。


    　勉強の休憩時間を使って、輪玖はノートパソコンをネットに接続した。


    　チャットに耽ふけるつもりはない。一昨日おとといの湧水調査で結華が持ってきた『ビンどう』について、どういったものなのか自分でも調べておきたかったのだ。


    　桜木川調査は、湧水、水質、生態の三本柱で構成する予定だ。


    　湧水調査は川の湧わき水の箇か所しよとおおまかな水量を測定すること、水質調査は川全体の汚染度を調べるＣＯＤ調査、香か苗なえの協力もあってこの二つはあらかた片付いたので、あとは生態調査を残すのみだ。


    　生態調査は川に棲すむ生物の種類と量を調べることになる。


    　つまり、湧水のおかげで水質がどのように変化し、結果としてどんな生態系ができあがっているのかを調べるということで、三つの調査はすべてが連動しているのだ。


    　推薦のためと割り切っていても、桜木川調査について考えるのは楽しかった。


    　目を閉じて、焼けつくような透明な陽ひ差ざしを思い出す。


    　川の水がきらめき、風が葦あしをそよがせる。


    　不思議と胸躍る気持ちになりながら、ネットのページを次々に開いた。


    　生態調査は、釣りと網あみでの採集で行こう。そう考えていたところに、結ゆい華かからビンどうの提案があったのだ。『どう』というのは、餌えさを入れた筒つつ状じようの仕掛けを水中に沈めて、入った魚を出られなくする罠わなのことで、ビンどうはそれを瓶びんでこしらえたものだ。


    　問題はその罠を、どのような場所にどの程度の時間仕掛ければ良いかということだ。


    　結華の用意したものはガラス瓶ではなくペットボトルなので、『ペットボトルビンどう』とでも言うべきだろうか。ネットの記述はまちまちで、川辺に小一時間ほど仕掛ければ良いというものから、数時間、あるいは一晩ほど寝かせておくというものまで様々だった。


    　たとえば十箇か所しよにビンどうを仕掛けるとして、時間的な条件さえ一致すれば、データとしては有効なものとなる。短時間で引き上げて魚が採れていないと台無しなので、まずは一晩寝かせる方向でやってみることにした。それで成果が上がらなければ、また時間を変えて試してみればいい。少しでも多くの魚が採れたほうが、あんみつ先生も喜ぶだろう。


    　ただし、ペットボトルを利用しているので、コイや鮎あゆのような大型の魚の捕獲はあまり期待できない。予定していた釣りでの採集と二本立てにするのがベストだろう。


    　一昨日おととい、結華の持ってきたビンどうのひとつを、巾きん着ちやく池いけ付近の水路に仕掛けておいた。ネットの記述が確かなら、きっともう魚が中に入っていることだろう。水みな底そこに仕掛けられた透明な筒つつに閉じ込められた魚を想像すると、輪りん玖くの気持ちは奇妙に高こう揚ようした。


    「チャットはしないのですか？」


    　いきなり声をかけられた。いつの間まにか部屋に入っていた妹が、画面を覗のぞき込んでいたのだ。


    「今日はしませんよ、明日も桜さくら木ぎ川に行くからできないし」


    「また部活の宿題ですか？」


    「これでも部長ですから」


    　にゃー様の可能性がわずかでもあるうちは、相手が妹でも敬語を通すことにした。樽たる人ひと氏の前では兄らしく芝しば居いをするが、二人きりのときは仮想にゃー様として扱うことに決めたのだ。妹が同居をするようになって、一番変化したのはおそらくこの言葉遣いだった。


    「兄様、私とえっちします？」


    「にゃー様はそんなこと言わないと思いますけど」


    「納得ができないんです。ふつう妹と同居することになったら、お風呂を覗いたり、ぱんつを盗んだり、寝てる部屋に忍び込んだりするじゃないですか。それなのに兄様ときたら」


    「正常ですみません」


    「妹にどーてーを奪われちゃうというのは、Ｍの兄様にふさわしいとは思いませんか」


    「あいにく文字だけで間に合ってますから」


    　ボイスチャットのことを伏せても妹の反応に変化はない。昨夜のプレイに覚えがないのだろうか。それとも……。


    「そっちの親は何も言ってこないんですか？」


    「言ってきませんよ、あの人は『子育てしない私カッコイイ』の人ですから」


    「うちと一緒じゃん」


    「お父様は優しいですよ。あ、なに無視してるんですか！」


    　妹はいつだって樽たる人ひと氏を持ち上げる。彼女がここに居られるのはあの人のおかげなので、理解できないこともないが、そんな利害関係に追つい従じゆうする趣味はもちろんない。


    　ヘッドホンを着けた輪りん玖くは、妹の声をかき消そうとＣＤを再生した。結ゆい華かから借りた、同じフレーズが反復するロックのＣＤだ。トラック１の出だし十秒でヘッドホンのジャックが引き抜かれ、硬質の音楽が部屋の中にあふれる。


    「なんですか、変な曲」


    　妹が不思議そうな顔をしている。言われてみれば、どうしてこんなメロディーのわからない曲を聴いているのか、自分でも不思議だ。


    「パンツの人から借りたんです」


    「へええ、病やんでますねー」


    　馬ば鹿かにしたような口く調ちようが鼻についた。わざとスピーカーのボリュームを大きくしてやると、妹はそんなことは気にしないとばかりに、本棚の漫画を漁あさってベッドに仰あお向むけになる。


    「そこ、俺おれのベッドなんですけど」


    「お借りしています」


    　漫画のページをめくりながら妹が片目をつむる。


    「兄様は、わたしがいることを許可してくれますか？」


    「勝手にしてください」


    「はーい」


    　熱心に勉強する兄の横で漫画を読みふける妹。ホームドラマにありがちな構図が、なぜこんなにも息苦しいのだろう。


    　再び目をつぶり、川かわ面もを渡る風を思い出す。


    　明日あしたは桜さくら木ぎ川に行こう──そう心に決めて、輪玖は問題集のページを確認した。


    



    　自然科学部の第四回湧ゆう水すい調査は、参加者一名で決行された。


    　水曜の午後一時、五時間授業を終えた輪玖は荷物をまとめて自転車に飛び乗ると、一いち路ろ、桜木川下流の和わ田だ橋ばしを目指した。


    　梅つ雨ゆ明け宣言を受けたばかりの太陽は容よう赦しやなく照りつけ、木々も欄らん干かんも、輪玖自身も真っ黒な影を落としている。湿度の少ない暑さは心地よかったが、ひとり自転車を漕こいで浴びる風は、どことなく味あじ気けがなかった。


    　和田橋に着いた輪玖は、前回の水質調査のチェックポイントごとにビンどうを仕掛けながら、上流を目指すことにした。


    　香か苗なえの手助けがあれば楽なのだが、今日は独りでやると決めていた。


    　昨日きのう、突然決行することにした調査に香苗や結ゆい華かを巻き込むのは気が引ける。それに誰かと一緒にいれば必然的に身の回りの話になり、妹のことを思い出さなくてはならない。厄介な同居生活についてあれこれ事情を聞かれることを想像すると、調査を始める前から気疲れしてしまいそうだった。


    　緩やかな流れに手を差し入れると背筋を冷気が駆け上り、自じ嘲ちようの笑みがこぼれた。


    　本当のところ、妹がどうのというのは、みんな口実にすぎなかった。


    　輪りん玖くは、香苗と二人になるのが怖かったのだ。


    　前回の湧ゆう水すい調査が終わって三日、輪玖と香苗の会話は上うわ滑すべりを続けていた。バスの中でびしょ濡ぬれの香苗に悪いた戯ずらをした後悔から、輪玖はできるだけ香苗に優しく接しようとしていたのだ。結果としてその態度が互いの距離感をくるわせてしまい、奇妙にぎこちない間合いができてしまった。


    　水中に仕掛けを沈めていると、三日前の湧水調査の場面が順を追って浮かび上がってくる。妹の乱入、結華のビンどう、帰りの夕ゆう立だち、バスの一番奥の席──あのとき、確かに輪玖は一線を越えようとしていた。香苗にキスをしたこと、差し入れた指で口こう腔こうの粘膜を蹂じゆう躙りんしたこと。鮮せん明めいに蘇よみがえるシーンの断片が輪玖の気持ちを波立たせる。


    　どうしてバスの中であんなことをしたのだろう。香苗に欲情したのだろうか。それとも単に、異性への好奇心に衝つき動かされただけなのだろうか。いや、両方とも違う。


    　流れの中で川石を蹴けりつけた。


    　それは、排はい泄せつ行為のように香苗を利用した自分への後こう悔かいだった。


    　香苗は輪玖にとって都合のいい女子だ。輪玖さえ望めば、彼女は何だって受け入れるだろう。けれど、その先にある自己嫌悪の奈な落らくが、香苗の背後には透すけて見えるのだ。


    　首に鉢巻きを巻きつけるでもないし、家に押しかけてくるでもない、それなのに香苗はほかの二人よりもよほど厄やつ介かいな相手に思えてくる。


    「兄様！」


    　橋の上から声がした。見上げると、見慣れない制服に身を包んだ妹が、土ど手てをこちらに下りてこようとしているところだった。


    「今部活中ですけど」


    「ですから、お手伝いします」


    「冗談でしょう？」


    「勝手にしていいと言ったのは、兄様ですよ」


    　ペットボトルのビンどうを手にした妹は、輪玖の言うことも聞かずに水の中に足を踏み入れ、「冷たーい！」と叫んでいる。


    「もう行きますけど」


    「えー、調査しないんですか？」


    「次の調査地点に移動するんです」


    「それなら早く行きましょう」


    　自転車の後部座席に勝手に座った妹が、輪りん玖くの背中をタップする。汗に濡ぬれた感触に肩をよじらせた輪玖は、ため息をついて妹の好きにさせることにした。


    「出かけるなら、ちゃんと言ってくれないとダメですよ」


    「家事があるんじゃないんですか」


    「兄様が部屋に鍵かぎをかけるから、やりがいがなくなってしまいました」


    　やはり部屋を物ぶつ色しよくするつもりでいたようだ。


    　樽たる人ひと氏の趣味で部屋に鍵をつけることになったのが、このさい好都合だった。


    　こうなれば仕方がない。腹を据すえた輪玖は、妹を連れて桜さくら木ぎ川を遡さかのぼることにした。前回と同じコースをなぞるだけのサイクリングだったが、妹は文句ひとつ言わずに後ろに乗っている。妙に上機嫌なのは、輪玖を独占しているせいだろうか。


    「あのエロ服じゃないんですか？」


    「だって、にゃー様が日焼けしたらがっかりでしょ？」


    「確かに、今の服のほうが似合ってます」


    　途中の自動販売機で水分補給をしようと自転車を停とめると、座席から飛び降りた妹が遊歩道脇わきの公園に入っていこうとした。


    「どこ行くんですか」


    「兄様、ここ覚えていませんか？」


    「公園ですけど」


    「小さいころ兄様とよく遊びました。ほら、この滑り台の上と下で木の枝ぶつけ合ったり、砂場に人形を埋めたりして……」


    「そんな過激なことしてましたか？」


    「しましたよ、兄様は意地悪でしたから」


    　妹と家族だったのは五年前だ。


    　小学校低学年の記憶などおぼろげなものばかりで、具体的な出来事はまるで思い出せなかった。たとえ妹が勝手に話を作っていたとしても、見抜くことはできないだろう。


    　ただ、なんとなくみんなで家族っぽいことをしていた記憶はある。割れた鏡の破片のように細こま切ぎれではあったが、巾きん着ちやく池までピクニックに行ったこと、そこで香か苗なえと冒険ごっこをしたことが連れん鎖さ的に蘇よみがえってきた。


    　妹は自転車を降りて歩きだした。


    　桜木川のせせらぎを聞きながら初夏の遊歩道を追いかけると、彼女は見える景色のあちらこちらを指差して思い出語りを始めた。この道は三日前も香苗と三人で歩いた場所だが、二人きりになると記憶が刺激されるのだろうか。樽たる人ひと氏と三人で散歩に行ったことや、輪りん玖くの自転車の練習をしたことなど、妹は様々な出来事を驚くほど細かく記憶していた。


    　あるいは妄もう想そうだろうか、そのなかに輪玖をはっとさせるような思い出は何ひとつなかった。


    「聞いてもいいですか？」


    「なんですか、兄様」


    「にゃー様は、香か苗なえのことどう思います？」


    「暗いです」


    「一いつ刀とう両りよう断だんですね」


    「でも可愛いんじゃないですか。なんか素そ朴ぼくですし、裏表がない感じ」


    「裏表か」


    　本当にそうだろうか。妹が本当ににゃー様ならば、人間分析にも信頼が置けるはずだが。


    「あいつ暗そうに見えて、けっこう前向きだったりしますよ」


    「兄様、香苗たんが好きなんですか？」


    「人類愛的な意味でなら」


    「じゃあ、わたしは？」


    　苦笑で返すと、妹のにゃー様は口を尖とがらせた。どうせ妹と合流してしまうのなら、香苗を誘っておけばよかっただろうか。


    　輪玖の気持ちがどうであれ、香苗は輪玖が好きなのだ。そのことに疑問の余地はない。輪玖はそれを知ったうえで、彼女の好意を利用して好奇心を満たそうとした。


    　桜さくら木ぎ川の味がしたファーストキスの記憶が蘇よみがえり、輪玖は勝手に赤面した。照れているのではなく、恥じているのかもしれない。香苗には何の責任もないのだが、彼女と向き合うことには、自分の排はい泄せつ物を見るのと同種の不快感がついて回るのだ。


    　だからせめて、輪玖は香苗に優しく接するように心がけていた。彼女の求めるままに手をつなぎ、一緒に登校をして、クラスの悪意から保護をして──けれど余裕のない今の輪玖は、あまり優しく接することができないかもしれない。


    　そうして香苗を誘わなかったことを正当化した輪玖は、妹を追いかけて桜木公園に足を踏み入れた。川の名前が付けられたこの公園は、第一回の湧ゆう水すい調査で香苗と結ゆい華かと三人で立ち寄った場所でもあった。


    「アイス食べますか？」


    「はいっ！」


    　あの日のように、公園の先の駄だ菓が子し屋で二人分のチューチューアイスを買って、笑顔の妹と一緒のベンチに腰をかける。


    　束つかの間まの避暑のあいだに見渡すと、これといった遊具があるわけでもない桜木公園は今日も人影がまばらだった。小さいころ何度も遊びにきた覚えがあるが、当時は雲うん梯ていや登り棒が置かれていた気がする。　


    「手、つないでいいですか？」


    　制服姿の妹が囁ささやいた。


    　振り向くと輪りん玖くをじっと見つめている。


    「どうして？」


    「だって、いい雰囲気じゃないですか」


    「汗……かいてますけど」


    「いいんです、兄様なら」


    　人差し指と中指で二本足をつくった妹の手が、ベンチの上を歩いてくる。


    　桜さくら木ぎ川の湧ゆう水すい調査の最中に妹と手をつなぐのは、香か苗なえへの裏切りではないだろうか。そう思ううちに二本指が輪玖の手の甲に乗り上げてきた。


    「兄様」


    　アブラゼミとクマゼミの声を割って聞こえる囁きが、妙に湿っぽく感じられた。妹の指先が輪玖の指先を引っぱる。仕方なく手をつなぐと、香苗よりも柔らかい肉の感触が伝わってきた。


    「兄様覚えていますか、小さいころもこんなふうに手をつないで散歩したの」


    「そうでしたっけ……」


    　香苗の手はもっと硬く、細かった。


    　不思議なことに、妹の手を握ったことで香苗の感触が鮮せん明めいに蘇よみがえってきた。


    　妹は、何やら幼おさないころの思い出について話しはじめたが、その声を押しのけるようにして湧水調査と香苗の記憶がこと細こまかに蘇ってくる。


    　和わ田だ橋ばしで葦あしの茂みから姿を現した香苗、並んで自転車を漕こいで、そうだ、鷺さぎの声に誘われて三十分近くも畑を歩いたのだ。結局鷺は見つからなかったが、そのあと結ゆい華かと合流して、このベンチでアイスを食べて、中座した輪玖は少し先の川で巨大なコイを見つけたのだった。


    　そうして水質調査から戻ったとき、この先の茂みで、香苗と結華が折り重なっていた。あのとき二人は何をしていたのだろう。いかがわしい気配は感じなかったが、緑の芝しばに投げ出された四本の白い足が、やけに艶なまめかしく眩まぶしかった。


    「兄様、聞いてますか兄様」


    「ごめん、聞いてませんでした」


    「ひどいです、大事なお話をしてたのに」


    「昔話はあまり得意じゃないので」


    　敬語を使いながらも、輪玖は自分の応対がずいぶんとぞんざいになっていることに気がついた。やはり、にゃー様と妹では態度には差ができてしまう。それはイコール、輪玖のなかでにゃー様と妹の距離が開きはじめたということだ。


    「兄様ってば」


    　ぬちっと湿った感触が太ももにはりついた。妹がぴったりと身体を寄せてきたのだ。


    「汗がつきますよ」


    「体液の交換ですね」


    「残念ながら快感をともなってません」


    「香か苗なえたんですか？」


    「え？」


    「さっきから、ずっと別のこと考えています。どうやら図星のようですね、兄様がそんなに眼鏡めがねフェチとは見損ないました」


    「香苗じゃなくて、結ゆい華かさんのこと考えてたんですけど」


    　慌あわてた輪りん玖くは半分だけ噓うそをついた。


    「兄様はどうしてあの人にさん付けをしてるんですか。ある意味パンツ仮面ですよ？」


    「学校の結華さんを知らないから、そんなこと言えるんです」


    「男子にもてるとか？」


    「それどころか、女子にまで大人気。成績トップだし、性格いいし、話しても楽しい完璧超人。正直まるで敵かなわないですよ」


    　妹がやけに突っかかってくるので、輪玖は少し尾ひれをつけて結華のことを語って聞かせた。もっともそれは現在の結華ではなく、少し前の結華の思い出だ。


    「なんだか痛々しいですね。そういう人に限って無理をしてるんですよ。あんがい家じゃすっごく暗かったりして、カルトな宗教に走ったり」


    「にゃー様に何がわかるんですか」


    　つい声が大きくなったのは、妹の言葉が結華ではなく輪玖自身を貫つらぬくものだったからだ。はっとした顔で口を噤つぐむ妹から視線をそらすと、すっかり溶けたチューチューアイスが握力に負けて先端の吸い口から噴き出した。


    　携帯電話が鳴ったのはそのときだ。手についたシロップに顔をしかめて着信を確かめると、『香苗・携帯』と表示されている。この番号から電話がかかってくるなんて初めてのことだ。


    　まさか見られていたのではないだろうか、あたりを見回してから通話ボタンを押した。


    「もしもし……」


    「リンくん大変」


    　切迫した声が飛び込んでくる。


    「結華ちゃんが川に落ちたの！」


    



    



    



    　　　　　３


    



    



    



    　もみじ山ハイキングコースの入り口には、パトカーと救急車、それに数台のボックスワゴンが停とまっていた。輪りん玖くは山さん道どうの入り口に自転車を停めると、妹と並んで土の斜面を駆け登った。


    　木々のざわめく音がする。いつしか現れた雲うん塊かいから零こぼれた無数の水滴が、緑の葉を叩たたいていた。


    　自然公園に続く山道に足を踏み入れると、香か苗なえとの約束のオナモミが思い出されて、輪玖の胸は少しだけ疼うずく。香苗はどこにいるのだろう。しばらく登ると人だかりが見えてきた。このあいだ、ビンどうを仕掛けた斜面の近くに二、三十人が集まって、とろんと緑色に染まった水路を見下ろしている。


    　斜面を下りながら周囲を見回すと、川岸にずぶ濡ぬれの結ゆい華かがいた。白い制服のブラウスから肌色が透すけていて、肩からバスタオルを掛けられている。香苗は隣で濡れた結華の身体を拭ふいていた。二人に事情を聞いていると思われる警官がいて、野や次じ馬うまはその外側を囲んでいるのだ。警官の近くには、なぜか地元局のテレビカメラが入っている。


    「あ、リンくん」


    　人ごみをかき分けて香苗が駆け寄ってきた。
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    「どうしたんだ」


    「小さい子が溺おぼれたの。それで、助けようとした結ゆい華かちゃんも川に落ちて」


    　息を切らした香か苗なえが事情を説明する。電話口では混乱していたのだろう、結華が単に転落したのとは事情が違うようだ。あらためてあたりを見回すと群衆の表情はどれも明るく、「よくやった」「えらいぞ」などといった声が飛んでいる。


    　香苗の話を整理すると、どうやら川遊びをしていた子供があやまって深みに転落したのを、結華が川に飛び込んで助けたらしい。そこで香苗は携帯で警察を呼び、輪りん玖くにも連絡をしてきたのだという。


    「どうしてここに？」


    「結華ちゃんと、ビンどうの様子を見に行こうって話になって……」


    「で、子供は？」


    「元気みたい」


    「そうか、よかった……あのテレビは？」


    「今日、上の広場でカブトムシ狩りのイベントがあったんだって」


    「かけっこ広場？」


    「うん」


    　香苗が頷うなずく。そのかけっこ広場の向こうで、かつての輪玖は木の枝の剣を持った勇ゆう者しやとなり、魔法使いの香苗を引き連れて冒険をした。あのとき、自分は香苗にとってヒーローだったのだろうか。


    　今、香苗の瞳ひとみの先には結華がいる。


    　カブトムシ狩りの取材で来ていた地元のテレビ局スタッフが、とんだスクープを拾った格好だ。テレビのライティングできらきらと照らされた結華は、ずぶ濡ぬれではあったが、新しいヒーローのように凜りんとして見えた。


    　マイクを向けられた結華は、いつもクラスの男子に振りまくあの笑顔で、にこやかに受け答えをしている。妹がこき下ろしていたシュシュがほどけて、湿ったロングヘアが頰ほおに張り付いていた。


    「兄様、兄様！」


    　茂みの中から妹が手招きをする。


    「どうしたんですか」


    「カメラ、嫌いなんです」


    「にゃー様らしくない」


    「だってバーチャルですから」


    「いつもの格好だったらわかりますけど、その制服なら目立ちませんよ」


    「でも嫌です。こっちに隠れていましょうよ」


    「俺おれは子供が溺おぼれた原因を知りたいんです」


    　そうなのだ。もしも水中のビンどうに気づいた子供が、それを取ろうとして溺れたのだとしたら、自然科学部の責任問題になるのではないだろうか。嫌な予感が背筋を這はい上がる。


    「そのときは俺が説明しないと」


    「大丈夫ですから、こっちに来てください。いつまでパンツちゃんに見とれてるんですか」


    　妹を無視した輪りん玖くは警官から事情を聞くことにした。追いすがった妹がその腕を引く。


    「なんですか」


    「お願い、ぎゅーってしてください」


    「そんな場合じゃないでしょう」


    「ううん、だめです。絶対命令です」


    「にゃー様はそんなこと……」


    「だめ！」


    　妹の声が笑っていなかったので、輪玖は足をとめた。


    「どうしたんですか、ぜんぜんにゃー様らしくないですよ？」


    「じゃあ、抱っこでもいいですから」


    「無理です」


    「私はここにいるんです、だから兄様も行かないでください。もう、どうして無視するんですか。お父様なら、ちゃんとわたしのお話聞いてくれるのに」


    「あの人はそんな優しくないですよ。いつも上うわの空そらだ」


    「兄様よりは優しいと思いますけど」


    　どうしてこんなに絡からんでくるのだろう。不安定な妹を持て余して、苦笑いが浮かぶ。さっきまでこき下ろしていた結ゆい華かが、ヒロインのように光を浴びているのが悔くやしいのだろうか。


    「そう思うのは勝手だけど、あの人はもう親おや父じをやめたんです」


    「兄様」


    　手が離れた。


    「わたしがここにいることを……」


    「それに厳密に言えば、俺だってもう兄じゃないから」


    　茂みの中で妹が俯うつむく。


    　しおらしくなった妹を置いて、輪玖は警官に声をかけた。こっちに気づいた結華が手を振ってよこす。少し疲れた顔をしているが、それでもスポットライトが彼女を輝かせていた。カメラを向けられた結華の姿は、くすんだ群衆の中に沈んでいた彼女とは別人のようだった。


    　警官から話を聞いたところ、事件のあらましは香か苗なえの説明とほぼ一致していた。


    　子供の水遊びとビンどうの関係はまだわからないようだ。警官は結華が個人的にビンどうを仕掛けたのだと思い込んでいたので、輪玖は学校名を名乗り、自然科学部の調査について簡単に説明をした。あんみつ先生が公園事務所に調査許可を取っていることも、忘れずに付け加える。


    「何かあったら、部長の僕が責任を取りますから」


    　そうして事情説明をしている最中に、ふと妹の言葉を思い出した。


    　──ここにいることを許可してくれますか？


    　茂みの中で聞いた言葉。いや、もっと前だ。輪りん玖くのベッドでごろごろと漫画を読みながら、ふいに洩もらした言葉だった。なぜそれが浮かんだのだろう。記憶に違和感を覚えたのはその直後だった。


    　妹は「ここにいること」と言ったのではない。「わたしがいることを許可してくれますか？」と言っていたのだ。


    　その言葉が、同時ににゃー様の言葉につながる。


    　──そのときは、一緒に消えちゃう？


    　りょーが、一緒に消えることを拒否したら、にゃー様はどうなるのだろう。


    　嫌な予感が輪玖を抱きすくめた。


    「香か苗なえ、あと頼んでいいか」


    「どうしたの」


    「妹がいない」


    　テレビの取材はまだかかりそうだ。輪玖は警官に住所と電話番号を告げて、急いで妹のあとを追った。坂道を下って、ハイキングコースの入り口を目指す。


    　輪玖が「いること」を許さなかったら、妹は存在そのものを消してしまうのではないだろうか。それは一足飛びの空想だったが、不思議と現実味を帯びていた。


    　ハイキングコースを抜けると、雨粒がアスファルトを叩たたいていた。鬱うつ蒼そうとした山さん道どうではわからなかったが、雨の勢いは驚くほど強くなっていた。輪玖の自転車は来たときのままの場所で、飛沫しぶきをまとっている。


    　追い抜いてしまったのだろうか。あるいは水路の中に。嫌な予感を押し込めるようにして、あたりを捜す。


    　いた。


    　輪玖はバス停の前で妹に追いついた。制服姿のまま、妹はずぶ濡ぬれでバスを待っていた。


    「バスが来ないんです」


    「大丈夫か、風邪引くぞ」


    「だって、バスが来ないんです」


    　雨音に泪なみだ声ごえが混じる。


    　肩を落とした妹の姿が、驚くほど小さく感じられた。


    「お前はにゃー様じゃないよ」


    「どうしてですか、りょーくん？」


    「にゃー様はもっと利り口こうだよ」


    　バス停の標識に向かって妹が俯うつむく。びしょ濡ぬれの前髪から垂れる雨水で表情はわからないが、肩が小刻みに震えていた。


    「一緒に帰ろう」


    「でも、パンツちゃんが」


    「俺おれがいなくても、あっちは大丈夫だよ」


    　自転車にまたがった輪りん玖くは、後部座席をタオルで拭ぬぐった。


    「ほら、お前はここだ」


    「ぎゅーってしてもいいですか？」


    「しないと落ちるだろ」


    　雨に打たれたペダルに足を乗せる。


    　おずおずと伸びてきた妹の手が輪玖の腹部を締め付けた。


    



    　どうして妹は、そんなにも樽たる人ひと氏を美化するのだろう。


    　ベッドから薄暗い天井を見上げ、輪玖は首をひねる。雨音はだいぶ弱くなった。震えの止まらなかった妹も、風呂でようやく一息つけただろう。


    　後席に妹を乗せた輪玖は、ずぶ濡れになって自転車を漕こいだ。ずぶ濡れになってしまえば、いっそ開き直れるというものだ。すぐに気分が高こう揚ようし、二人とも馬ば鹿かみたいにはしゃいで雨の中を走った。


    「お前、あの人のどこが好きなんだ？」


    　輪玖が水を向けると、妹がぽつぽつと樽人氏との思い出を語り始めた。あるいは昼の公園で彼女は同じことを話していたのかもしれないが、どれもが輪玖にとっては初耳のエピソードだった。


    　ゴールデンウィークの家族そろっての行こう楽らく、夏休みにアサガオを枯らしてしまい泣きついたこと、両親が手作りしたクリスマスケーキ。どこかの幸福な家庭の歳時記のような思い出は、妹が脳内で作り上げた幻まぼろしなのか、それとも輪玖が忘却をしているだけなのか、それすらも定かではなかった。


    　詳しくは話さないが、妹は母親を嫌っている。


    　確かに幼おさないころの輪玖は母親が好きだった。そして妹は当時から樽人氏を好きだったのだ。輪玖は母に、妹は樽人氏に、あのころはお互いに両親を分け合っていた。


    　なのに樽人氏は輪玖を選び、母親が選んだのは妹だった。


    　記憶の奥底から、離婚の日の情景が浮かび上がってきた。


    　輪玖はリビングの隅すみでその様子を見ていた。今は乱雑に物が置かれているダイニングテーブルも、当時は綺き麗れいに整せい頓とんされていた。埃ほこりひとつない綺麗なテーブルに向かい合って、樽たる人ひと氏と母親はどちらが誰を選ぶかの話で揉もめていたのだ。


    『いざとなったら、お母さんと一緒に行こうね』


    　指切りをしたときの母親の言葉は、まだ覚えている。


    　輪りん玖くは母親に懐なついていたし、学習塾にも送り迎えをしてもらっていた。だから当然、自分は母親についていくのだろうと思っていた。それなのに、なぜか輪玖は樽人氏のもとへ残されたのだ。


    　離婚のあとは、母親も樽人氏も再婚することなく今こん日にちに至っている。　


    　久しく忘れていた光景だ。記憶の中から抜け落ちていたのは、おそらく思い出したくない出来事だからだ。輪玖は目め頭がしらに指を当てた。家族の崩壊を思い出せば、涙があふれてくるのではないかと思ったが、枯れた涙るい腺せんはまるで反応を示さなかった。


    　あの日から、輪玖は母親の名前を忘れることにしたのだ。


    　立場は一緒のはずなのに、どうして妹は自分を捨てた樽人氏を褒ほめちぎるのか。今日一日の彼女を見る限り、この家に置いてほしいがためのお愛あい想そとはどうしても思えない。


    　薄暗い天井を見ているうちに妹の想おもいがますます見えなくなり、かわりに輪玖を選んだ樽人氏の気持ちが浮かび上がってきた。


    　樽人氏は基本的に子供には無関心だ。早く輪玖が独立して、独り暮らしになりたいと思っている。だから彼は、あえて自分に懐いていない輪玖を選んだのかもしれない。


    　携帯のアラームが鳴って、輪玖はまどろみから引き戻された。塾の時間だ。前日に用意の済ませてある塾バッグを肩にかけて廊下に出た。


    　階段の手前で、妹の部屋のドアをノックする。


    「いってきます」


    　なんと言えばいいのか悩んだ末に、とりあえずそう声をかけた。ドア越しにくぐもった妹の返事が聞こえたが、なんと言ったのかはわからなかった。


    　翌朝、寝不足の輪玖がリビングに降りると、妹は上機嫌で樽人氏のトーストを焼いていた。樽人氏はいつものように朝のテレビ番組を眺めながら、薬や缶かんで沸わかした紅茶を美う味まそうに飲んでいる。樽人氏のことは妹に任せて、輪玖は自分の朝食の支度にかかった。冷蔵庫にヨーグルトの買い置きがあるから、お手軽に済ませてしまおうとした。


    「お兄ちゃんのトーストも焼いてますよ」


    「俺おれの？」


    「はい、だってもう学校でしょ？」


    「うん……お前、学校は？」


    「自主休校です。はい、どうぞ」


    「……ありがとう」


    　山型パンのトーストに立ったままかじりついた。妹の厚意はありがたかったが、樽たる人ひと氏と顔を突き合わせて朝の団だん欒らんをするのには無理がある。


    「お、可愛いなこの子」


    　テレビを見ていた樽人氏が身を乗り出した。


    「輪りん玖くと同じ学校だろう」


    　朝のニュースの地方コーナーだった。見知った女性レポーターが、輪玖と同じ中学校の制服を着た女子にマイクを向けている。彼女の身体からだは、水にびっしょり濡ぬれていて、シュシュの落ちた黒髪が頰ほおにぴったりと張り付いていて──そこに映されていたのは昨日きのうと同じ光景だった。


    　画面の右上に『お手柄中学生』という見出しがポップな書体で躍っている。不思議と気まずさを覚えた輪玖は、急いで廊下に避難した。


    「あ、お兄ちゃん！」


    　声を上げた妹が輪玖を手招きする。肩をすくめて玄関に向かった。


    「あれ、輪玖だ。輪玖がいるぞ。ほら、見てみろ、おい輪玖！」


    「いってきます」


    　妙にはしゃいだ樽人氏の声を背中に受けて、輪玖は外に出た。


    　今日の教室は結ゆい華かの話題で持ちきりになるだろう。眩まぶしい陽ひ差ざしが昨日の雨に濡れたアスファルトを照らし、歩く前から汗が滲にじんだ。


    



    　結果から言うと、たった三日で結華は輪玖の手の届かない地点に行ってしまった。


    　人命救助の美談は、偶然居合わせた地元テレビ局によって朝のニュース番組の特ダネになり、学校にまでテレビの取材が来る騒ぎになった。


    　ビンどうを仕掛けたことについては全く問題にされず、落ちた子供の親からも結華にお礼があったと、輪玖はテレビを通して知った。


    　テレビ局が喜んだのは、お手柄の中学生が気の回るとびきりの美少女だったことだ。


    　取材の対応でも持ち前の華やかさを発揮した結華は、ネットの掲示板でも話題になっていた。特に救助直後の水に透すけた制服がエロいと評判になり、テレビ映像をキャプチャーした画像が、あちこちの掲示板に貼はられているのを輪玖は目撃していた。


    　それらはネットの片かた隅すみの出来事であり、決して全国を駆け巡るほどの話題性は持っていなかったが、地方の中学校においては充分すぎるほどの大事件だ。


    　取材をきっかけに、結華は一気に県内を代表する女子中学生に昇りつめた。


    　わざわざ結華を見るために一年生や三年生が教室の外をうろつくようになり、女子たちはこれまで以上に高く人ひと垣がきをめぐらせ、大切な結華をプロテクトしようとする。それはもう身近な偶像の『結華さん』ではなく、結華様と呼ぶのが当然と思えるほどの持ち上げようだった。


    　注目の中で精彩を取り戻した結華は前にも増して光り輝き、輪玖が張り合えるような相手ではなく、完全に別世界の人間になってしまったのだ。


    「兄様、残念でしたね」


    　妹はそんな言葉で輪りん玖くを刺激しようとするが、笑って受け流すくらいの余裕は輪玖にもあった。やはり結ゆい華かはスターなのだ。ここまでの落差を見せ付けられると、いっそ清すが々すがしくもあり、そんな結華の身近にいることが誇らしく思えてしまうほどだ。


    　喪そう失しつ感は確かにあったが、むしろ結華が元気を取り戻してくれたことを純粋に喜べる心境になっていた。


    　首に巻かれた鉢巻きの記憶は、輪玖だけのものだ。


    　輪玖だけが知っている彼女の危なっかしさを思えば、むしろ励ましてやりたくなる。輪玖にはもうにゃー様という絶対女王がいるのだから、結華を前にして変に気持ちが揺らぐこともなかった。


    　そうして結華の変へん貌ぼうを俯ふ瞰かんしてみると、思わぬ収穫を見つけることができた。結華の眩まぶしさにあてられたのか、香か苗なえを不登校に追い込んだ藪やぶ亮りよう一いちがすっかりおとなしくなったのだ。


    　結華のおかげでクラス全体に周囲の目が集まるようになったことも、好都合だった。輪玖が神経を尖とがらせていなくても、香苗がいじめられている様子もなかったし、クラス全体が結華を中心に落ち着きを取り戻したように感じられた。


    「おはよう、りんりん」


    　高みに到達したはずの結華だが、かえって自然科学部には頻ひん繁ぱんに顔を覗のぞかせるようになった。目標としていた白しら鷺さぎ高校への推薦がほぼ確定したことで、受験勉強に余裕が生まれたのだ。


    「桜さくら木ぎ川のレポート、結華ちゃんの名前も一緒に出さない？」


    「もちろん載せますよ、協力してもらってるし」


    「よかったぁ、お願いね」


    　このところ、あんみつ先生は上機嫌だ。


    　結華のおかげで湧ゆう水すい調査が軽くテレビで触れられたので、コンクールにおける注目度もぐんと跳ね上がるだろう。そのためには、レポートに結華の名前があったほうがいい。あんみつ先生の計算くらい、輪玖にも理解できる。


    「残りは生態調査だけね」


    「はい、前回仕掛けたビンどうが雨でいくつか流されてしまったので、夏休みに再トライしてみます」


    「水すい槽そうちゃんが待ちわびてるから、生態調査がんばってね。じゃあ生態以外のレポートの下書きができたら、チェックするから持ってきて。結華ちゃんもお願いね」


    「はい、わかりました」


    　あんみつ先生が準備室に籠こもっているあいだ、結華と香苗と三人でレポートの内容を検討した。調査内容はおおむね輪玖の予測どおりにまとまっていたが、発表の際にＰＣのパワーポイントを使うことや、そのデータの作成を結ゆい華かが引き受けることが決まり、結果的に結華の手間も増えることになった。


    「今忙いそがしいんでしょ、本当に良かったの？」


    「うん、部活やってるほうが楽しいから。りんりんありがとね」


    「俺おれは何も」


    「でもビンどうのこと、自分が責任取るって言ってたでしょ。ね、香カ苗ナちゃんカッコよかったよね」


    「うん……」


    　小さく頷うなずいた香か苗なえが頰ほおを染める。


    「結局は、結華さんのおかげで問題にならなかったんでしょ」


    「そんなことないよ。向こうの親がいい人だったから」


    　結論からすると、小学生が溺おぼれたのは網あみで魚を狙ねらっていたときのことで、ビンどうは無関係だった。それでも間まが悪ければ、矛ほこ先さきがこっちを向いてくるかもしれない。そんなピンチを結華フィーバーが吹き飛ばしてしまった格好だ。


    「りんりんのビンどうは、流されちゃったって？」


    「うん、あの雨じゃ無理だよ」


    「そっか、晴れてないと難しいね。今度また三人で行こうか？」


    「うん、そうね」


    「日程の調整しないとな」


    「できたら夏休み入ってすぐがいいな。香苗ちゃんは？」


    「私はいつでも大丈夫」


    「そうだな、俺も塾の合宿が始まる前がいいから……」


    「じゃあ決まり。部長、よろしく！」


    　結華が手を挙げると柑かん橘きつ系の化粧水が香る。いつの間にか三人の立ち位置も結華が中心になっていた。


    　結華は手の届かない場所に行ったことで、かえって身近な存在になった。不思議だ。今はもう彼女の笑顔に暗い影を見ることもない。


    　振り仰あおぐと、空が青かった。


    　ここしばらくの沈ちん鬱うつとした空気も、柑橘系の微風がどこかへ運び去ったように感じられる。しかも今夜は、にゃー様と長話をする約束だ。それを思うと、輪りん玖くの足取りも自然と軽かろやかなものになる。


    　背後で女子の声がした。下級生が結華を指差して何やらはしゃいでいる。


    「走ろっか？」


    　結華が香苗の手を握った。


    「う、うん……」


    「りんりんも」


    「了解」


    　結ゆい華かと手をつなぐと、ほんのり汗ばんだ手のひらの感触が伝わってきた。妹とも香か苗なえとも違う細い指先、しかしその握あく力りよくは力強い。


    「行こう」


    　そのまま駆け出した。


    　三人並んで手をつなぎ、桜さくら木ぎ川に下りる坂道を一気に駆け下りる。


    　柑かん橘きつ系の香りは輪りん玖くを包み、あっという間まに吹き飛ばされていった。たった五十メートルほど。時間にすれば十秒に満たない。けれどもこんな瞬間が、一生の思い出に残るのかもしれない。


    「あ、あ、危ないよ」


    　ひとりだけ足の遅い香苗が、引きずられるようについてくる。その手を強く握った結華は、先頭に立って風を切った。
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    [image: ]：りょー隊員、無事ですか？


    ──はい、にゃー様。


    [image: ]：後ろ、生存者は？


    ──確認できません、にゃー様。


    [image: ]：隊長です！


    ──すみません隊長！


    [image: ]：りょー隊員、寒いです。


    ──自分の手を握っていてください。


    [image: ]：だっこは無理ですか？


    ──ご命令とあれば。


    [image: ]：ならば、だっこです。


    ──了解。


    



    《テントの外には極ごつ寒かんの吹雪ふぶきが渦うず巻まいている。


    　現在気温は氷点下五十八度、第２８８次越えつ冬とう隊たいの生存者は二名を残すのみだ。


    　観測史上最悪のアクシデントだった。夜間強行軍で昭しよう和わ基地を目指す最中、雪崩なだれで倒壊した気象観測塔が雪上車を直撃したのだ。


    　奇跡的に難を逃のがれたにゃー様隊長とりょー隊員は緊急避難用のテントを棄すてて、現在は放ほう棄きされているマガラニカ基地にたどり着いたのだが……。》


    



    ──隊長、鍵かぎがかかっています！


    [image: ]：大丈夫です、勝手口が開いてました。


    ──勝手口？


    [image: ]：いいから早く。とにかく中で暖をとりましょう。


    ──まただっこですか？


    [image: ]：いいえ、それでは体力の回復が見込めません。今度は裸はだかでだっこです。


    ──了解。


    



    　服を脱ぎ捨てて、ベッドの上に丸めた布団を抱きしめる。


    　画面には、にゃー様と会話中のチャットウインドウと、インターネットブラウザで南極のページが開かれている。

  


  [image: ]


  
    　何か新しい展開に通じる情報は落ちていないかと、あちこちのページを開くうちににゃー様が騒ぎ始めた。


    



    [image: ]：くっそぉぉぉぉ、南極めえええ！


    ──隊長、しっかりしてください！


    [image: ]：もう許しません。こうしてくれる、ていっ、とうっ！


    ──た、隊長何を──？


    [image: ]：ふっふっふ、毛だらけにしてやったわ。


    ──南極を？


    [image: ]：もちろんです。これにて成せい敗ばい完了！


    



    　画像ファイルが送られてくる。


    　その場で展開すると、壁に貼はられた世界地図の南極が、黒マーカーで毛だらけにされた写真だった。


    



    ──気持ち悪いです、にゃー様。


    [image: ]：芸術なのに！


    ──自分は研究一筋でありますから。


    [image: ]：むー、ならば研究者らしい活躍をしなさい。


    ──了解、通信機がありました。


    [image: ]：通信機？


    ──はい、これで音声が回復するかもしれません。


    



    「隊長？」


    「おー、りょー隊員だー！」


    「寒くないですか？」


    「寒いです、あぅぅぅ……夜になってさらに冷え込んできたな南極め」


    「僕も寒いです」


    　エアコンは十九度の強風に設定してある。


    　風向きをベッドの方向に固定して裸はだかの上に直風を浴びると、七月なのに歯の根が合わなくなりそうだ。


    　ヘッドセットの向こうから聞こえてくるにゃー様の声も、こころなしか震えているように感じられる。


    「うぅぅ、りょー隊員とだっこしても寒いなんて……」


    「食料をゲットしないと凍こごえてしまいますね」


    「あった、食料！」


    「何がありました？」


    「ええとね……ちょっと待ってください」


    　がさがさという物音に混じって、金属の音が聞こえた。


    「缶詰ですか？」


    「うん、牛肉の大和やまと煮にだって」


    「コンビーフじゃなくて？」


    「大和煮です」


    　コンビーフならキッチンにストックがあるのだが、大和煮の缶詰なんて買ったことがない。輪り玖んくは時計を確認した。


    　午後十時三十分。この時間だと最も寄よりのコンビニまで自転車で五分かかる。


    「りょー隊員と一緒に食べられるかなぁ」


    「十五分待ってください」


    「りょーかいです。がんばれ、りょー隊員！」


    　急いで服を着た輪玖は、玄関を飛び出して自転車に飛び乗った。立ち漕こぎでコンビニまで五分間の全力疾しつ走そうをして、缶詰コーナーから大和煮を探し出す。


    「あった……でも高いな」


    　四百円もする缶詰だったが、品物がコンビニに置いてあったのは幸いだった。今も極ごつ寒かんのマガラニカ基地では、にゃー様隊長がりょー隊員の帰還を待ちわびているはずだ。


    「お待たせしました！」


    「無事の帰還、おめでたいです」


    「大和煮を開けましょう、隊長」


    　ベッドの上でプルタブを引き上げ、中の肉片を指でつまむ。


    「食器がないので手づかみになりますが」


    「構いません、でもあーんは絶対です」


    「はい、あーん」


    「あーん」


    　ヘッドセットで通話をしながら、同じ缶詰を食べる。


    　大和煮はやけに甘くて舌に残る味だったが、この寒さだと糖分がありがたく感じられる。


    「うー、もうなくなってしまいました」


    「まだ寒いですか？」


    「うん、だっこです……あれ」


    「どうしました、隊長？」


    「本当に寒いんですね、ほら、りょー隊員のおっぱい、硬くなってますよ」


    　いきなり、隊長が話の舵かじを大きく切ってきた。


    　しかし触られたのなら仕方がない。輪りん玖くは布団を抱きしめたまま、自分の乳ち首くびに触れる。


    「ね？」


    「は、はい……」


    「ふーむ、これはひょっとすると、この気象条件に肉体が適応しつつあるのかもしれません」


    「と、いいますと」


    「たとえば母乳が出るとか」


    「男なんですけど」


    「すごい進化を遂とげたのかもしれませんね、りょー隊員は」


    「隊長、寒さで頭が……」


    「うるさい！　隊長命令に従いなさい！　母乳が出るかどうか試してあげます」


    　反論の前に、舌の音が聞こえた。


    　食べかけの大和やまと煮にを慌あわてて机に避難させる。にゃー様が胸にキスをしたのだ。なしくずしにベッドに仰あお向むけになった輪玖は、口を尖とがらせる。


    「強引すぎますよ、にゃー様」


    「そんなことないですよ、ふふふ……ほら、どうなってる？」


    「確かに硬くなってますけど」


    「魅み惑わくのにゃー様隊長と、裸はだかだっこしてたんだから当然だよね、りょーくん？」


    「隊長、口調が……」


    「隊長だって女の子だもん。やっぱり母乳よりももっとお手軽な栄養補給にしちゃいますね」


    「た、隊長」


    「いただきまぁす……」


    　冷房を最強にした部屋で、寒さに震えながら輪玖は鳴き声をあげる。


    「にゃー」


    「ふふふ、にゃーぁ？」


    　一度目のにゃーで自じ慰いの始まり、二度目のにゃーは射しや精せいの合図だ。


    　ヘッドセットをしたままベッドの上で身をよじり、再びにゃーの声を告げるまで、輪玖はにゃー様の言いなりになる。


    　欲望が弾はじけると同時に、くしゃみが出た。


    　同時にヘッドセットの向こうでも、小さなくしゃみが聞こえる。輪玖とにゃー様は急いでエアコンを切り、室内に七月の暑気が入り込むのを待つことにした。


    「にゃー様、南極でえっちはしんどいです」


    「本当、予想以上でした。ならば次はお待ちかねの異能力プレイということで」


    「バトルですか？」


    「もちろんです、前半はバトルパートなので、りょーくんは自分の能力を考えてきてください」


    「にゃー様も？」


    「わたしはもう決めてありますよ」


    「どんな能力ですか」


    「それはね、りょーくんを操あやつる能力」


    「ずるいです、にゃー様」


    　結局それからも他愛たわいのない雑談をして、音声チャットは明け方まで続いた。


    　雑談の合間にもキスをしたり、互いの身体に触れたりしてばかりいたが、それはいつものように背はい徳とく的な駆け引きを楽しむチャットではなく、お互いに甘えたりイチャイチャしたりするだけの、緩ゆるやかな時間だった。


    「最近、普通にしてないから新鮮ですね」


    「仕方ありません、模も索さくしているんですから」


    「模索？」


    「うん、もっと別の刺激です。できれば、りょーくんの頭がぐちゃぐちゃになっちゃうようなこと」


    　にゃー様の言っていることはよくわかる。


    　これまでのように先せん鋭えい的な方向で突き詰めていった倒とう錯さくの交まじわりは、輪りん玖くがカナエになったあの夜で上じよう死し点てんに達してしまったのだ。


    　あとは同じことの繰り返し。


    　しかしそれを拒否した輪玖とにゃー様は、その先にあるかもしれない見知らぬ景色を求めて試し行こう錯さく誤ごを繰り返していた。


    　怪盗にゃー様を追う名探偵になったり、南極基地に取り残されてみたり、暴ばく露ろ型にゃー様ウイルスに感染したコンピューターになってみたり、倦けん怠たい期の夫婦のように手を出した数々のロールプレイは、どれも面白くはあったが、鮮せん烈れつなトラウマという壁を突き破ることはできなかった。


    　即そつ興きようの芝しば居いで、心の震えをつかむことはできない。


    　それはにゃー様も輪玖もよくわかっている。


    　それでも、初めのころと同じような気持ちでにゃー様との逢おう瀬せを続けたければ、何か別の道筋を見つけなければならないのだ。


    　いちゃつくだけの時間も楽しかったが、それでは世間でいうところのアダルトチャットと何も変わりがない。そこにいつまでも座していることは、にゃー様とりょーの関係が緩やかに滅ほろんでゆくことを意味していた。
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    「あれって、ゼルダが言い出したの？」


    「なんのこと」


    「復帰パーティーだよ、やるんだろ？」


    「復帰って、誰の？」


    「あの眼鏡めがねじゃねえの？」


    「知らねーって、そんな話どこで聞いたんだ」


    「掲示板に書いてあったぜ、なあ」


    　輪の中の男子が二、三人、頷うなずいてみせる。


    「掲示板なんてまだ動いてたの？」


    「最近ちょくちょく書き込まれてるよね」


    「暇ひまな奴やつがいるよな」


    「とにかく俺おれは知らねーから、つーかウザいし」


    「だよなあ、回ってきたらシカトするか」


    「でも結ゆい華かさんも参加するんだろ」


    「あ、それいいな」


    　復帰パーティーの話を初めて聞いたのは、夏休みを目前に控ひかえた七月十日だった。


    　香か苗なえが再登校してから二週間近くが過ぎている。学期末のこの時期に復帰祝いというのは明らかにタイミングがおかしく、香苗をだしにして結華を囲む会を開こうという魂こん胆たんが透すけて見える話だった。


    　動機は不純でも、結華の名前は魅力的だ。降って湧わいたパーティーの企画はあっという間まに広がり、一日でクラスの既き定てい事項のようになってしまった。


    「私、休んでもいいのかな」


    　目立つのが嫌いな香苗は、もちろん困惑している。


    「無理だと思うよ、香苗がいなくちゃ成立しないし」


    「そうだよね……」


    「けどさ、逆に考えれば、これでお前にちょっかい出す奴はいなくなるかも」


    　しばらく沈黙した香苗は、ちっとも嬉うれしくなさそうに「そっか、そうだね」と頷いた。この勢いで騒ぎが広がったら、香苗はまた冷房の部屋に籠こもってしまうかもしれない。いまさら内ない申しん点が欲しいわけではなかったが、せっかく穴あな倉ぐらから引きずり出した香か苗なえを、こんなことで逃がしてしまうのではたまらない。


    「……で、りんりんはどう思うの？」


    　放課後まで粘ねばった輪りん玖くは、ようやくギャラリーの引いた結ゆい華かをつかまえて復帰パーティーのことを相談した。結華が校門をくぐるまで、彼女の周囲には何らかの取り巻きがくっついているのだ。


    「ちょっとハードル高いと思う。上う手まく行けばいい方向に転がるかもしれないけど、リスクがでかいよ」


    「うん、わたしもそう思う」


    　結華に肯こう定ていされると、輪玖の精神は少しだけ高こう揚ようする。　


    「あいつらの目的は香苗じゃなくて結華さんだから」


    「うん、なんとなくわかってた」


    　いまさら謙けん遜そんをしない結華は輝いて見えた。香苗を口実にして彼女と遊びたがるクラスメートの気持ちも、今となっては理解できる。


    「中止させるにしたって、それで騒ぎになったら逆効果だし、どうしたらいいかと思ってさ」


    「難しいね……でも、なんとかできるかも」


    「結華さんが？」


    「うん、りんりんの頼みなら任せといて、まずは先生に相談かな？」


    　にっこり笑った結華が席を立つ。輪玖は目をしばたたかせた。


    　本当に身勝手なものだと思う。テレビ騒動があるまでは、彼女の存在自体がくすんで感じられたというのに、今は輪玖もクラスメート同様、彼女の輝きに引き寄せられている。あの事件をきっかけに、結華は生まれ変わったのだ。あるいはそれが彼女本来の姿なのかもしれない。


    　あんみつ先生から呼び出されたのは、週末を挟んだ月曜日だった。


    　いつものようにノックをして理科準備室に入ると、先生は口を尖とがらせて空からっぽの桜さくら木ぎ川水すい槽そうを眺めていた。


    「雨やまないねー」


    「梅つ雨ゆ明けしたはずなんですけどね」


    「このままじゃ夏休みになっちゃうね。でね、生態調査は私も行っていい？」


    「先生はダメです」


    「どうしてよぉ」


    「生徒だけですべてやったほうがアピールになるって言ったの、先生ですよ」


    「そうだけどぉ！」


    「次回の調査は香苗も結華さんも参加してくれるから、人手は足りてます」


    「はいはい、わかりました、わかりました」


    　さらに口を尖とがらせる先生をよそに、輪りん玖くは準備室の整せい頓とんに取り掛かった。だらしない大人の面倒をみるのには慣れている。プリント類と本をまとめていると、いつもほど散らかっていないことに気がついた。


    「今日はあんまり汚れてませんね」


    「香カ苗ナちゃんが片付けるの上じよう手ずだから」


    　部活がある日の片付けは香か苗なえがやってくれるのだが、確かに書籍関係は綺き麗れいにジャンルごとに整頓されていた。香苗らしいと思うのは、すべての本が五十音順に並べられているところだ。輪玖が片付けるときはそこまで細かく並べたりしない。


    　整理整頓に慣れているということは、あいつの父親も樽たる人ひと氏並みにズボラなのだろうか。


    「そうそう、香苗ちゃんの歓迎会だけど」


    「中止になりました？」


    「うーん、結ゆい華かちゃんからも中止にするように言われたんだけど、学年主任の宮みや園ぞの先生が賛成してるのよね」


    「生徒が勝手に企画してるだけですよ」


    「けど、香苗ちゃんの励みになるんじゃないかって乗り気なの」


    　予想以上に話が大きくなっているようだ。結華さんが中止の方向で働きかけてくれたとしても、職員室が賛成しているとなれば厄やつ介かいだ。


    「逆効果ですよ」


    「どうして？」


    「あいつ目立つの嫌いですから」


    「けれど、クラスのみんなと打ち解けるきっかけにならないかな？」


    　それは、輪玖が香苗を説得するときに使おうと思っていた理屈だった。けれど本人が嫌がっているので、とうとう切り出さずにしまいこんだものだ。


    「話が大きくなりすぎてません？」


    「そうなの、私もびっくりしてて。あと、これって結局結華ちゃんが仕切るみたいだから、先生からは声かけにくくて」


    「結華さんが？」


    「そうよ、自分でやるって言って……」


    　あんみつ先生が声をひそめたところで、ドアが乱暴に開かれた。


    「ごめんなさい、遅くなっちゃって」


    　体育着姿の結華さんが息を切らしている。


    「どうしたの、その格好」


    「陸上部の応援に来てくれって言われて、本当すみません」


    　近ごろの結華さんは、こんな調子で放課後も引っ張りだこだ。生徒が呼ぶのではなく、顧こ問もんの先生に頼まれるのだから、彼女としても断りにくいのだろう。


    「それより結ゆい華かさん、香か苗なえの歓迎会を仕切るって話」


    「それでいいのよね？」


    「あ、はい、大丈夫です。りんりんちょっと来て」


    　結華さんに腕を取られて理科準備室から連れ出された。下校する生徒たちが体育着の結華に好奇の視線を向けてくる。輪りん玖くは彼女に手を引かれたまま、人目のない一階の女子トイレに連れ込まれた。


    「ちょっと、ここって？」


    「ごめん、とにかく理由を聞いて」


    「うん……ダメだったんでしょ」


    「そうなの、職員室でもう話が広がってて」


    「それはあんみつ先生から聞いてる、でも結華さんが仕切るって？」


    「そう、だからいっそわたしがやればどうかなって思ったの」


    「香苗を晒さらし者にしないようにするってこと？」


    「うん……もう、それしかないよ」


    　間近に迫った結華が、輪玖の目をじっと見る。どうせ会が開かれるのなら、結華自身がそれを仕切ることで内容をコントロールしようというのだ。せめて自分が中心になることで、香苗が悪目立ちしないように配慮するつもりなのだろう。


    「結華さんはそれでいいの」


    「もちろん、本当は中止にできたらよかったんだけど」


    「そんなのいいよ、俺おれにできることなら手伝わせて」


    「ありがとう、でもりんりんが一緒だとかえって香苗ちゃんが目立っちゃうから」


    　結華の指摘はもっともだ。とはいえ彼女に全部押し付けるだけでは、いくらなんでも申し訳がない。


    「いいから任せて、香カ苗ナちゃんが目立たないようにうまくやってみる」


    「ありがとう、あ、それから藪やぶには気をつけて」


    「今なら平気だと思う。わたしスター取ってるから」


    　ゲームの無敵モードに喩たとえて結華が笑う。確かに、今の結華に面と向かって逆らおうとする奴やつなど、クラスのどこにもいないだろう。


    「せっかくだから、パワー落ちる前に使っておかないともったいないもんね」


    「落とすつもりないでしょ？」


    「実力じゃないから、いつどうなるかわからないよ」


    　華やかな注目を集めていても、結華はやっぱり結華だった。雰囲気でチヤホヤされるのは彼女の望むところではない。だから結華は勉強に打ち込んで、学年トップをキープし続けているのだ。時としてその執しゆう着ちやくは歪ゆがんで見えたが、今は純粋に頭が下がる。


    「それに……」


    　きらきらとした笑顔を浮かべたまま、結ゆい華かは頭の鉢巻きをほどいて輪りん玖くの首にかけた。


    「わたしは、ぜんぜん変わってないから」


    　キュッと締められて息が詰まった。結華は今、輪玖にしか見せたことのない顔を見せている。それが不思議と誇らしく、喉のどの苦しさを和やわらげた。


    



    　七月十三日、噂うわさ話ばなしからわずか三日で開かれたパーティーは大盛況となった。


    　香か苗なえの登校を祝う会でも、香苗の復帰歓迎会でもなく、それはただのパーティーとして開かれた。黒板に『香苗ちゃんおかえりなさい』と書くのも、結華が香苗に花束を渡す案もすべて結華がやんわりと却きやつ下かしたので、ついには名称もただの『パーティー』で良いのではないかということで落ち着いたのだ。


    　放課後、先生の許可を得て堂々と飲食物を持ち込み、女子がテープや折り紙で飾りつけをする。クラス外の人間は参加条件から省はぶいたので、パーティーの参加者も三十人程度に収まった。学級会のように向かい合わせにした机の、黒板側の中央に結華が座り、その左右に香苗と輪玖がそれぞれ座る。奇くしくもそれは、一緒に手をつないで坂道を下ったときと同じ並びだった。


    　きっとこの席順にも結華の意思が働いているはずだ。香苗が目立つ場所になってしまったが、変に隅すみで孤立するよりも結華の近くにいたほうが良いという彼女なりの配慮だろう。


    　当初は予定されていた『香苗から一言』も却下になったので、かわりに結華が開会の挨あい拶さつをすることになった。


    　ジュースのプラスチックカップを手に、結華が型どおりの挨拶をする。香苗が学校に戻ったことにもあっさりと触れ、まばらな拍手が起こった。


    「てなわけで、クラスみんなで仲良くやりましょう。二組サイコー！」


    「二組サイコー！」


    　結華の乾杯にみんなの声が重なり、あとは喧けん騒そうの渦うずだった。


    　香苗を目立たせないという結華の作戦は見事に成功したようだ。パーティーが始まると、誰も香苗のことなど見向きもしなかった。いつもの休み時間と変わらない、混こん沌とんとした時事ネタの羅ら列れつと、何よりもクラスの生んだヒロインの結華が話題の中心だった。


    　普段はテレビのことなど遠慮して聞かない男子たちも結華の周りに集まり、分厚い人ひと垣がきが自然とできあがる。それはほとんど、結華オンステージと言ってよかった。


    　男子に押された香苗が席を立つと、別の女子が結華の隣の特等席に陣取った。香苗はトイレから戻ってくると、教室の隅に自分の席を確保して、少しほっとした顔で結華のほうを眺めている。


    　結華は身を挺ていして香苗を守った。


    　いや、果たしてそうだろうか。


    　賑にぎやかなパーティーの教室で、結ゆい華かと香か苗なえ、ふたりの女子の差が浮き彫りになっている。


    　香苗を目立たせないことには成功したかもしれないが、それはかえって彼女の孤立した姿を浮き彫りにするだけのことだった。ならばいったい、これは何のためのパーティーなのだろうか。


    　教室の隅すみで香苗は空を眺めている。


    　彼女だけが、クラスメートとして扱われていなかった。


    　待てよ、今日の主役は香苗なんだぜ。そう声を上げたくなったが、もちろんそんな露ろ骨こつな真似はできない。自分の保身が問題なのではない、この場を乱すことで香苗が悪目立ちをしてしまうからだ。


    「あれ、香苗どこだ？」


    　だから輪りん玖くはそう言った。


    　香苗の居場所に気づいてくれという声を、せめて結華には届けたかった。


    「香苗どこ行ったか知らない？」


    　何気なさを装よそおった声は、結華を囲んだ分厚い喧けん騒そうにかき消されてしまう。


    　だから何度も言った。


    「二組サイコー！」
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    　乾杯の歓声に飲み込まれ、誰の注意も引かない言葉を五分置きに。


    「香か苗なえどこ行った？」
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    　金曜の放課後、輪りん玖くは香苗の家を訪ねることにした。


    　家が離れているわけではない、桜さくら坂ざかをまっすぐ下るだけだ。その気になれば五分で到着する距離を歩きながら、輪玖はいつになく緊張を覚えていた。


    　やはりパーティーを開くべきではなかったのだ。


    　あの日を境に、香苗の表情が少しだけ変わった。自然な笑顔を見せる回数が減り、どこか諦あきらめたような笑みが取って代わるようになった。


    　無理もない。大勢の前で晒さらし者にはならずに済んだものの、自分がクラスにとって不要な人間であることを突きつけられたのだ。


    　宮きゆう殿でんのパーティーチャットにもそういう人がたまにいる。


    　場違いな発言を繰り返す参加者は、次第に常連からレスをもらえなくなり、彼の発言だけがログの流れの異い物ぶつとなって浮かんでしまうのだ。退室をしても挨あい拶さつをもらえず、存在そのものがないもののように扱われる。


    　けれどにゃー様は、そんな人にも均等に声をかけていた。輪玖が香苗の家を訪ねようと思い立ったのは、そんなにゃー様を見ていたせいかもしれない。


    　それとは別に、不ふ穏おんな気配を感じていたこともある。


    　パーティーの翌日に聞いた噂うわさ話ばなしだ。ネットにあるクラスの掲示板に、パーティーで香苗を無視しようという話が書き込まれていたというのだ。その意見には賛同者も多く、結果として香苗は誰からも相手にされなかった。休み時間に携帯電話からアクセスして掲示板の確認をしてみたが、昨日きのうのログはすべて流れていた。


    　藪やぶの奴やつだ──！


    　確証はないが、輪玖はそう決めつけた。


    　桜坂を下りながら、輪玖は靴の底が磨すり減るのも構わずに、何度もアスファルトを蹴けりつけた。


    「どうしたの、リンくん？」


    　香苗は思ったよりも元気だった。


    　ドアを開けて目を丸くした香か苗なえは、すぐに昔と変わらない笑顔になった。様子を見に立ち寄っただけで嬉うれしそうにされると、輪りん玖くはかえって後ろめたい気持ちに駆られてしまう。


    　突然の来訪に驚いた香苗は、慌あわてて部屋を片付けに戻り、輪玖を十分ほど玄関に足止めした。


    「ごめん、待たせちゃった」


    　慌てて片付けたというわりに綺き麗れいな香苗の部屋で、テーブル越しに久しぶりに彼女と向き合う。


    「お茶、いれてくるから」


    「いいよべつに」


    「ううん、待ってて」


    　そそくさと香苗が席を立つ。


    　部屋の中を見渡すと、以前とは少しばかり様子が違っているようだった。


    　本ばかりが並んでいた本棚には、飾りになるような小物が置かれている。間接照明が部屋の隅すみを照らし、その手前に観葉植物の鉢が置かれていた。


    　もともと外出をしない奴やつだ。香苗は部屋の中にいながら、自分の世界を変えようとしているのかもしれなかった。


    　香苗はまだ戻ってこない。


    　腰を上げた輪玖は、様さま変がわりしつつある部屋のあちこちを眺めて回った。新しく増えた小物は可愛らしいものばかりでなく、昆こん虫ちゆう標本やホラー映画のキャラクターフィギュアなんかも置いてある。香苗にこんな趣味があるとは思わなかった。


    　奇妙なものはそれだけではない。本棚に差し込まれた灰色の箱を手に取ると、それは布のかわりに菓子のラムネをビーズのように編み合わせた、外国製のセクシービキニだった。


    　いったい何を思えばこれを買う気になるのだろう。大人向けのジョークグッズを手に首をかしげているところへ、香苗が紅茶を運んできた。


    「きゃ！」


    　輪玖が手にしたラムネビキニの箱を見て、短い悲鳴が上がる。


    「な、何見てるの？」


    「本かと思って。なんなのこれ？」


    「ち、ちょっとした好奇心」


    　ラムネのビキニを突きつけられて香苗の顔が真っ赤かに染まる。それ以上追及することもできずに、そのまま箱を本棚に戻した。


    　わかりやすい性格をしているように見えて、香苗の頭の中も案外と謎なぞが多い。思えばこの部屋でにゃー様の宮きゆう殿でんへの道が開いたのだ。


    　香苗がにゃー様なのだろうか。


    　それともラムネビキニを購入したのと同じで、好奇心からにゃー様に成りすまそうとしていたのだろうか。


    「着るの？」


    「そ、そんなことしないよ。美お味いしいかなって思って」


    　見るからに不ま味ずそうな極ごく彩さい色しきのパッケージを思い出しながら、あらためて部屋のあちこちに視線を泳がせる。洋服簞だん笥すの隣で、壁のほうを向けられたカラーボックスが目に留まった。


    「この中って何？」


    「あ、ぬいぐるみとか、いろいろ」


    「なんで壁のほうを向いてるの？」


    「散らかってるから、今動かしたの」


    「見てもいい？」


    　迷った末に香か苗なえが頷うなずく。


    　カラーボックスの向きを変えると、クレーンゲームの景品らしい大小のぬいぐるみにまぎれて、どこかで見たことのある黒い帽子が置かれていた。


    　──にゃー様の帽子だ。


    　鼓こ動どうが速くなった。妹がかぶっていた帽子に間違いない。


    　帽子を取ると、その下には香苗の言葉どおりにぬいぐるみが何体か押し込まれていた。


    「妹の？」


    「違うよ、買ったの」


    「どこで？」


    「ネットの通販。こないだ偶然見つけたから、ちょっと買ってみようかなって」


    　妹の帽子は既製品だったのだ。


    　そう思うと少しだけ輪りん玖くは気持ちが軽くなった。結ゆい華かの香水も、にゃー様の帽子も、どこかで量産されたもので、結局はイミテーションなのだ。


    　だから、妹はにゃー様ではない。


    　勝手にそう断じた輪玖は、帽子のつばに寝そべった胴長の猫とにらめっこをする。


    「これも好奇心？」


    「うん……似合うかなと思って」


    　たとえ似合ったとして、これをかぶってどこに行こうというのだろう。


    「見せて」


    「でも、まだかぶったことなくて……」


    「いいから、似合うかもしれないじゃん」


    　こんな無駄なものに金を使う香苗の心境がわからない。輪玖が帽子を差し出すと、香苗はもじもじしながらも、帽子をかぶってみせた。


    「ど、どう？」


    「あ、ああ……まあまあ、かな」


    　帽子を着けた香か苗なえを見て、輪りん玖くは言葉を失った。


    　黒髪のショートを留めたリボンに、シルバーフレームの眼鏡めがね。決して似合っていないわけではない。だが、にゃー様の帽子をかぶった香苗の姿は、まるで本物のカナエを見ているようで、輪玖は額ひたいの汗を拭ぬぐった。


    「いや、けっこう似合ってるかも」


    「そ、そうかな……」


    　帽子のつばで顔を隠した香苗が、もじもじと靴くつ下したの指先を交差させる。


    「こういうの買って、怒られたりしないの？」


    「うん、お母さんは何も言わないよ。それにお父さんは私のこと嫌いだから」


    「嫌いってことはないだろ？」


    「ううん、言ってたの。俺おれは鏡なんだって。鏡だから、自分を好きになる人はこっちも好きになるし、自分を嫌う奴やつは嫌いなんだって」


    　つまりそれは、香苗が相手を嫌っていることの告白だった。


    　父親を呪のろう言葉を聞くと、とたんに香苗が同志のように思えてくる。なのに輪玖は妙にモラリストめいた気持ちになり、香苗に何か忠告をしなくてはいけない気がしてくるのだ。


    「勉強見てやるから、また明日あした来いよ」


    　余計な説教をするかわりに、輪玖は香苗を誘うことにした。


    　香苗に下心を抱いだいているわけではない。パーティーでフォローをしてやれなかったことに対する、せめてもの罪つみ滅ほろぼしのつもりだった。


    「でも、妹さんは？」


    「土曜は出かけるって。午前中でなければ平気だから」


    　どうせ、樽たる人ひと氏とデートをするのだろう。


    　妹は輪玖の前に姿を現したときから、樽人氏とこそこそ外食に繰り出したりしている。いっそのこと近きん親しん相そう姦かんでも何でもしてしまえと、輪玖は心の中で毒づいた。


    　結ゆい華かが人命救助をした先週の水曜から、妹は輪玖に干かん渉しようするのをやめて、樽人氏にべったりになっていた。


    「ケーキとか要いらないからな。ドリルとノートだけでいいから」


    「うん、じゃあ行くね」


    　にゃー様の帽子を脱いで香苗が笑う。


    　含むところのない笑顔を向けられて輪玖は胸を撫なで下ろした。二人きりで会うのなら、香苗はいつものように笑えるのだ。


    　視線を外すと空調のリモコンが見えた。温度設定は二十八度。標準室温の部屋で、香苗は静かに輪玖を見つめている。


    　歓迎会のことは、輪りん玖くが気を回しすぎただけなのだろうか。


    　カーテンの向こうから、七月の太陽がフローリングの床に眩まぶしい木こ漏もれ日の模様を描えがいていた。
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    　前日の約束どおり、香か苗なえは十二時きっかりに桜さくら坂ざかを上ってきた。


    　クラスの掲示板を監視したり、にゃー様の宮きゆう殿でんの様子を見たりと、あまり健全とはいえない時間を過ごしていた輪玖は、坂の向こうに香苗の姿を見つけて少し気持ちが楽になるのを覚えた。


    　掲示板に香苗を中ちゆう傷しようするような書き込みはなかったし、宮殿では草食さんがカナエを待ちぼうけしているだけだった。ノートパソコンの電源を切った輪玖は、絨じゆう毯たんにコロコロをかけてから勉強用の座卓を引っ張り出した。


    「わぁ、涼しい」


    「夏に桜坂はキツいよな」


    「うん、もう汗びっしょり」


    　クーラーの冷気に香苗が息を弾はずませる。


    「次の湧ゆう水すい調査はもっと暑くなるだろうから、覚悟しておけよ」


    「また帽子かぶってくから平気」


    「妹の帽子はやめとけよ、夏に黒は自殺行為だから」


    　おかしそうに香苗が笑う。生き真ま面じ目めな彼女は、すぐに数学のドリルとノートを開いて勉強の準備を整えた。


    　香苗が不登校を続けていた分の勉強は、自主学習であらかた取り戻していると言っていい。もともと頭の悪い奴やつではないので、あれこれ細かく教えなくても、だいたい理解できるのだ。


    　反復学習と称して、適当に過去の問題をおさらいしてから、残った時間はもっぱら雑談に費ついやすことにした。


    　近ごろ、輪玖は妙に香苗のことが気になっている。


    　自分なんかをどうして好きなのか、にゃー様の宮殿にどうして立ち入っていたのか、結ゆい華かとは本当に仲がいいのか、手をつないで通学することをどんなふうに考えているのか。


    　一方的に推すい量りようすれば香苗のことなどすべて理解できた気になれるが、香苗というのはこれで侮あなどれない相手だった。果たして、真実の香か苗なえは想像の範囲に収まる程度の存在なのだろうか。にゃー様のような超越した何かではないが、香苗の感性は、ときおり輪りん玖くの想像を大きく飛び越えることがある。


    「塾は行かないの？」


    「お金ないんだって」


    「お前んち、けっこう金持ちじゃなかった？」


    「お父さんが浮気したから」


    　シャープペンシルを走らせながら、香苗は家族の一いち大だい事じをさらっと口にした。ぎょっとした輪玖をよそに、おさらいの連立方程式を熱心に解いている。


    「それって慰い謝しや料とか手切れ金みたいなやつ？」


    「わからないけど、子供ができたんだって。それに貯金もお父さんが管理してるから」


    「香苗の弟か」


    「名前も、住んでる場所もわからないけどね。だから節約するんだって」


    　樽たる人ひと氏が同じことをしたら、どんな気持ちになるだろう。遠まわしにネットのことを探るつもりが、香苗のプライベートに土足で踏み込んでしまった。


    「……ごめん」


    「ううん、平気。家のこととかそんな気にしてないから」


    「ずっと家にいるのに」


    「部屋と外は違うもん。それにネットはつながってるから平気だし」


    「バイトとかやってんの？」


    「外、あんまり行かないから」


    「ネットでバイトできるじゃん」


    「それってＨなやつでしょ。しないよ、捕まるもん」


    「捕まらなかったらするのかよ」


    「え？　あ、ううん……しないと思う」


    　輪玖の知っている香苗は、いつだってそうやって墓ぼ穴けつを掘っては赤面している。


    　もじもじと俯うつむく幼おさな馴な染じみの姿は見慣れたもので、不思議と輪玖の気持ちを落ち着かせる。にゃー様も、結ゆい華かも、妹も、輪玖の周囲にいる女子はみんなしたたかで、何枚もの仮面をかぶっている。恥ずかしそうに素顔を晒さらしているのは香苗くらいのものだ。


    　妹は樽人氏と外食をすると言って、いかにも中年の好みそうな白いブラウスを着て出て行った。自転車で輪玖にしがみついてきた妹と、樽人氏に擦すり寄る妹は、まるで別の存在だ。


    　香苗を勉強に誘ったのは、単純に罪つみ滅ほろぼしをしたかったからではないのかもしれない。この数日、クラスの掲示板や草食さんのアプローチで消しよう耗もうしていた輪玖にとって、気の置けない香苗は、ちょうど居い心ごこ地ちのいい相手でもあったのだ。


    　それがラムネのビキニなんかを買っているのだから、よくわからない。


    「あの水着、どこで買ったの？」


    「ネットの通販」


    「節約してるって言ってたけど、お前小遣い多いんじゃない」


    「わかんない、でも習い事してないから」


    　塾費になるはずの金が、あんな得え体たいの知れないグッズに化けるかと思うと、あきれてものが言えなかった。いったいあの水着が何の役に立つというのだろう。


    「こんど着けてみせてよ」


    「リンくんの前で？」


    「着ないともったいないだろ」


    「う、うん……でも」


    　着ることもできない水着に散財する感覚が、輪りん玖くにはまるで理解ができない。そもそも香か苗なえという奴やつは……。


    「お前、将来は何になりたいの？」


    「……言うの？」


    　てっきり『わからない』が返ってくるのかと思って油断していた輪玖は、少し身構えた。


    「言うとまずいこと？」


    「笑われそうだから」


    「笑わない」


    「約束してくれる？」


    　もちろん、と答えると、香苗は少し黙った。ドリルの問題をノートに書き写すシャープペンシルの音だけが、サラサラと耳をくすぐる。


    「女王様」


    「なんて？」


    「女王様になりたい」


    　くらっと目の前が揺れた気がした。呼吸を整えて聞いてみる。


    「それって、風俗とかそういうこと？」


    「まさか、そんなのじゃないよ」


    　先を聞きたくてたまらない輪玖をじらすように、シャープペンシルの走る音が聞こえる。


    　にゃー様との会話を思い出しながら、香苗を操あやつる言葉を探した。にゃー様に調教された輪玖が、これから幼おさな馴な染じみの香苗を追い込んでゆくのだ。


    　ノートパソコンの履り歴れきを見た限り、香苗が宮きゆう殿でんに出入りしていることは間違いない。成りすましのにゃー様が香苗だったとして、それとは別に宮殿での名前を持っているのだろうか。だとすれば、いったい香苗の正体はあの宮殿の中の誰だろう。


    「草食……」


    「え？」


    「いや……女王様ってのは、草食系の彼氏でも作って顎あごで使うみたいな？」


    　ついこぼれた言葉を慌あわてて取り繕つくろった。


    　香か苗なえの正体を草食さんだなどと空想したのは、カナエという名前の女王様に入れ込む臣しん民みんのイメージが、目の前の彼女にぴたりとはまったせいだ。もしも香苗が草食さんだとしたら、彼女はカナエにいったい何を見ているのだろう。


    　連想の遊ゆう戯ぎを途中で打ち切った輪りん玖くは、あらためて目の前の幼おさな馴な染じみを窺うかがう。


    「そんなことできたら凄すごいけど」


    「じゃあ、何？」


    「漫画でも小説でも、なんでもいいの。私と同じ名前の女の子が、いろんな人に言うことを聞かせるような、そんなお話を作ってみたいなって」


    「それって職業的にはエロ漫画家とか、そういうやつじゃない？」


    「わかんない……」


    　具体的な将来のビジョンはなく、ただ、そういう欲求だけが存在しているのだろうか。輪玖には想像しにくい精神構造だが、彼女がにゃー様に成りすましているのだとすれば、その動機はここなのだろうと思った。


    「絵とか描かくの？」


    「でも、下へ手ただから」


    　描くのは嫌いじゃないということだ。ポンさんの名前が脳のう裏りに浮かぶ。


    「じゃあ、俺おれを描いてよ」


    「無理だよ、下手だもん」


    「いいじゃん」


    「本当に無理」


    　自分のノートの白いページを開いて、香苗の前に差し出してみる。


    「……リンくんって強引」


    　不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていでノートを引き寄せた香苗は、罫けい線せんの並んだ白い紙を前にして困ったように俯うつむいた。


    「絶対に誰にも見せないなら」


    「ああ」


    　輪玖が頷うなずくと、香苗は観かん念ねんしたように絵を描きはじめた。ノートに這はい蹲つくばるようにして、紙にくっつくくらい顔を寄せてシャープペンシルを走らせる。


    　ノートに描えがき出されたのは、ヘタウマの少女漫画みたいな絵柄で眼鏡めがねをかけた少年の顔だった。ポンさんを容疑から外しながら、輪玖は言葉の続きを考える。香苗はどんな会話で乗ってくるだろう、彼女が心の鍵かぎを外しそうな話題はなんだろう。


    「似てるじゃん」


    「でも下へ手ただよ」


    「でも雰囲気はつかめてると思う……」


    　追つい従しようの言葉が口をついた。香か苗なえを支配すると言いながら、それは香苗に従じゆう属ぞくするような思考の流れだった。にゃー様は言っていた、望むものを与えたら殴り放題だと。香苗を殴おう打だするには、もっと彼女の望むものを知る必要があるのだろう。果たして自分にそんなことができるだろうか。


    　ノートの隅すみに描えがかれた輪りん玖くが、にこにこ顔でこっちを見ている。口は笑っているが、眉まゆは下がっていた。


    「なんで困った感じになってるの」


    「なんとなく、今のリンくん見てたら」


    「わからないな」


    　ふと、ひらめいた。


    「この表情させるなら、この絵に首輪付けてみろよ」


    「え？」


    「似合うと思うけど」


    　結ゆい華かに巻かれた鉢巻きの感触が首筋で疼うずく。香苗は「わかった」と下を向いたが、シャープペンシルの先が震えているのがわかった。


    「手、震えてるじゃん」


    「ご、ごめんね……ちょっと寒くて」


    　額ひたいに汗を浮かべながら、そんなことを言う。


    　輪玖が香苗に手を添えると、「あっ」と湿った声が洩もれた。


    　そのまま、香苗の手の動くのに合わせて、ノートの輪玖に首輪をかける。絵の中の話だというのに、輪玖の鼓こ動どうは速くなった。視線を走らせると、香苗は息まで荒くしている。


    「興奮した？」


    「な、なんで」


    「だって、顔赤いぜ」


    「ごめんね……ちょっと暑いんだと思う」


    　香苗の表情を見ているうちに、先日のバスの中での情事が蘇よみがえってきた。情事というほどのことではない、単なる悪ふざけで香苗の口の中に指を入れただけだ。けれど、その情景を思い出した輪玖は欲情している。


    「香苗も、男子に興味あるんだ」


    「そんなこと」


    　指先で耳たぶをつまむと、それだけで香か苗なえの身体が震えた。バスの中の再現だ。唾つばを飲む。けれど、これはにゃー様のやり方じゃない。輪りん玖くは手を引っ込めて、香苗を降参させる言葉を探した。


    「り……リンくんも女の子に興味あるんだ」


    「なんで？」


    「どうして、指……バスのとき、あんなことしたの？」


    　声を震えさせて香苗が聞いてくる。


    「好奇心」


    「……なんの？」


    　行為そのものへの、それとも香苗への？　その問いかけに一瞬答えを迷った。


    「テレビでそんなのを見たんだよ、ドラマかなんかで」


    　迷ったあげく、輪玖は噓うそをついた。ドラマの好きな香苗に見抜かれてはいないだろうか。バランスを崩しているのを自覚した輪玖は、さらに言葉を重ねてゆく。


    「香苗だって言いなりだったじゃないか」


    「…………」


    　返事がないことで、輪玖はさらに言葉を探して上うわ塗ぬりを重ねる。


    「今だって、結局俺おれの絵描かいてくれたし、お前って……」


    　香苗に究きゆう極きよくの選択を突きつけてやるのだ。にゃー様はいつだって輪玖にそうやってきた。そうして困っている輪玖を操縦してきた。


    「香苗、俺が脱げって言ったら裸はだかになるか？」


    「うん」


    　即答された。驚いて顔を上げると、香苗が正面から輪玖を見ていた。


    　ここでごまかしたら、輪玖が逃げたことになってしまう。香苗を攻撃したつもりが、なぜか輪玖が追い詰められていた。


    「……じゃあ、脱げよ」


    「見たいの？」


    「好奇心」


    「……なんの？」


    　二度目だ。口の中が乾いてきた。


    「香苗がどんな奴やつか知りたいって理由じゃ、駄目か」


    「ううん、わかった」


    　香苗は立ち上がると、白いブラウスのボタンを外しはじめた。輪玖は香苗のシャープペンシルを握ったまま、その様子に目を奪われていた。おそらく、さっきの香苗以上に手が震えているはずだ。


    　ブラウスのボタンを外した香か苗なえは、輪りん玖くに背中を向けてスカートのホックを下ろす。すとんと布が落ちて、ブラウスの裾すそから香苗の太ももが覗のぞいた。


    「リンくんは脱がないの？」


    「俺おれは……」


    　香苗も見たいのか？　そう聞くのは、往おう生じよう際ぎわが悪いようで躊躇ためらわれた。


    「脱ぐよ」


    　条件は対等にしなくてはいけない。そうルールを決めた輪玖は、自分も立ち上がってＴシャツを脱ぎ捨てた。冷房の風が肌を撫なでたとたんに、輪玖は我われに返った。


    　いったい、何をしているのだろう。


    　このまま香苗を抱き寄せたら、セックスをすることになる。確証はなかったが、それは間違いない気がした。


    「香苗！」


    「な、何？」


    　怯おびえたような声が返ってきて、輪玖はほっとした。


    「布団に入ろう」


    「り、リンくん……？」


    「変な意味じゃなくて、やっぱりモロっていうのはまずいし」


    「え？」


    「だって、駄目じゃん、乳ち首くびとか性器とか駄目なんだって」


    「二人でも？」


    「そうなんだろ」


    　にゃー様とのチャットとは違った答えを出して、輪玖はブラウスの香苗にタオルケットをかぶせた。


    「そのままベッドに乗って脱げよ」


    「それじゃあ、見えないよ」


    「別に見たくて言ったんじゃないし」


    　タオルケットを巻いた香苗は、きょとんとした顔をしている。


    「べ、別にビビってるんじゃないからな」


    　輪玖は余計なことを言って、ハーフパンツを下ろした。トランクス一枚になった輪玖を見た香苗が目を塞ふさぐ。


    「それ、指に隙すき間まのあるやつ？」


    「ち、違うよ……だったら、リンくんも隠して」


    「なんだよ、照れてんの？」


    「うん……リンくんだけ脱ぐのは恥ずかしい」


    　よくわからない理屈で、香か苗なえがタオルケットに顔を沈める。


    「わかったよ、じゃあ俺おれも入るから」


    　ベッドに香苗を乗せた輪りん玖くは、一緒のタオルケットを身体に巻きつけた。お互い、首までかぶってから、香苗と肌が触れないように距離を置いてトランクスを下げる。


    「ぬ、脱いだ……？」


    「ああ、これくらいなんてことないし」


    　証拠のトランクスをタオルケットの上に載せると、香苗ももぞもぞと衣きぬ擦ずれの音をさせはじめる。


    「じゃあ、これであいこ」


    　ブラウスとジュニアブラ、それから丸まった白いショーツを香苗が胸の上に載せる。輪玖と香苗は、全ぜん裸らの身体を並べて天井を見上げた。


    「どうしたらいいの？」


    「わかんない」


    「リンくんは、どうしたいの」


    「セックスする？」


    「む、無理だと思う」


    「俺もそう思う」


    　それからまたしばらく沈黙が流れた。香苗の速い呼吸に合わせて、胸の上のショーツが視界に入ったり消えたりする。


    「これって気分だけ真ま似ねてるのかな」


    　香苗がポツリと呟つぶやいた。


    「真似しても、よくわかんないね」


    「俺も」


    　ふたり裸はだかで天井を見上げている。ふと輪玖は、大だい地じ震しんが起きて家が崩壊することを想像した。瓦が礫れきの中から自分と香苗の死体が掘り起こされたら、きっとセックスしていたことになるだろう。


    「ねえ、リンくん」


    　香苗がタオルケットをギュッと握って、輪玖の胸に載ったトランクスに視線を泳がせた。


    「えっと……裸を見るより想像しているほうが、ちょっとＨだね」


    「想像してるの？」


    「うん……」


    　またしても、攻め込むつもりが自分が追い込まれている気がした。輪玖は「俺も」と付け加えて、また気まずい間まを生み出してしまう。


    　香苗の言うとおり、裸を単に見るよりも、こうしている時間のほうが妄もう想そうをかき立てる気がする。そんな効果を狙ねらってタオルケットを渡したわけではないのだが、香か苗なえの思うように任せることにした。


    「見てはいけないから、エロいんだな」


    「どういう意味」


    「きっとさ、裸はだかがいやらしいんじゃなくて、好奇心がいやらしいんだ」


    　輪りん玖くは香苗と生せい殖しよく行為をしたいわけではない。子孫を増やすだなんて別世界の出来事だ。ただ、真ま面じ目めで根ね暗くらな顔をしながら家では卑ひ猥わいなチャットに耽ふけっているような幼おさな馴な染じみに強烈な好奇心を抱いだいているのだ。


    　そういう意味で、香苗と二人きりでいるときの輪玖は性的な存在になっている。果たして香苗はどうだろうか。そんなことを想像して、輪玖は欲情するのだ。


    「勃ぼつ起きしてる？」


    「お前、けっこう露ろ骨こつ……」


    「だって知りたいもん」


    「……してるけど」


    　香苗の性欲に触れると、彼女を暴あばいたような気がして快感に変わる。香苗を支配するというのは、こういうことなのだろうか。にゃー様はこうやって輪玖の性欲を覗のぞいていたのだろうか。


    「見る？」


    「見たいけどやめとく、想像してるほうがいいから」


    「やらしーな」


    「……そうだよ、リンくんが知らないだけ」


    「前から知ってた」


    　香苗の息が荒い。輪玖が勃起しているように、香苗も濡ぬれているのだろうか。いやらしい好奇心は、輪玖の奥底からとめどなく湧わき上がってくる。輪玖がその濁だく流りゆうに溺おぼれたとき、きっと香苗は女王様になるのだろう。


    「性的に興奮すると、子供は×××××になるんだって」


    　にゃー様の言葉が口からこぼれた。肝心の言葉だけが照れてくぐもる。濁った水みな面もを覗いたような気がして、輪玖は慌てて言葉を打ち消した。


    「香苗にはこれ以上は無理っぽいけど」


    「うん……でも面白そう」


    「噓うそだろ」


    「だって子供ができたら、学校に行かなくていいよね？」


    　香苗が夢物語を始める。輪玖は子供ができたことを想像した。そうしたらきっと二人とも、わけのわからない人生になる。香苗の好きなドラマに出てくる若手俳優と同じくらいの年齢になったころ、今の自分たちと同じ年の子供がいることになるのだ。


    　その空想は好奇心の泉を枯れさせてしまいそうだ。輪りん玖くは香か苗なえの薄い胸の上で上下する下着に視線を落とした。


    「手……つなぐか」


    「ううん、手は怖いの、流されそうで」


    　どういう意味か、香苗の言葉がわからなかった。好奇心の水流に流されて一線を越えてしまうことだと気づいた輪玖は、開いていた手を握り、小指を突き出した。


    「じゃあ小指」


    　香苗の太ももをツンとつつく、驚いた香苗がタオルケットの手を下ろし、鎖さ骨こつの窪くぼみが露あらわになった。


    「……うん」


    　そうして二人は、セックスの代わりに小指をつないだ。


    「リンくん、私のこと好き？」


    「わかんない」


    「私も……わからない」


    　昔は『好きじゃない』と言っていた。今は『わからない』になっている。明日あしたはいったいどう変わっているだろうか。


    「けど、リンくん好きな人いるよね」


    「いるよ」


    「どんな人？」


    「……最強の人」


    　輪玖が天を仰あおぐと、香苗が俯うつむく。ならば彼女の望む言葉を継ぎ足してやろう。


    「けど、結ゆい華かさんじゃないよ」


    「そうなんだ……」


    　小指が離れ、ぎゅっと、香苗の手がからまってきた。


    　タオルケットの中で手をつなぎ、汗ばんだ身体を少しだけ近づける。


    「香苗でもないからな」


    「いいよ、気を使わなくても」


    「お前は好きな人いるの？」


    「うん」


    「どんな奴やつ？」


    「……秘密」


    　汗ばんだ手がぬるぬると滑る。その感触を心地よく感じながら、無意味に手と手を握り直す。肉の交まじわりに意味などもともとないのかもしれない。


    「でも、リンくんじゃないよ」


    　軽い失望と安あん堵どが交こう錯さくする。きっと輪りん玖くは、香か苗なえと同じ感覚を味わっているのだろう。


    「二次元はなしだからな」


    「じゃあ、いないや」


    　三次元で一番好きなのは誰か、聞こうと思ったがやめておいた。これもきっと、知らないほうがいやらしい。


    　タオルケットが敏感な部分にこすれて、自じ慰いの欲求が突然湧わき上がってきた。


    　──にゃー。


    　そう宣言したいのをこらえながら、香苗と手のヌルヌルをこすり合わせる。


    「あったかいね」


    「暑いんだよ」


    「うん……熱い」


    　この熱量が香苗なのだ。肌と肌というのは、互いの熱量を確かめるために重ねられるのかもしれない。相手の自分に向けられた熱量──。


    『どうして俺おれを捨てた』


    　唐とう突とつに、母親への思いが頭をよぎった。今は妹が占せん拠きよしている母親の部屋で、こうやって手をつないで眠った。輪玖の意識が眠りに取り込まれるまで、母親は頭を撫なでていた。あの人の名前はなんだっただろう。きっと度忘れをしているだけだ。


    「リンくん、なんでそんな顔してるの？」


    　二枚のレンズ越しに、上じよう気きした香苗が輪玖を見つめている。まっすぐな瞳ひとみから視線をそらし、薄暗い天井を見上げた。


    「俺はひとりなんだ」


    「私もひとりだよ」


    　手をつないでいても、二人の間には距離がある。そう宣言することで、どうにか理性を保つことができた。


    　香苗が恋人であったなら、きっとこんな苦労はしないで済むのだろう。けれど香苗を恋人と認めたつもりはない。それが輪玖の理性だった。理性が輪玖を独りにするのだ。


    　レンズの向こうの香苗は、潤うるんだ瞳で輪玖を見つめている。泣いているのではなく、笑っているように見えた。


    「お父さん、別に好きな人がいるの」


    　香苗が家族の話を始めた。香苗の父親は外に好きな女性をつくっているらしい。もちろん母親もそれを知っている。けれど、香苗がいるから二人は離婚ができないでいる。


    「私は、お父さんとお母さんを縛しばるだけの存在なんだって」


    「そう言われたの？」


    「ネットでね、でも私もそう思う」


    　香か苗なえの口く調ちようはあっさりしていて、手をつないでいても彼女の気持ちは見えなかった。だから独りなのか、それとも、だから独りでいたくないのか──。


    　思し索さくの園に迷い込んだ輪りん玖くは、途中で藪やぶを思い出して、一通り脳内で彼を罵ば倒とうした。香苗の寝息が聞こえる。我に返ると、香苗はすやすやと眠りに落ちていた。


    　一瞬、タオルケットを剥はぎたい欲求に駆られたが、きっと後こう悔かいすると思って輪玖も瞳ひとみを閉じた。帰ってきた妹がこの姿を目撃すればいい……そんなことを思いながら。


    



    　どのくらい時間が経たっただろうか。


    　窓の外は暗く、部屋もまた闇やみに侵おかされていた。


    　目を覚ました輪玖は、まっさきに肌のぬくもりを感じた。柔らかい肌に包まれている。しばらくそのまま、意識を取り戻すと、いつの間まにか香苗にすがり付いているのだとわかった。


    　下半身に気持ちの悪い違和感がある。輪玖は夢む精せいしていた。


    「だいじょうぶ」


    　オナモミの香苗が頭を撫なでている。いつか、輪玖の怪け我がを手当てしたときのように、あるいは名前のない母親のように。香苗の腹に顔を埋うずめたまま、不思議と安あん堵どした輪玖は、鼻先にツンとした痺しびれを感じた。


    　泣きそうになっているのだろうか。


    　物心がついてから、まともに泣いたことはない。


    　だから、泣ける映画やゲームを食い散らかしたりしてきたのだ。それでも流れなかった涙が、こんな理由もなく零こぼれ落ちるのだろうか。


    　筋肉の収縮に任せてみた。


    　なぜだか感情が高ぶっている。好奇心が遥はるか上から輪玖を見下ろしている。


    　鼻で息をしながら涙を待つ。


    　そこで輪玖は唐とう突とつに気がついた。


    　自分を揺さぶっているのは香苗ではないだろうか。


    　なぜなら、キスも、愛あい撫ぶも、擬ぎ似じ的なセックスも──輪玖が現実に行ったすべての性行為は、香苗を通して体験していたのだから。
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    ──ごめんねカナエたん。


    [image: ]：どうしたんですか、草食さん。


    ──もう会えないかもしれないんだ、ごめんね。


    [image: ]：ネットやめちゃうんですか？


    ──来るなって言われたんだ。追放だって。ごめんね、ごめんね。


    



    　草食さんが宮きゆう殿でんを追放されたのは、輪りん玖くが香か苗なえとベッドを共にした翌日のことだった。２ショットに入るなり『追放』などという言葉を聞かされて、カナエも輪玖もとっさに意味をつかみかねた。


    



    [image: ]：何か問題があったんですか？


    ──バレちゃったんだ。だからカナエたんも追放されちゃうかも。


    [image: ]：私も？


    [image: ]：何がバレたんですか？


    ──カナエたんを新しい女王様にしようとしてたこと。


    [image: ]：私はにゃー様の妹ですよ？


    ──新しいサイトを作る話、ポンさんにしたのが失敗だったんだ。余計なことして本当にごめんね。


    



    　ごめんね、に混じって草食さんが情報を落としてくる。


    　このところカナエに入れあげていた草食さんは、カナエ様をにゃー様以上の女王様に祭り上げようと、宮殿の住人から仲間を募つのっていたのだ。


    　にゃー様に相手をしてもらえず、カナエとチャットをしたことのある住人を集めて、新しくカナエの宮殿を作る。しかしその計画がポンさんの口から漏もれてしまい、草食さんはにゃー様の逆げき鱗りんに触れてしまった。


    



    ──だから、さよなら。


    [image: ]：本当に、もう来ないんですか？


    ──うん、もう来ないよ。来れなくなるんだ。


    [image: ]：別の名前にすればいいじゃないですか。


    ──でも、もうにゃー様に嫌われたから。


    [image: ]：にゃー様が好きだったんですか？


    ──カナエたんが好きだけど、にゃー様がいないと意味がないから。


    



    　突然の宣言だった。


    　草食さんも、輪りん玖くも、カナエも、まだそれがどういうことなのかはわからない。宮きゆう殿でんにおけるカナエの立場が悪くなるかもしれないし、それはつまり、輪玖とにゃー様の間に不ふ協きよう和わ音おんとなって浮かび上がるかもしれない。


    　急に胸を締め付けられるような気がした。


    　動揺をやり過ごそうと呼吸を整える。


    　速くなった鼓こ動どうが、草食さんの動揺を連想させた。


    　いまなら、草食さんの気持ちが輪玖にも少しわかる。


    　にゃー様が背後にいたからこそ、輪玖はカナエになって、この見知らぬどこかの家庭の父親とチャットの猟りよう奇きプレイに耽ふけることができたのだ。


    　にゃー様がいるから、カナエを対抗する女王に祭り上げようとしたし、にゃー様がいるから別の宮殿を作ろうとした。すべてはにゃー様が中心になって行われていたことなのだ。


    　輪玖もこの人と同じだ。


    　ならば、今、宮殿を追放された草食さんは、何を考えているのだろう？


    　会話を続けているが、草食さんはさっきから同じ話を繰り返すばかりだ。にゃー様に追放された。ごめんね。それだけを繰り返しているのに、草食さんの返答はときに長く間まが空あいたり、あるいは立て続けに長文を書き込んできたりする。


    



    [image: ]：変なこと考えないでくださいね。


    



    　そう打ち込んで、輪玖はしまったと思った。混乱して自や棄けになった草食さんに、ひとつの悪い方向を示してしまったのではないか。


    



    ──なんでわかるの？


    [image: ]：冗談ですよね。


    ──冗談みたいな話だよね。


    



    　カナエも草食さんも、具体的な言葉を使わずに会話を続けた。まるでにゃー様とする綱つな渡りのチャットのようだ。


    　にゃー様の宮きゆう殿でんを追われた草食さんは、いなくなる。


    　ネットから。


    　あるいは、この世界から？


    



    ──本当はもうここにいたら駄目なんだ。


    ──けど、最後にカナエさんに話したくて。


    [image: ]：カナエさんって。


    ──いままでありがとね。


    [image: ]：待ってください、草食さん。


    



    　引き延ばそう。


    　とっさに話題を探したが見つからなかった。こんなとき、身体を開くことくらいしか思いつかないのは、輪りん玖くの精神がカナエに侵おかされているからだろうか。


    



    [image: ]：それなら最後に、にゃーしますか？


    



    　返答が来るまでにしばらく時間がかかった。


    　いったい自分は何をしようとしているのだろう。いなくなろうとしている草食さんに、最後の思い出を与えようというのだろうか。


    　とても気持ちの悪い想像が巡った。


    



    [image: ]：すみません、その前に。


    



    　何かを打たなければと思い、先を決めずに走り出した。


    　草食さんなんてどうだっていい。そう思っていたはずなのに、ここで彼が消えるのを見ているのは、とても気持ちが悪かった。


    



    [image: ]：その……私がこんなこと言うのは変かもしれませんけど。


    [image: ]：草食さんがいなくなるの、嫌です。


    [image: ]：だから


    



    　だから──その先の言葉を打つのは、輪玖が決意のスイッチを押すようなものだ。


    



    ──死んだらごめんね。


    



    　ためらっているうちに草食さんから返信があった。


    　いなくなるというのは、そういうことなのだ。最後にカナエにだけは知ってほしくて２ショットに入ってきたのだ。


    



    [image: ]：でも草食さん、家族いるじゃないですか。


    ──ごめんね。


    



    　家族がいるのに。


    　ごめんねの一言で切り捨てるというのか。


    



    [image: ]：駄目ですよ！


    〈草食が退室しました〉


    



    　ごめんじゃない！


    　キーボードを叩たたいた。


    　そんな簡単に消えられてたまるものか。


    　けれどどうすればいい。画面の外側は暗黒の世界と言っていいネットの闇やみの中で、どうやって草食さんを捜せばいいのだろう。


    　そのためには……にゃー様だ。


    　輪りん玖くはすぐに離り宮きゆうにアクセスして、パーティーチャットで女王様の姿を見つけた。カナエが乱入したことで場は盛り上がったが、輪玖はその場でにゃー様に相談があると打ち明けた。


    



    [image: ]：どうしたんですか、りょーくん。


    



    　チャットの最中を邪魔されたのに、にゃー様はご機嫌だった。反逆者を追放したことで気分がいいのだろうか。


    



    ──草食さんのことなんですけど。


    [image: ]：またおもしろプレイになっちゃいましたか？


    ──追放されたから死ぬって言ってます。


    [image: ]：追放？


    ──にゃー様が追放したんじゃないんですか？


    



    　少し間まが空あいた。にゃー様には珍しいことだ。


    



    [image: ]：草食さんは死にませんよ。


    ──にゃー様にはわかるんですか？


    [image: ]：わかりますよ。だって草食さんは重度の構ってちゃんですから。


    ──それって、僕もほかの臣しん民みんのみんなも一緒ですよね。


    [image: ]：りょーくんは、もしも


    



    　また間が空く。


    



    [image: ]：もしも、わたしに誘われたら一緒に死にますか？


    



    　輪りん玖くはベッドから身を起こして、部屋のドアに鍵かぎをかけた。


    　かちゃんと金具のかかる音が、やけに大きく胸の内側に響いた。輪玖はノートパソコンに顔を近づけて、ファンの音で胸にわだかまる金属音をかき消そうとする。


    　にゃー様は、こんな輪玖の動きも見み透すかしているのだろうか。


    



    ──にゃー様と一緒なら。


    [image: ]：じゃあ、りょーくんは違います。


    ──それ、草食さんにも聞いたんですか？


    [image: ]：やきもち？


    



    　図ず星ぼしをつかれて輪玖はベッドに顔を突っ伏した。


    　真ま面じ目めな話をしているつもりなのに、いつの間にかにゃー様に手を絡からめ取られて宮きゆう殿でんの奥に引き込まれてしまう。


    　揺るがないにゃー様に安あん堵どしながら、毎回その手に乗るかと輪玖は反発する。


    　すべては輪玖のイメージの中の出来事なのだ。


    　この向こうに現実のにゃー様がいる。


    　とっさに否定したくなるような言葉は、あえて認めてしまおう。そのほうがにゃー様の内側に少しでも食い込むことができる。


    



    ──やきもちです。


    [image: ]：あれ、認めちゃうんですか？


    ──だって本当ですから。


    ──教えてください、僕以外の人にも聞いたんですか？


    [image: ]：ふふふ、りょーくんかわいい。


    



    　話がいつの間まにか脇わき道みちに入り込んでいることを自覚しながら次の言葉を迷っていると、にゃー様が先手を打ってくる。


    



    [image: ]：りょーくんだけだよ。


    



    　にゃー様の狙ねらいどおりに輪りん玖くの鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。このＰＣの向こうで、いったいどんな子が、どんな顔でこのメッセージを打ち込んでいるのだろう。


    　にゃー様から流れてくる濁にごった水に足をすくわれないよう、輪玖は結ゆい華かや香か苗なえの顔を思い浮かべてかろうじて踏みとどまった。


    



    ──草食さんの住所わかりますか？


    [image: ]：そんなに心配なんですか？


    ──気持ち悪いんです。


    



    　にゃー様に浅はかな反抗をした草食さんに、心配や同情をしているのではない。カナエのせいで草食さんが自殺をすることの怖さはあるが、それだって空想の恐怖だ。なのにどうして自分がこんなに熱くなっているのか、輪玖は薄々わかっていた。


    　このまま草食さんをどこか知らない世界に逃がしたくなかったのだ。そんな勝手にいろいろなものを捨てさせない。ましてや父親なら！　そう、ひょっとすると草食さんは樽たる人ひと氏かもしれないのだ。


    　しばらく間まがあって、にゃー様からいつものように画像ファイルが送られてきた。


    　開いてみるとそれはパンツでも死体写真でもない、健康保険証をデジカメで撮影したものだった。見たことのない名前が書かれている。住所は東とう京きよう都と中なか野の区くとなっていた。


    　これが、草食さんの現実の情報なのだろうか。


    



    [image: ]：忠誠の証あかしだそうです。


    ──貢みつぎ物ってことですか。


    [image: ]：ぜんぜん要いりませんけど、こんなの。


    



    　にゃー様の文字列は、どことなく機嫌が悪そうだ。


    



    [image: ]：でもカナエたん襲おそわれちゃうかも。


    ──りょーだから平気です。


    [image: ]：りょーくんのまま、外に行くの？


    



    　それって……。


    　どういう意味ですか、と打とうとして手が止まった。


    　りょーとして輪りん玖くが草食さんを捜すこと。それはつまり──。


    



    [image: ]：世界がつながっちゃうよ？


    



    　にゃー様は妹じゃない。


    　輪玖は確信した。


    　妹は偽にせ者ものだ。もしくは、にゃー様が一人じゃないか、どちらかだ。


    



    ──ぼくがいつか、にゃー様に会うことがあるかな？


    [image: ]：ないですよ。


    [image: ]：もし会えたとしても、そのときはにゃー様じゃないから。


    



    　そうだ、だから輪玖はこの世界に深く入り込んでしまった。


    　声しか聞こえない鷺さぎのように、あるいは見つからなかった猫の死体のように、実体の見えないにゃー様を求めて、輪玖はこんなに奥深くまで足を踏み入れてしまった。


    　もしも姿を現したら、にゃー様はにゃー様でなくなるのだ。


    　輪玖は、自分の中にある現実の世界とにゃー様の世界を地続きにしようとしている。


    　それは上じよう死し点てんの向こう側だ。にゃー様の妹であるカナエになって、草食さんの内臓を引きずり出しながら射しや精せいしたとき、輪玖はここが上死点だと決めていた。


    　その先にあるのは、どんな景色なのだろう。


    　輪玖はその向こうを見ることにした。リアルの草食さんは、やはり草食さんだろうか。家族はどんな人間だろうか。彼はもう死んでいるだろうか、それともにゃー様の言うとおり、死ぬことなどできない人なのだろうか。ただ心臓の鼓こ動どうに従って、輪玖は財布の残高を確認した。東とう京きようまでの往復には少し足りないが、コンビニで引き出せば大丈夫だ。


    「兄様、どうしたんですか？」


    　部屋を飛び出すと、妹が不思議そうに首をかしげた。


    「東とう京きように行く」


    「東京？」


    「草食さんが自殺するかも」


    「草食さんって、宮きゆう殿でんの？　あ、ちょっと待ってください、兄様」


    　妹が手をつかんだ。輪りん玖くはその手を握り返して、玄関まで引っ張っていく。


    「一緒に来る？」


    「どういうことですか、説明してください」


    「急いでるんだ、聞きたきゃすぐに着替えて来い」


    「兄様？」


    「その格好で東京行ったら犯おかされるよ」


    



    　妹の私服は、輪玖の想像していたよりもずっと素そ朴ぼくなキャミソールだった。どこか香か苗なえに似た格好の妹を後席に乗せ、七月の陽ひ差ざしを浴びながら駅まで自転車を飛ばして、東京までの乗車券を二人分買った。


    「どうして、宮殿のこと知ってたんだ？」


    「兄様」


    「お前はにゃー様じゃないだろ」


    「…………違いますよ」


    「草食さんさ、にゃー様から追放されたから自殺するんだって」


    　特急の止まる駅までローカル線に揺られる。手すりにつかまっていた妹の肩がびくっと縮こまった。


    「お前じゃないんだろ」


    「私が……」


    「草食さんの住所、にゃー様から教えてもらったんだ」


    「………………」


    　手すりにつかまったまま、妹がうなだれる。


    「どうして知ってたの？」


    「……兄様のＰＣ見たから」


    「いつ？」


    「少し前、お父さんが家に誘ってくれたときがあって」


    　お父様がお父さんに戻っている。振動の激しい電車に揺られている妹は、年とし相そう応おうの頼りない子供のように見えた。


    「草食さん、死ぬの？」


    「わかんない。でも見たいだろ」


    　つまり、香か苗なえのＰＣで宮きゆう殿でんを知った輪りん玖くと同じだったのだ。


    　母親と喧けん嘩かして家を飛び出した妹は、学校をサボって樽たる人ひと氏のところへ飛び込んできた。そのとき、輪玖の部屋に勝手に入ってノートＰＣの履り歴れきを見たというのだ。香苗のＰＣを借りるようになってからは、チャットのログをいちいち消さずに残しておいたのが迂う闊かつだった。


    「にゃー様と話したことある？」


    「……ない」


    「成りすましたことは？」


    　妹は黙って頷うなずいた。


    「草食さんとか、ポンさんとか、ほかにも何人かと話してみたけど気づかれなかったから」


    「俺おれも騙だまされたもん」


    「でも、お兄ちゃんには会えなかったよ」


    「俺はもう宮殿じゃなくて、別のソフトで話してるから」


    「……そうだったんだ」


    　二十分で急行に乗り換えて東とう京きようを目指した。外はまだ明るいが、終点の東京駅に到着するころには午後の五時を過ぎているだろう。


    　電車に揺られながら、輪玖は現実の距離感を実感していた。ネットではすぐにつながる草食さんとの、リアルな距離の中で揺られている。


    　すべてを話した妹は、緊張が解けたのか窓際の席で寝息を立てている。向かい合わせの椅い子すに座った若いスーツの男が、そんな妹の寝顔をちらちらと覗のぞいている。荷物置き場に忘れられていたスポーツ新聞を取って、妹のスカートから覗く太ももを隠した輪玖は、樽人氏に妹と一緒にカラオケに行くとメールを送った。きっと首をかしげるだろうが、樽人氏のことだからわざわざ連絡をよこすことはないだろう。


    　東京駅に着いたのは予想よりも遅く、五時三十分を回っていた。まるで何かのイベント会場のように人が行ゆき交かう巨大な駅の構内で迷いながら、案内図を頼りに中央線に乗り換えた二人は、仕事を終えて帰宅する大人たちに揉もまれながら東ひがし中なか野ので電車を降りた。


    　携帯の地図で現在位置を確認する。


    　地元では考えられないほど交通量の多い車道を横切り、住宅街から川沿いの桜並木の道を抜けた先に草食さんの住んでいるアパートがある。


    　次第に紫になってゆく空は、ビルと電線に切り刻まれている。そんな都会の空の下を、携帯電話を頼りに妹の手を引いて歩いた。


    　駅を降りてしばらく進むと周りの屋根はどんどん低くなって、地元の町並みとあまり変わらなくなってくる。初めての東京に緊張していたが、妹がにゃー様の格好をしていても、いきなりレイプされたりするような環境でもなさそうだ。


    　電柱の住所が、草食さんの健康保険証と同じ町名を示している。我知らず、輪玖は早足になっていた。


    「見るだけ？」


    「いや、会ってみる」


    「それって危ないんじゃ」


    「家族がいるんだから、急に襲おそってきたりはしないと思うけど。ヤバくなったら逃げられるように、お前は離れたところで見てろよ」


    「ううん、行く」


    「なんで？」


    「だって私、草食さんとえっちしたから」


    「だめだよ、女は危ないから」


    「お兄ちゃん、これ」


    　妹がバッグの中から黒いリモコンのようなものを見せた。


    「スタンガン」


    「そんなの持ってるの？」


    「うん、学校に持ってくから」


    「なんで？」


    「お守り、いじめられないための」


    　妹はいったいどんな学校生活を送ってきたのだろう。そのことに思いを馳はせるより先に、輪りん玖くは目指す草食さんの家を見つけた。


    　それは、古い二階建てのアパートだった。アパートの表札と、ポストの名前は、健康保険証のものと一致する。生死は定かではないが、ここに草食さんがいるのだ。


    　漆しつ喰くいのアパートを見上げていたら、緊張で喉のどが鳴った。隣でアパートを見上げている妹の表情もこわばっている。にゃー様の仮面を脱いだ妹は、ミステリアスでもなんでもないただの中学生だ。


    「俺おれが行くから、何かあったら警察に電話して」


    「襲ってきたら？」


    「俺がつかまるから逃げて警察」


    「うん……これ、武器」


    「ありがと」


    　カンカンと足音の響く外階段を上り、洗濯機の置かれた廊下の突き当たりが草食さんの部屋だった。古びた木の扉とびらの向こうに、草食さんと家族が住んでいる。


    　もしも奥さんや子供が応対に出たら、なんと言おう。草食さんだった場合も、どう名乗ろう。ここに来るまでずっとそのことを考えていたが、ごまかせばいいのか、素直に話したらいいのかも決めかねたままだった。


    　りょーなのか、別の住人を名乗るのか、カナエなのか、それともにゃー様を名乗るのか。


    　勝手に指が呼び鈴りんを押し込んだ。


    　ドアの向こうで人の動く気配がする。草食さんがいるのだ。この古びた板の向こうに、宮きゆう殿でんを追放された異常な男がいる。急に現実感が戻ってきたような気がして、輪りん玖くは妹の手を強く握った。


    　部屋の住人はなかなか出てこない。こちらの様子を窺うかがっているのだろう。やがてロックの外れる音がして、内開きのドアに黒い隙すき間まが少しだけ生まれた。


    「はい？」


    　少し高音だが男の声だった。隙間から輪玖と妹を覗のぞいている。


    　どくん──心臓が高鳴るのを感じた。妹が手を握ってくる。少し汗ばんでいるのは、輪玖自身の手のひらだろうか。


    「草食さん、ですか」


    　急にばたんとドアが開き、輪玖と妹は思わず逃げる体勢になった。部屋の中から饐すえた臭においがあふれ出してくる。入り口に立っていたのは小太りで背の低い大人だった。気の弱そうな顔立ちは確かに草食さんだ。しかし、草食さんの年齢はどう見ても樽たる人ひと氏より十か二十は若く感じられた。


    



    



    



    　　　　　２


    



    



    



    　草食さんの部屋は１Ｋのごく狭いアパートだった。


    　六畳の和室と、板張りになった三畳ほどのキッチン。その横に玄関があり、和室の窓の向こうはいきなり庭先になっている。


    　こんな狭い空間で家族と暮らしながら、にゃー様とのチャットを隠しておくことができるのだろうか。そんな疑問を差し挟むまでもなく、草食さんは独り暮らしだった。


    　玄関には外出用のサンダルが一足、部屋の中に置かれた洗濯籠かごに、衣類が乱雑に放り込まれている。六畳の隅すみには万まん年ねん床どこが敷かれ、ちゃぶ台の上にはカップラーメンとジュースの空あき容器、部屋のあちこちにティッシュや弁当の容器などが散らばっている。それは輪玖もおそらくは妹も、これまでに見たことのない生活空間だった。


    　草食さんは腰を抜かしていた。


    　ドアを開けて、妹の姿を見たとたん、にゃー様が訪ねてきたのだと思い込んでしまったのだ。もしも妹がコスプレした格好で来ていたら、それこそ昏こん倒とうしていたかもしれない。


    　草食さんが狼ろう狽ばいしたおかげで、輪りん玖くは少し落ち着きを取り戻すことができた。腰の立たない草食さんを板張りのキッチンに座らせて、携帯に話しかける。


    「もしもし、今、草食さんの家に着きました。本人もいます。元気です、はい、はい、ではまた連絡をします」


    　知らない大人の家に入るというのは、サメのいる海で泳ぐようなものだ。自分たちがこの場所にいることを電話口の誰かが知っている。そうしておけば、万が一の事態を防げるだろうと踏んだのだ。


    　草食さんは輪玖の行動を疑うどころか、ドア口に立った妹に視線を泳がせている。


    「にゃー様……？」


    「違います」


    　電話をしながら、輪玖は自分たちのプロフィールをでっち上げた。


    「草食さんに万が一のことがないか様子を見にきたんです」


    「まさか、カナエ様？」


    「それも外れ」


    「じゃあ、どうして僕の家が」


    「前ににゃー様に保険証を送ったでしょ。それ、覗のぞかせてもらったんです」


    「どうやって」


    「あいつ、勝手によそのＰＣに入り込んだりするのが趣味なんです」


    　輪玖に指差された妹が、草食さんにぺこりと頭を下げる。


    「一回、成りすまして話したことがあるって」


    「その子が、成りすまし？」


    「すみません」


    　すべてのつじつまを天才ハッカーの妹に押し付けて、頭を下げる。草食さんはまだ状況を飲み込めていないようだったが、自じ嘲ちようするように笑った。


    「いいよ、僕も噓うそばっかりついてたから」


    「お父さんじゃなかったんですね」


    「脳内に奥さんいるけどね」


    　おそらく自分の半分程度の年齢の輪玖に、卑ひ屈くつな笑みを向ける。


    　草食さんは家族持ちではなかった。輪玖や妹と同じように、すべてを噓で塗ぬり固めた孤独な人だった。


    「でもね、死ぬつもりなのは本当だったんだ」


    　部屋の隅すみに積まれた雑誌の上に、自殺のマニュアル本が載っていた。


    「いや、でも実行したかどうかは怪あやしいかな」


    「死んでなくてよかったです」


    「ほんと、ほんと」


    　キッチンの隅すみに置かれた四十五リットルのゴミ袋を広げた妹が、部屋に散らばった空あき缶や弁当箱をその中に放り込みはじめた。妹がどうしてそんなことを始めたのかはわからないが、気持ちはわかるような気もする。草食さんをその場に置いて、輪りん玖くも妹を手伝うことにした。


    「あ……」


    　すぐに妹の手が止まる。


    　ちゃぶ台の下で、草食さんのノートパソコンが真っ二つに割られていた。


    



    　一度片付けを始めると止まらなくなってしまうものだ。輪玖の家に押しかけてきてから掃除ばかりしていた妹の手つきは慣れたものだったし、もともと輪玖自身も几き帳ちよう面めんに部屋の掃除をするタイプだ。


    　夕ゆう映ばえのなか、一時間以上かけて草食さんの部屋を徹底的に綺き麗れいにすることにした。


    　それは単なる同情だったのかもしれないし、にゃー様の宮きゆう殿でんを去る草食さんが未み練れんを残さないように、新しく生まれ変わった環境を与えてやろうと思ったのかもしれない。


    　とにかく輪玖も妹も、自分たちの名前すら名乗らないまま、黙々と散らかった部屋を片付けた。途中でようやく腰の立った草食さんがのそのそと近づいてきて、片付けを手伝い始めた。


    　草食さんが起き上がったときは一瞬だけ緊張したが、彼は輪玖にも妹にも危害を加えるつもりはないようだ。現実の子供を見て、性欲をかき立てられているとも思えなかった。


    　おそらく彼は、にゃー様やカナエでないと発情しないのだ。


    　臣しん民みんなのだから、きっとそうなのだ。


    「これ、捨てますよ」


    「うん、ありがとう」


    　真っ二つになったノートパソコンの中には、にゃー様とカナエの思い出が詰まっている。それがゴミ袋に放り込まれた音を聞いて、草食さんはさばさばとした笑顔を浮かべた。


    　徒歩三十秒ほどのコインランドリーで、草食さんの衣類をまとめて洗濯した。乾燥機をかけて二十分待つ間、コインランドリーの古びた丸椅い子すに腰掛けて輪玖と妹は二人で話をした。


    　ガラス張りのドアの向こうから降り注ぐ夕日が、コインランドリーの庇ひさしに遮さえぎられて、影に入った妹の表情を隠している。


    「子供のころ、よくお父さんにこうしてもらったの」


    　妹が手で庇をつくって西日を遮った。


    「覚えてますか？」


    「俺おれはしてもらったことないかな」


    「うそ、ありますよ。みんなで旅行したときとか」


    　草食さんに触発されたのか、妹の口く調ちようが少しにゃー様に戻っている。草食さんの話題ではなく、家族の話が飛び出してくるとは思わなかった。


    「家族旅行なんて行ったことないだろ」


    「ありますってば、香か苗なえちゃんも一緒に」


    「香苗と？」


    「うちと、香苗ちゃんのうちと、一緒に行ったんですけど」


    　二組の家族旅行など、輪りん玖くの記憶のどこを探っても出てこない。


    「妄もう想そうじゃない」


    「そんなことないもん」


    「じゃあ、いつ？」


    「えっと、五、六……七年前かな？」


    　妹が幼よう稚ち園えん、輪玖と香苗が一年生の年だ。そこまで話されてもやはり覚えはない。


    「ハイキングのあと旅館で遊んで、それから滝を見て、川でカニをつかまえて、山にも登って……」


    　妹が順を追って聞かせてくれる、覚えのない旅行の話は、乾燥機のドラムが回転する音に打ち消されてしまいそうだった。輪玖は適当に話を聞き流しながら、妹の顔を眺めた。


    　にゃー様のふりをしていたころの他人を探るような表情は影を潜ひそめ、今の妹はひたすら夢見がちな少女のように目を輝かせていた。


    　彼女の口から出てくるのは、いかに当時の樽たる人ひと氏が格好よかったかだ。


    　妹を負おぶって渓けい流りゆうを渡ったこと、頭よりも大きな川石をどかしてカニをつかみ上げたこと、ヤゴやゲンゴロウをすぐに言い当てたこと。若じやつ干かん、自然科学部の活動と結び付けられているようで、輪玖は憮ぶ然ぜんとなって聞いていた。


    「まだ思い出せません？」


    　輪玖が首を振ると、妹はポーチからパスケースを取り出した。乾燥機の残り時間が十分を切る。


    「証しよう拠こもあるんですよ」


    　それは古い電車の予約券だった。確かに七年前の夏の日付が振られている。


    「で、これが今年の？」


    　妹がさらに一枚、今度は真新しい旅行券を差し出した。今年の夏の日付が振られている、交通費とホテル宿泊券がセットになった旅行チケットだった。


    「今年？」


    「お父様からもらいました」


    「へえ、優しいんだな、お前のお父さん」


    「お父さん、家族旅行に行きたいんだって」


    　それは輪りん玖くの知らない樽たる人ひと氏の姿だ。あの男も妹になら優しくなれるのだろうか。


    　少なくとも、妹の思い出の中にある親おや父じと輪玖の知っている樽人氏は別人だった。ならば、どちらが本物なのだろう。妹が持っているチケットは本物のようだった。あるいはここに本当の父親というものが存在しているのだろうか。


    「それじゃあ、僕たちは帰ります」


    　最後に洗濯物を畳んで籠かごに片付け、輪玖と妹は草食さんに別れを告げた。


    　ほとんど掃除をしていただけの東とう京きよう滞在だった。にゃー様の予告どおり、草食さんは死ぬことなんてできない人だったのかもしれないが、輪玖の心から大きな支つかえがひとつ取れたことに違いはなかった。


    「本当は様子を見るだけのつもりだったので」


    「ありがとう」


    　線路を走る電車の音がうるさいアパートの階段で、草食さんに別れを告げた。輪玖も妹も、自分たちの正体を一切明かしていない。おそらくこの人との接点は、これで永久に途切れるのだと思った。


    「君は……」


    　階段の上から草食さんが呼び止めた。


    「君たちは、僕とカナエ様の会話を覗のぞいて、それで見に来たの？」


    　草食さんが問いを重ねる。


    「それだけで、僕のために？」


    「……本当は、カナエって人に頼まれたんです」


    「カナエ……さんが？」


    「よく知らないんですけど、サイトの中の人に妹のやってたことがバレてたみたいで。騒ぎにはしないから、草食さんって人の様子を見てくれってメールが来たんですよ」


    　草食さんの表情がわずかに揺らいだ。


    　余計なことは言うべきではない。そう思ったが、輪玖はつい言葉を続けてしまった。


    「今までありがとう、って伝言してくれって」


    　草食さんの表情が変わった。枯れて乾燥した面おも差ざしが急に脂あぶらぎったように見えて、輪玖はさらに言葉を重ねる。


    「カナエって人も、もうチャットやめるって言ってました」


    「え？」


    「だから、さよならだって」


    「そう……」


    「何か伝えることがあったら聞いておきますけど」


    「いや、いいよ……じゃあ、ありがとうって」


    「わかりました」


    　草食さんの家を出るころ、時計は七時を回っていた。


    　桜さくら木ぎ川によく似た川沿いの遊歩道を歩きながら、妹と一緒に東とう京きようの空を見上げる。


    「草食さん死なないかな」


    「大丈夫だと思うよ」


    「空、狭いね」


    「月並み」


    「うん……」


    　夕日の赤色が黒い屋根の陰に飲み込まれようとしている。


    　川がさらさらと流れ、護ご岸がん工事されたコンクリートの斜面を蝙こう蝠もりの黒い影が目まぐるしく横切ってゆく。初めて見るが、なんとなく懐なつかしい景色だった。


    「お前はどうして来たの？」


    「お兄ちゃんに連れてこられたんだけど」


    「そうじゃなくて、俺おれの家に」


    　ふと、香か苗なえのことを思い出した。彼女は自分が両親の荷物になっていると、自分のことを定義していた。


    「お前も、母親のお荷物になってるのか？」


    　香苗のことを思い出してそう聞くと、妹の動きが止まる。


    「再婚したいんだって」


    「あの人が？」


    「うん……だから邪魔かなって」


    　それで妹は家を出て樽たる人ひと氏のところへ転がり込んできたというのだ。樽人氏はどんな気持ちで捨てた娘を受け入れたのだろう。経済力のない元妻への優ゆう越えつ感、それとも娘が相手なら父親らしい感情も湧わいて出るのだろうか。


    　妹とレストランで食事をしているときの樽人氏の表情が、どんなに想像しても輪玖には浮かんでこない。


    「俺と交替するか？」


    「だめ、お父さんはお兄ちゃんが好きだから」


    「それ絶対ないよ」


    　妹がつないでいた手を離した。


    　心配になって振り向くと携帯電話をいじっている。そのまま並んで駅を目指した。


    　青々と緑の葉を茂らせた桜並木の向こうで、夕空が動いてゆく。この時間帯の表情は、桜木川も東京の川もあまり変わりがない。


    　ふと、輪玖の後ろポケットに入った携帯電話が振動した。


    　メールだ。


    　転送メールで、差出人は妹になっている。


    「何？」


    「メール」


    「それはわかるよ」


    　開くと、それは樽たる人ひと氏から妹に宛あてられたメールだった。


    　母親と離婚をしたあとも、樽人氏と妹はメールでつながっていたのだ。


    　あの面倒くさがりの樽人氏が打ったのかと驚くほど長文のメールだ。妹は、そんなメールを次々に転送してよこしてくる。学校の様子、家庭の様子を聞きながら、樽人氏も家庭のことを書いている。


    　輪りん玖くが図書委員になった。


    　輪玖がクラストップの成績を取った。


    　輪玖が学芸会でカエルの殿様の役をすることになった。


    　輪玖が塾の模も試しで満点を取った。


    　輪玖が初めて紅茶を淹いれてくれた。


    　輪玖が朝食を作ってくれるようになった。


    　輪玖が──。


    　携帯を閉じた。心臓の鼓こ動どうが高鳴っているのがわかる。


    　樽人氏のメールには、決まって最初に輪玖の近況が書いてあった。


    　妹が一つ一つ、樽人氏とのメールを転送してくる。


    　順を追って、樽人氏の言葉が送り込まれてくる。


    　時系列を遡さかのぼると、母親との離婚近辺のメールには、離婚のショックで塞ふさいでしまった輪玖と、なかなか話をすることができないと書いてある。


    「これ、噓うそだよ」


    　呟つぶやいたつもりだったが、声になっていなかったかもしれない。


    　樽人氏が輪玖と積極的に話をしようとしたことなど一度もなかった。すくなくとも輪玖の記憶の中では。


    　メールの中の樽人氏は、輪玖の誕生日プレゼントに何を送ったらいいのだろうと、頭を悩ませていた。


    　妹の返信。『お兄ちゃんは星座が好きだったから、天体望遠鏡にしたらどう？』


    　部屋に置いてあった天体望遠鏡。


    　いつからあれがあったのだろう。


    　妹は置物になっていた望遠鏡をやけに気にかけて、念入りに磨みがいていた。


    　──捏ねつ造ぞう？


    　捏ねつ造ぞうしたメールで輪りん玖くを揺さぶろうとしている。しかし、そこまで手の込んだことをするだろうか。なんのために？


    「ちょっとごめん」


    　妹に断って、橋の欄らん干かんから身を乗り出した。


    　服の裾すそを妹の手が握り、引っ張る。


    　飛び降りたりするものか、ただ川の空気を吸いたかったのだ。


    　そうして息を思い切り吸い込んだとき、ふいに記憶の断だん片ぺんが意識の内側に滑すべり込んできた。


    　インターネットのショッピングサイトの巨大な包装紙にくるまれた箱だった。開くと天体望遠鏡が入っていた。目の前にいたのは樽たる人ひと氏だ。少し緊張した顔をしていた。


    　輪玖はプレゼントを喜ばなかった。樽人氏が困った顔になった。どうして、今まで忘れていたのだろう。


    「どうしてこんなこと書いてあるんだ」


    「お父さんとはずっとメールしてたから。離婚した直後は、週一くらいだったけど、私が学校に行かなくなってからは毎日何通もメールしてたし」


    　そういえば、昔、親おや父じはＰＣなんか使っていなかった。いつから自室のモニターに張り付くようになったのだろう。


    「今はもう、お兄ちゃんの話は出ないけど」


    「でも……どうして親父は俺おれを選んだんだろう？」


    「わかんない」


    　それは輪玖が聞くべきことだろう。


    　自分から、親父の扉とびらをノックして──。


    「毬まり乃の」


    　輪玖は妹の名前を呼んだ。


    　それまで淋さびしそうだった妹の表情がとたんに曇くもる。


    「私、その名前嫌い」


    「どうして」


    「絶対ゲームから取ってるもん」


    「だよな」


    　輪玖が苦笑すると毬乃も笑った。家族が別れたのは五年前だ。あのころは妹も輪玖も、まだ自分たちの命名を疑うことすら知らなかった。


    「俺が親父と話すとき、一緒にいてくれないか」


    「私はいてもいいんですか」


    「ああ」


    　あの日の問いに、今度はちゃんと答えられそうだ。


    「親おや父じとお袋は家族じゃなくなったかもしれないけど、毬まり乃のと俺おれはきっと違うから」


    「お兄ちゃん……」


    　小走りで輪りん玖くの傍かたわらに寄ってきた毬乃と手をつないだ。喜んでいるかと思ったら、妹は泣いていた。


    　涙が頰ほおを伝っているのを見られまいと顔を下げると、今度は嗚お咽えつが漏もれ出してくる。手をぎゅっと握ったまま、毬乃は泣いていた。胸は熱く高こう揚ようしていたが、涙るい腺せんは刺激されなかった。何年も泣いたことのない輪玖は、そんな毬乃がうらやましかった。


    　小学生の輪玖が誕生日プレゼントに何を欲しがっていたのか、樽たる人ひと氏にはそんなこともわからないのだ。輪玖が星を好きだったのはもっと小さいころのことだ。妹の知っている情報は離婚の段階で止まっている。だから樽人氏はとんちんかんなプレゼントをよこしたのだ。


    　自分を嫌っている息子に対して、あの望遠鏡は樽人氏なりの精いっぱいだったのだろうか。感傷に流されそうになるのを、輪玖はどうにか踏みこらえた。


    　樽人氏をいい父親だと決め付けるのは早そう計けいだ。その逆もまた同じだ。輪玖にとって樽人氏というのは、もうよくわからない存在になっていた。


    　そう、わからないのだ。


    　香か苗なえを思い出した。


    　香苗はどうだろうか。香苗もまた早はや合が点てんをしているだけなのだろうか。それもわからない。
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    　輪りん玖くの周囲に広がる世界のすべてが、妄もう想そうと想像に閉じ込められているような気がした。


    「お兄ちゃん？」


    　妹の手を握る。兄様ではなく、お兄ちゃんと自分を呼ぶ妹だけは本物だ。


    　同じように布ふ団とんの中で手を握った香か苗なえもまた、本物だろう。


    　樽たる人ひと氏の正体が見えなくなっただけで、輪玖は独りになったわけではない。だから、だから今の気持ちを香苗に持っていってやろう。


    　駅に向かう道を歩きながらそう思った。夜遅くなってでもいいから、とにかく今日のうちに戻ろう。そう決めて歩みを速めたところで、再び携帯のバイブ。振り返ると、妹は自分じゃないと首を振っている。


    　着信は、香苗の家からだった。


    　まるで輪玖の気持ちを見通していたかのように、香苗から電話がかかってきた。あるいは妹が、気づかれないように香苗にメールを送ったのだろうか。だとすれば、いったいなんのために？


    　自分の周囲がひそかに手をつないでいるような妄想にとらわれかけたが、輪玖は首を振って通話ボタンを押した。


    　胸の鼓こ動どうを抑えて携帯を耳に当てる。


    「輪玖くん？」


    　聞き覚えのない老ふけた声がした。わずかに震えている。


    「はい、あの……」


    「今どこにいるの、香苗と一緒？」


    「東とう京きようですけど、あの……」


    「香苗がいないの」


    　震える声が記憶の浅いページに結びつけられる。電話口にいるのは香苗の母親だ。妹を見る。きょとんとした丸い目が輪玖に向けられている。


    「香苗が、いつから？」


    「昨日きのうから戻らないのよ。ねえ輪玖くん、本当に心当たりはない？　あの子、貴方あなたのところに遊びに行くって言ってたの」
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    　携帯電話は何度かけても、電波が届かないとしか応答しなかった。


    　翌日の学校に香か苗なえの姿はなく、手がかりを求めて接続したクラスの掲示板は、香苗がまた沈没したという話題で無責任に盛り上がっていた。


    　このまま香苗が転校でもすれば、それはそれで束つかの間まのニュースとして盛り上がることができる。


    　クラスの連中の考えは、せいぜいその程度だった。腹立たしくはあったが、明確な敵意が香苗に向けられているわけではないので、輪りん玖くが騒いでどうなるものでもない。


    　おそらく引き金になったのはあの歓迎会だろう。


    　金曜の放課後、孤立していた香苗を心配して家を訪ねた輪玖だったが、特に香苗の様子に変わったところはなかった。しかし結果としては、輪玖の懸け念ねんが的中した形になってしまった。


    　あるいは、輪玖との擬ぎ似じセックスがいけなかったのだろうか。


    　そんなはずは……。


    　ない、とは言い切れない。


    　そのもやもやを引きずっているせいで、香苗を無視してまわろうとしているクラスの空気が無む性しように息苦しく感じられた。


    「どうしたの、りんりん？」


    　明るい声が頭上から降り注いでくる。


    　太陽のように微ほほ笑えんでいるのは、もちろん結ゆい華かだ。少し前までの色いろ褪あせた結華はもうどこにもいない。今の彼女は、キラキラとラメの入ったコーティングがされているように眩まぶしかった。


    　そのラメを剥はがして、結華の殻からの内側を見てみたい。


    　ささくれだった感情がそんな欲求を浮かび上がらせたが、勢いに任せて香苗の失しつ踪そうを告げるようなことはできない。結華にはいずれ話さなくてはならないだろうが、それならば教室ではなく、どこか二人きりになれる場所がいいだろう。


    　香苗の失踪がクラスの連中の好奇心を刺激し、見世物にされることが、輪玖はたまらなく嫌だったのだ。


    　その日は、結華とまともに口をきく時間もとれないまま放課後になった。


    　樽たる人ひと氏は、毬まり乃のを連れて母親のところへ行くと言って、車で朝早く出かけていった。親しん権けんの相談でもするつもりなのだろうか。二人の表情は心なしか緊張して見えた。


    　輪玖が夜遅くまで妹を連れ回したことについては、いっさいお咎とがめはなかったが、東とう京きようまで遠出をしていたと知ったら、さすがに文句のひとつも言われただろうか。


    　輪玖は久しぶりに無人になった自宅に鍵かぎで入り、真っ先ににゃー様の宮きゆう殿でんに接続した。


    　香苗が失踪をした。


    　そうなると気になるのは、にゃー様のことだ。


    　離り宮きゆうと宮きゆう殿でんの両方を見て回ったがにゃー様の姿はない。直通のチャットソフトを立ち上げても、にゃー様はログオフのままだった。


    　もともとこの時間帯ににゃー様がオンラインでいることは稀まれだ。そうわかってはいるのだが、香か苗なえの失しつ踪そうとにゃー様の不在に、あらぬ因いん果が関係を想像してしまう。


    「そうと決まったわけじゃないさ」


    　ノートパソコンに向かって呟つぶやいた輪りん玖くは、邪じや念ねんを振り払うために、釣り竿ざおとビンどうを自転車に積んで桜さくら木ぎ川の上流を目指した。


    　行きがけに香苗の家に立ち寄ったが、まだ香苗は戻っていないという。やや憔しょう悴すいした顔をした母親は、警察に捜そう索さく願ねがいを出しにいくと言ってそそくさと出かけていった。


    「心配かけてごめんなさいね」


    　香苗の母親は、今日まで自分を信頼してくれていた。


    　今回の失踪で、輪玖は彼女の期待も裏切ってしまったようで、いたたまれない気持ちはあった。


    　この人は、夫と離婚をしたあとに香苗を引き取る意思があるのだろうか。


    　香苗は自分を邪魔者に数えていたが、目の前にいる母親の心配したそぶりはとてもポーズに見えなかった。


    　香苗の母親の後ろ姿を見送った輪玖は、自転車で桜木川を目指した。


    　和わ田だ橋からスタートして、桜木川を遡さかのぼりながら自転車であたりを捜索する。


    　ひょっとしたら、香苗が来ているかもしれない。それは薄い望みには思えなかった。麦わら帽子にワンピースの香苗が、川かわ原らの葦あしの陰からひょっこり顔を覗のぞかせる可能性は充分に考えられた。


    　田園地帯を過ぎるころ、頭上を鷺さぎが横切った。


    　ぎゃーっ、という懐なつかしい鳴き声が耳じ朶だを打つ。


    　およそ一か月前、香苗と一緒に田園地帯に倒れ込んで、鷺を探したのを思い出した。そのあとは、猫の死し骸がいだ。


    　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる白鷺も、猫の死体も、結局は何も見つからなかった。


    　確かにそれは徒と労ろうだったが、そのときの景色はやけに鮮せん明めいに目の裏に灼やきついている。


    　七月の陽ひ差ざしがもろに背中を焦こがすなか、自転車を漕こいであの場所を目指した。


    　第十六湧ゆう水すい地点──１・８ｐｐｍの流れの中で、香苗とファーストキスをした思い出の川原。姿をくらませた香苗が立ち寄りそうな、本命の場所だ。


    　市街地を抜けると、山並みが前方に見えてくる。


    　桜木川の川幅はみるみる狭くなり、真っ白に漂白された川石が太陽に灼かれている。


    　目的地の近くに自転車を止めた輪玖は、土手を汀みぎわまで降りてゆき、ごろりと転がった岩に飛び乗ってあたりを見渡した。


    　雲ひとつない空が黒々と頭上に広がっている。第十六湧ゆう水すい地点の川かわ面もは、最初に訪れたあの日と変わらずゆっくりと流れていた。


    　空を覆おおう深い青は深海へとつながる海面のようだ。激しく照りつける太陽が汗まみれの身体を嬲なぶる。空は静かなまま荒れており、川のせせらぎだけが対照的にのどかだった。


    　あたりに人の気配はない。


    　期待をしていた香か苗なえの姿も、熱い陽ひ差ざしに溶かされてしまったかのようだ。


    　石から跳び下りた輪りん玖くは、茂みに分け入って香苗の姿を捜し求めた。変なところに倒れていないだろうか、湿地に足を取られて身動きができなくなっていないだろうか。


    　小一時間ほど草を掻かき分けていたら、体内の水分がすべて汗になって流れ出してしまった。眩め暈まいを覚えた輪玖は水筒の水をあおった。


    　もうひとつの心当たりは、もみじ山の巾きん着ちやく池だ。しかし輪玖はこの場所に賭かけてみたかった。香苗が本当に輪玖を好きでいるのなら、ファーストキスの場所にきっと戻ってくる。


    　タイマーを二時間にセットした輪玖はここに根を張ることにした。


    「二時間か……」


    　桜さくら木ぎ川調査の予定を記したノートを広げた。


    　そもそも桜木川の生物調査は、夏休みに行う予定だった。


    　水質調査と同じポイントで二時間ずつ釣りをして、その釣ちよう果かとビンどうの採取結果をあんみつ先生の桜木川水すい槽そうで飼育することで、湧水調査の発表に花を添える。


    　それらはすべて、香苗と結ゆい華かを戦力に数えてのことだ。


    　人気者になった結華はともかく、香苗がいなくてはレポート作成の算さん段だんがおぼつかなくなる。いや、そんな計算はどうでもいいのだ。輪玖は単純に理由が知りたかった。どうして今になって香苗が姿を消したのか。あのパーティーによるダメージなのか、それとも全く別の理由がそこにはあるのか。


    　どうして、輪玖に一言の相談もしてくれなかったのか。


    　荒くなった呼吸を落ち着ける。


    　このまま待っていれば、葦あしの茂みをかき分けてひょっこり香苗が姿を現すのではないか。そんなことを妄もう想そうしながら釣り糸を垂らして、目め路じの限りに香苗を求めた。


    　遠くから、鷺さぎの鳴く声が聞こえる。


    　昔も、香苗と鷺を探しに行ったことがあった。


    　あれはどこだっただろう。桜木川の周辺だったような気もするが、もっと緑の多い場所だったような気もする。


    　そうだ、あれは家族旅行だった。まだ樽たる人ひと氏が父親だったころ香苗を連れてどこかの山に行き、渓けい流りゆうと滝のある場所で鷺を見たのだ。あれは、妹の言っていた旅行のことだろうか。


    　川の流れに耳を澄ませているうちに、記憶の断片が形を浮かび上がらせる。


    　ふいに胸が締め上げられるような感覚に襲おそわれた。


    　胸を押さえて喘あえいだ。釣り竿ざおの先が大きく左右にぶれる。


    　──もし、自分のせいだったとしたら。


    　自分が樽たる人ひと氏を見ようとしていなかったことが、すべての原因だったとしたら。


    　樽人氏はへらへら笑っていたのではなく、輪りん玖くを持て余して苦笑していたのだとしたら。


    　そんな想像が頭をかすめると、自分を包む白い川原かわらと太陽の光が広がっていき、あたりが真っ白にかき消されてしまうような気がする。


    　逆らわずに、しばらく身を任せることにしていたら、ふいに竿さおに反応があった。ガツンと鋭するどい手ごたえ──魚を釣るのは久しぶりだ。焦あせらず慎重を竿を立てる。


    　浅い流れの向こう、瀞とろになった岩場の手前で飛沫しぶきが上がった。急に心臓に血流が流れ込んでくる。落ち着け、ただの釣りだ、言い聞かせながらリールを巻き上げる。


    　魚が跳ねた。


    　二十センチくらいだったろうか、鮮あざやかな黄色の尾が見えた。


    　──鮎あゆ？


    　鮎だとしたら大変だ。あんみつ先生が狂喜する姿が頭に浮かんだ。


    　桜さくら木ぎ川に鮎がいる。そんな噂うわさ話ばなしは耳にしても、釣り上げた話など聞いたことがない。こいつは、幻まぼろしの鮎だ。


    　水中で激しく抵抗する魚に竿を持っていかれそうになる。


    　鮎を釣り上げたい。


    　急に執しゆう着ちやくが流れ込んできた。わずか一年しか生きない鮎を、間近に見てみたい。竿から伝わる泳ぎは力に満ちあふれている。


    　何か、こいつを釣り上げると世界が変わるような、そんな錯さつ覚かくすら覚えながらリールを巻いた。


    　抵抗が強い。


    　このままでは竿を持って行かれてしまう。


    　バットを握るように竿を立てて踏ん張った。リールを巻き上げる、次第に飛沫が近づいてくる。逃げるな、そう念じながら糸をひたすら手た繰ぐり寄せる。


    　網あみを持ってくるのだった。水すい槽そうもない。こんなことならちゃんと捕ほ獲かくの準備をしてくるのだった。リールを巻きながら寝かせた竿を立てる。水面から引き剥はがされるように、鮎が姿を現した。


    「釣れた！」


    　我知らず、輪玖は叫んでいた。


    　糸の先で激しく暴れる魚を手の中に収め、魚籠びくを置いた自転車まで駆け戻る。


    　確かにこいつは幻の鮎だった。


    　すごい発見だ。桜さくら木ぎ川を鮎あゆは確かに遡そ上じようしていたのだ。それとも陸りく封ふう型がたという、海に戻らない個体なのだろうか。


    　あんみつ先生と結ゆい華かの驚く顔が目に浮かぶ。自然科学コンクールの壇だん上じようを想像すると顔が熱くなった。これで桜木川の湧ゆう水すい調査を選んだ甲か斐いがあった。


    「やったぜ、鮎が……」


    　輪りん玖くは白い石が不規則に並んでいる川原かわらに香か苗なえの姿を探した。


    　鮎を捕まえたことを伝えてやりたかったが、香苗はここにいない。携帯もつながらなかった。達成感と高こう揚よう感を抱きかかえたまま、輪玖は桜木川の白い川原にポツリと取り残されていた。
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    　鮎の捕獲を携帯で報告すると、あんみつ先生はタクシーで駆けつけてきた。


    「すごいわ、りんりん！」


    　水につけた魚籠びくの中に、白銀の魚影が封じ込められている。


    　本物の鮎に瞳を輝かせる先生に急かされ、学校にとんぼ返りする。


    「桜木川水すい槽そうで飼えますか」


    「流水水槽じゃないから、弱っちゃうかもしれないけどね」


    「逃がします？」


    「だめ、ちゃんと調べるの」


    　水槽の中に移された鮎の姿を、あんみつ先生はうっとりと眺めている。


    　輪玖はその脇わきにしゃがみこんで鮎の写真を撮った。桜木川調査レポートの紙面構成は香苗の役割と決まっている。レポートのレイアウトを作りやすいように、何枚も何枚も鮎の姿ばかり写真に収めた。


    　理科準備室の桜木川水槽に鮎を移した輪玖は、夢見心地のあんみつ先生を置いて自転車に飛び乗った。


    　鮎がいても香苗が見つからない。


    　念のため、もみじ山の巾きん着ちやく池に足を延ばしたが、自然公園を二時間うろうろしても香苗の姿は見つからなかった。


    　空が暗くなる。


    　走り回るうちに夜になってしまった。


    　樽たる人ひと氏が留守なのをいいことに輪りん玖くは塾に体調不良の連絡を入れ、自分の部屋に籠こもることにした。


    　食事もとらずに香か苗なえのノートパソコンを広げ、にゃー様の宮きゆう殿でんにアクセスする。


    　香苗が失しつ踪そうして、にゃー様もいなくなっていたとしたら……輪玖のなかでふたたび悪い想像が膨ふくれ上がる。


    　宮殿ににゃー様の姿はなかった。


    　離り宮きゆうのパーティーチャットには、何人かの住人にまぎれてポンさんがいた。輪玖はりょーになって輪の中に入り、それとなくにゃー様の所在を聞いてみる。


    



    ──さっきまで離宮にいたよ。


    



    　あっけなく、ポンさんからにゃー様の健在を知らされた。


    　いつものように臣しん民みんと２ショットでチャットをして、今はお食事タイムで宮殿を離れているという。


    　安あん堵どを覚えたが、同時に疑念も生まれた。


    



    りょー：それ、成りすましじゃないですよね？


    ──そんなことないって。いつものにゃー様だったし。


    りょー：そうですか。


    ──何かあったの？


    りょー：いや、成りすましに当たっちゃって。


    ──へえ、りょーさんが珍しいね。


    りょー：なのでほかに誰かそれらしい奴やつを知らないかと思ったんですけど。


    



    　ポンさんや臣民たちの様子に、動揺めいたものは広がっていなかった。


    　にゃー様と香苗の失踪にはまるで関係がないということだ。


    　だとすれば、香苗はどこにいるのだろう。


    



    ──ところで、草食さん知らない？


    りょー：知りませんけど、そういえば最近見ませんね。


    ──だよね、卒業しちゃったのかな。


    りょー：案外そうかもしれませんね。


    



    　草食さんの追放を知っているのは、にゃー様だけなのだろう。離室の臣民たちはいつものように、アニメやゲームの話題で和気藹あい々あいとしている。


    　パーティーチャットを離脱した輪りん玖くは、直通のチャットソフトを立ち上げた。


    　──いた！


    　メンバー一覧のにゃー様の項がオンライン状態になっている。


    　すぐに、会話用のウインドウが開いてメッセージが送られてきた。


    



    [image: ]：おはよーございます！


    ──おはようございます!!


    



    　安あん堵どのせいか、エクスクラメーションがひとつ余計についた。


    　香か苗なえは失しつ踪そうしたが、にゃー様はいつもと変わらずにここにいる。


    



    [image: ]：草食さん、見てきたんですか？


    ──行きました。ちょっと緊張でしたよ。


    [image: ]：ふふっ、無事に戻ってくれて嬉うれしいです。


    ──心配かけてごめんなさい。


    [image: ]：べつに心配はしてませんでしたけど。


    



    　香苗の失踪について、何かにゃー様に言ってみたかったが、適切な言葉が浮かんでこなかった。


    　香苗も、結ゆい華かも、にゃー様には似つかわしくない。


    　東とう京きようへ向かう急行電車の車内を思い出した。こうしてノートパソコンに向かっていると麻ま痺ひしてしまうが、あれが現実の距離感というものだ。


    



    ──草食さん、ＰＣ壊してましたよ。


    [image: ]：もうネットしないのかな。


    ──うん、やめるって。


    [image: ]：そうなんだ。


    ──草食さん追放したのみんな知らないみたいですけど。


    [image: ]：うん、一号さんが決めたことだから。


    ──一号さんが？


    [image: ]：わたしはどっちでもいいんだけど、宮きゆう殿でんのルールなんだって。


    



    　女王様には絶対服ふく従じゆう。


    　にゃー様と近くなると忘れてしまいがちなルールに草食さんは触れてしまったのだ。


    



    ──今、全ぜん裸らじゃないですけど。


    [image: ]：りょーくんはいいの。


    ──一号さんって偉いんだ。


    [image: ]：そういうのきらい。


    ──え？


    [image: ]：楽しくないお仕置きは嫌いです。


    



    　それは輪りん玖くも賛成だ。


    　草食さんが派は閥ばつのようなものを作ろうとしたときも、輪玖は内心で強い抵抗を覚えていた。そんな小さな争いごとは、にゃー様にふさわしくない。


    　しばらく間まがあって、にゃー様が言葉を続ける。


    



    [image: ]：東とう京きようって近いんですか？


    ──ううん、電車でかなりかかりました。


    [image: ]：そうなんだ。


    ──ネットじゃ近いけど、現実は離れてるんだなって思いました。


    [image: ]：りょーくんとわたしも？


    ──今は近いですけど。


    [image: ]：一緒に遠くに行けるといいね。


    ──え？


    [image: ]：二人なら掟おきてとかルールとか関係ないもん。


    



    　にゃー様らしからぬ言葉だった。


    　いつもなら輪玖が感傷的なことを言って、にゃー様に茶ちや化かされるところだ。これが直通のチャットソフトでなければ、成りすましではないかと疑うところだ。


    



    ──遠くって？


    [image: ]：昔ね、好きだった子に告白した場所。


    ──にゃー様の昔って、小学生？


    [image: ]：ふふふ、ご想像にお任せします。


    [image: ]：でも、ひとりで行ってもつまんないから。


    



    　にゃー様が、毬まり乃のみたいなことを言う。


    　あるいは香か苗なえだろうか？


    　こんな些さ細さいな会話を材料にしても、生まれるのは推理ではなく単なる妄もう想そうだ。


    



    ──魔法のチケット的なものがあったら一緒に行けますね。


    [image: ]：じゃあ、チケットあげるね。


    ──僕に？


    [image: ]：うん……今日は音声なしでいい？


    ──はい。でも、どうして？


    [image: ]：ちょっと恥ずかしくなっちゃいました。


    



    　にゃー様がこんなことを言うのは輪りん玖くに対してだけだ。


    　だから輪玖は今日も鳴く。


    



    ──にゃー。


    [image: ]：にゃー。


    



    　同じ文字列が上下に並び、輪玖の吐と息いきは夜の帷とばりに溶け込んでゆく。


    　香苗は今、どこにいるのだろう。


    　にゃー様のように、どこか遠くに向かっているのだろうか。
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    「りんりんって、わたしのこと好きだったよね？」


    　前を歩く結ゆい華かが、突然切り込んできた。


    　水曜の放課後、輪りん玖くと結華はいつもの下校ルートを外れ、桜さくら木ぎ川沿いの遊歩道を縦に並んで歩いていた。


    　幻まぼろしの鮎あゆの話を聞いた結華が、陸上部の助すけっ人とをキャンセルして自然科学部に顔を出したのだ。桜木川水すい槽そうの前であんみつ先生の鮎講義を聞かされ、準備室の掃除をしたあとの帰り道だった。


    　輪玖は結華にショックを与えないように気を配りながら、内密の話だとして香苗の失しつ踪そうを告げた。対する結ゆい華かの返答が、それだった。


    「結華さん？」


    「違った？」


    　声に有無を言わさぬ迫力がある。仕方なく頷うなずくと、結華は満足そうな表情を浮かべた。


    「あはは、正直なのはいいね」


    　結華が何を思ってそんなことを聞いたのか、輪りん玖くにはまるでわからない。


    「心配じゃないの？」


    「ううん、心配」


    　その言葉に噓うそはないのだろうが、今日まで結華があの歓迎会のフォローをしている様子は窺うかがえなかった。


    「やっぱり気づいてたんだ」


    「そりゃわかるよ。りんりん、いつも目がキラキラしてたもん。でも、途中で香カ苗ナちゃんに取られちゃったな」


    「香か苗なえじゃないよ」


    「へえ、ほかに好きな人がいるの？」


    「うん……でもいるかどうかはわからない」


    　そうだ、輪玖が本当に好きな人は、幻まぼろしの鮎あゆのようにいるかもしれないし、猫の死体のようにどこにもいないかもしれない。


    「香苗ちゃんかわいそう」


    　結華の声のトーンが上がる。ふっと柑かん橘きつ系が香ってきた。


    「いい匂におい」


    「そんなことないよ」


    　久しぶりに見る、柑橘系の結華さんの笑顔だ。


    　かつての輝きを取り戻したくせに、香苗の失踪には触れようとしない結華がじれったくて、輪玖は少しだけ言葉に棘とげを生はやした。


    「それって化粧水なんでしょ」


    「……香苗ちゃんに聞いたの？」


    「うん」


    「そうなんだ！」


    　不意に結華の声が弾はずんだ。


    「香苗ちゃん、何か言ってた？」


    「え？」


    「化粧水、自分でも使ってるとか、そういうこと！」


    「うん、使ってる。いい匂いだって」


    「そうなんだ、よかった！」


    　結ゆい華かの声が大きくなった。何か張り詰めていた糸が切れてしまうのではないかと思わせる口調、輪りん玖くは生なま唾つばを飲んだ。


    「りんりんって、ちょっと猫っぽいね！」


    　なんの脈みやく絡らくもなく話が飛んだ。


    「犬じゃなくて？」


    「だって、従順じゃないもん！」


    「気まぐれでもないと思うけど」


    「ね、にゃーって言ってみて！」


    「え？」


    「にゃー！」


    「結華……さん？」


    　桜さくら木ぎ川に架けられた橋を渡る。煉れん瓦がの遊歩道に入ると、急に腕を引っ張られた。欄らん干かんに寄り添うように植えられた椿つばきの陰にもぐりこむようにして、結華との距離が縮まる。


    「ね、キスしよっか？」


    「どうして」


    「わたしじゃダメかな」


    「けど、今は香苗のこと……」


    「学校のアイドルとキスしたくない？　ファーストキスじゃないけど、りんりんならいいよ」


    「結華さん……？」


    　濃密な柑かん橘きつ系の吐と息いきが鼻先をかすめる。


    　錯さつ覚かくだろうか。輪玖を押さえつけた結華の頰ほおが上じよう気きしている。まるで発情しているように。


    　香か苗なえの失しつ踪そうが、結華の隠されたスイッチを入れてしまったのだろうか。


    　だとしたら何故なぜだ。


    　香苗と結華、対照的な二人に親しい交流があったのだろうか。


    　でもどうしてキスなのだろう。あるいは結華は単純に輪玖のことを……？


    「りんりんが欲しいものをあげる」


    　呼吸が止まる。


    　それは、にゃー様の言葉だった。


    　相手が欲しているものを与えて、あとは殴りたい放題だ──輪玖がこのキスを受けたら、結華から好き放題されてしまうのだろうか。


    「待って」


    「だめ」


    　両脚の間に結華の太ももがねじ込まれる。それは、橋の上で鉢巻きを首に巻かれたときの再現だった。


    　キスという言葉の持つ甘い雰囲気はどこにもなかった。動けない。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように立ち尽くす輪りん玖くを楽しそうに眺めた結ゆい華かは、不意に背後を振り返った。


    「行こ」


    「え？」


    「誰かに見られてるみたいで気持ち悪い」


    　強く手を引かれ、椿つばきの陰から連れ出される。


    　手をつないだまま、結華に連れん行こうされるように次の角を折れた。このまま進むと彼女の家の方角だ。百メートルほど歩いたところで、ようやく気持ちが落ち着いてきた。乱れた息を整えながら、早足の結華を追いかける。


    「ファーストキスじゃないって」


    「なに？」


    「結華さん、誰とキスしたの」


    「香カ苗ナちゃん」


    　早足で坂を上る結華が、こともなげに香か苗なえの名前を転がした。


    



    　結華の家は、豪ごう邸ていと呼んで差し支つかえのない構えをしていた。


    　赤いレンガに覆おおわれた三階建ては少し時代の経たった建物に見えたが、いかにも金持ちが住んでいそうな重じゆう厚こうさがあった。


    　樽たる人ひと氏のような中途半端な小金持ちとは、庭の広さからしてスケールが違う。インターホンを鳴らさずに鍵かぎでドアを開けると、廊下の奥から母親らしい女性が姿を現した。


    「おかえりなさい結華ちゃん、あらお客さま？」


    　こざっぱりとした格好の、どこか香苗の母親に似た雰囲気の気の弱そうな女性だ。結華は彼女に『ただいま』を返さずに靴くつを脱ぐ。


    「りんりん、あがって」


    「珍しいのね、結華ちゃんが友達を連れてくるなんて」


    「お邪魔します」


    「どうぞそちらのスリッパを使ってくださいね。どうしましょう、学校の友達が来るなんて久しぶりだから、何も用意してないのだけど」


    「りんりん、こっち」


    　おろおろする母親を煩わずらわしそうに手で追い払うと、結華はさっさと二階へ続く階段を昇ってゆく。輪玖の家のような狭くて急角度の階段ではなく、病院のように幅の広い、緩ゆるやかな階段だ。


    　家での結華は、気さくで誰とでも親しげな学校の結華さんとはまるで別人だった。


    「親と仲悪いの？」


    「そんなことないよ。親とは仲良し」


    　けろっとした顔で微ほほ笑えむ結ゆい華かだが、彼女は結局母親と一言も口をきいていなかった。


    　広い廊下の突き当たりが彼女の部屋らしい。ドアの前に立った結華はすぐには部屋に入らなかった。


    　ドアノブにチェーンが巻かれて、南なん京きん錠じようが三個もぶら下がっている。結華はそれらをひとつひとつ鍵かぎで開けはじめたのだ。


    「待たせてごめんね、変な人が入ってくるから」


    「え？」


    「うちは鍵かけないとダメなの、もうちょっと待ってて」


    　変な人というのは、さっきの母親のことだろうか。


    　さっきからこの家は不思議なことばかりだ。結華の家庭にくらべたら、輪りん玖くと樽たる人ひと氏の関係など極めて平和なものかもしれない。


    　香か苗なえの失しつ踪そうを告げてからの結華の行動は、どれもいつもの彼女からは想像のつかないものだった。鉢巻きで首を絞められたとき、輪玖は自分だけが結華の素顔に迫ったのだと自惚うぬぼれたが、それは本当に自惚れだったのかもしれない。目の前にいる結華は、輪玖の知っているどの結華とも違っていた。


    　けれど、彼女は何か大切なことを知っているのかもしれない。


    　香苗がファーストキスの相手──。


    　さっきの言葉が頭の中にひっかかっている。最初の湧ゆう水すい調査でも、輪玖は公園の茂みで折り重なるように抱き合っている二人を見ていた。


    　もし、あれがキスだったのだとすれば、香苗のファーストキスは輪玖ではないということになる。いや、そんなことよりも、この二人の間にどんな糸が張られていたのだろうか。


    「どうぞ」


    　ドアが開いた。


    　結華に手を引かれて輪玖は薄暗い室内に通された。


    　間接照明のボールランプが床に転がっている。部屋の明かりはそれだけで、机に置かれた液晶のモニターがやけに眩まぶしかった。画面ではスクリーンセーバーの幾き何か学がく模様が回転している。


    　床の上には箱や紙や写真のようなものが、乱雑に散らばっていた。


    「これって」


    「憧あこがれの女の子のプライベートルーム、かな？」


    　くすくすと結華が笑う。声こわ色いろはいつもと一緒だが、彼女は楽しそうにスキップをして液晶モニターの置かれた机に駆け寄った。


    「りんりん、キスのかわりにいいもの見せてあげる、こっち来て」


    　逃げ出したくなるのをこらえて、結ゆい華かの前に歩み寄る。


    　机の上にデスクトップパソコンが置かれている。結華はエクスプローラーで自分の名前が書かれたフォルダを開き、動画ファイルをクリックした。


    「香か苗なえの？」


    「ううん、わたし」


    「結華さん？」


    「そう、こないだ編集したの。見ててね、絶対ドキドキできるから」


    　画面に映されたのは、早朝のニュース番組の動画だった。『おてがら美少女中学生、人命救助！』。輪りん玖くにも見覚えのあるテロップの下、巾きん着ちやく池のロケで結華がインタビューを受けている。


    「これ、家で見たよ」


    「もう少し先」


    　視線を画面に戻す。樽たる人ひと氏がこれを見て興奮していたのを思い出した。


    　確かに、画面の中の結華は綺き麗れいだった。


    　テレビが作り出したのは、清せい楚そで、真面目まじめで、それでいて快活でユーモアのある、非の打ち所のない美少女だ。


    　このニュース映像がきっかけになり、彼女は一いち躍やく、市を代表する中学生へと駆け上がったのだ。


    「ネットでも結華さんの画像よく見るよ」


    「だよね。芸能事務所からも手紙が来たよ、たくさん」


    「タレントになるの？」


    「まさか、受験あるもん」


    　結華の口く調ちようはいつもと変わらない。ただ視線だけが画面から離れなかった。


    　自分を褒ほめるニュース番組を見せて自慢をしたいわけでもないだろう。ならばいったい何を見せようというのだ。


    　そのとき、映像に一瞬何か別の画像が差し込まれた。


    「見えた？」


    「ううん、サブリミナル？」


    「今はね。でも、だんだん長くなるから」


    「どういうこと？」


    「いいから見てて」


    　インタビューを受ける結華の動画に、別の画像が差し込まれている。もしや死体画像ではないだろうかと身構えたのは、にゃー様の調教が染みついているせいだ。


    　輪玖の心配とは裏腹に、差し込まれているのは肌色の多い、裸はだかの画像のようだった。


    「何これ？」


    「だから編集したの。まだ見えないかな」


    「なにを……」


    　息が詰まった。


    　瞬まばたきをした輪りん玖くは、ふたたび画面を確認した。その画像は一瞬で通り過ぎ、今再生されているのはインタビューを受けている結ゆい華かの映像だ。


    「今の……」


    「また来るからだいじょうぶ」


    　語尾にくすくすと笑い声がかぶさる。結華は輪玖の手首を握って、机にぎゅっと押さえつけている。


    　また表示された。


    　今度こそ、輪玖ははっきりと確認した。


    　インタビューの合間に差し込まれていたのは結華の画像だった。


    　すぐに画面がインタビューに戻り、数秒後に次の画像が現れる。


    　間違いなく結華だ。


    　しかも、裸はだかの写真だとわかった。


    「合成してるの？」


    「そう見えた？」


    「いや、でも……噓うそでしょ？」


    「見てればわかるから」


    　次第に画像の表示時間が長くなる。ほんの瞬きほどの時間から、半秒、一秒、二秒──確かにそれは結華の画像だった。


    　場所は浴室と洗面所のようだ。裸の結華が鏡に向かって、携帯を構えながらピースしている。インタビューの音声はいっさい途切れず、画像だけが次々に切り替わる。


    　今度はベッドに仰あお向むけになった結華の写真だった。


    　喉のどが鳴った。視線が液晶モニターから離せない。


    　仰向けの結華は、両足を蛙かえるのように広げて内臓まで見せた姿のままピースをしていた。


    「結華……」


    「これ見せるのりんりんが最初。どう、ラッキー？」


    「結華さん！」


    「ふふふ、次はアップだよー」


    　画面の下半分に無修正の局部が大写しになる。


    　ネットで漁あさったことのある画像に似たものが、結華の顔の真下で口を広げていた。どれも鏡越しに撮とられた画像だ。画面の奥で携帯を構えた結華があっけらかんとした笑顔のまま、ピースサインをつくっている。


    　脅おどされたり、乱暴された様子はなかった。いつも廊下で女子と話しているときのような、屈くつ託たくのない笑顔が画面から輪りん玖くを見つめている。


    「どうして……」


    「理由は特にないの。でも、いつかネットに流してみたら面白いかなって」


    「だから、どうして」


    「破は滅めつのスイッチ」


    「破滅？」


    「うーん、破滅って言うと大げさだよね。社会的な意味での自殺？」


    　その言葉も聞いたことがある。


    　輪玖のよく知っている声がそれと同じ言葉を紡つむいでいた。脳のう幹かんを痺しびれさせる、甘い、スピーカー越しの囁ささやきで。


    「まさか結ゆい華かさんが……」


    　言い終わる前に足をすくわれた。


    　ぐるりと部屋の様子が半回転して、仰あお向むけになった輪玖の身体がベッドの上に落ちる。


    　身体を起こそうとしたところで腹部に圧力を感じた。結華が馬乗りになったのだ。息が詰まり、首に何かが巻きついた。


    　──鉢巻き？


    　思う間まもなく絞め上げられる。


    「りんりんって、やっぱり首輪似合うよね。香カ苗ナちゃんのこと好きなんだ？」


    「違う……よ」


    「わたしの下で噓うそをつくのはダメですよ」


    　さっきから、公園で結華と折り重なっていた香か苗なえの姿が頭の中をぐるぐると回っている。まさか、まさか香苗も結華に……。


    「結華さん、香苗にもこんなこと」


    「どんなこと？」


    　ギュッと首を絞められる。


    　その拍ひよう子しに唾だ液えきが気管に入り込み、輪玖は激しくむせた。


    「あはは、泣いてる。それとも気持ちよくなっちゃった？」


    　薄暗い照明の中、胸の上にまたがった結華の股こ間かんに白い下着が見える。


    「どこ見てるの？　わたしのパンツ見たい？」


    　けらけらと笑った結華は、自分からスカートをめくって白い下着を見せつけてくる。部屋が暗いのではっきりとはわからないが、本物の下着に間違いないだろう。


    「心配しなくてもいいよ。わたしは絶対に香苗ちゃんをいじめたりしないの。その逆、慰なぐさめてあげる係なんだから」


    「係？」


    「そう、いじめられっ子の香カ苗ナちゃんを慰なぐさめて、幸せにしてあげる係」


    　頭上の結ゆい華かがうっとりと呟つぶやく。


    　輪りん玖くの上で、結華の幻げん想そうが崩れようとしていた。群衆の中に埋まい没ぼつするのではなく、柑かん橘きつ系の正体を暴あばいたせいでもなく、結華が自分から背中に隠した黒い翼を広げたのだ。


    「藪やぶに言われたの？」


    「藪なんてゴミクズだもん」


    　藪はゴミクズだ。


    　同様に、りょーも、臣しん民みんもゴミクズだ。


    　結華の口からこぼれる言葉は、すべてがにゃー様の言葉だった。


    「にゃ……」


    「二組サイコー！」


    　また首を絞められ、輪玖は言葉を奪われた。


    　嘔おう吐としそうな窒ちつ息そくはほんの数秒だった。解放された輪玖の鼻先に、携帯電話の画面が突きつけられる。いつの間まにか首の鉢巻きは、片手で絞め上げられるように結ばれていた。


    「りんりん、よく見て」


    　鼻先の液晶画面に映されていたのは、香か苗なえの写真だった。


    　屋上だろうか。フェンスにしがみついた香苗を、数人の男子が取り囲んでいる。スカートのお尻しりにおもちゃのバットが押し当てられていた。


    「これ……！」


    「けつバット☆炸さく裂れつです」


    　アニメっぽい声をつくった結華が、次の画像を表示する。


    　屋上の隅すみで香苗がうずくまっている。足元にさっきのバットが転がっているが、男子の姿はフレームの中に入っていない。


    　全身の血が逆流しそうだった。同時に輪玖は、屋上で涙を流していた香苗の姿を思い出した。きっとあのときの写真だ。けれど、誰がこんなことを。


    「藪か！」


    「あいつはゴミ」


    「けど藪だろ、これ」


    「違うよ、藪じゃなくて……」


    　結華が何人かの男子の名前を読み上げる。その中に藪はいなかった。挙げられた名前は、いつも輪玖と一緒に輪をつくってくだらない雑談で盛り上がっている気心の知れた連中だ。


    「どうして」


    「安心して、性的ないじめだけは絶対ＮＧって決めてるから」


    「あの掲示板って、結ゆい華かさんが？」


    「頭いいね、さすがりんりん。偽ぎ名めいだと誰が誰だかわからないでしょ。藪やぶはバカだから何書いてもすぐにわかるけど」


    　携帯電話が閉じられた。輪りん玖くの世界が裏返しになる。


    　目の前に結ゆい華かの顔がある。さっきキスをしようとしたときのように、彼女の頰ほおは上じよう気きして、瞳ひとみが赤く潤うるんでいた。


    「わたしね、藪のバカだけは嫌いなの。あいつのせいで香カ苗ナちゃん学校来なくなったんだよ。りんりんも同じこと思ってたでしょ？」


    　きゅっきゅっ、と、愛あい撫ぶするように鉢巻きが絞められる。


    　馬乗りで首を絞められたまま、次から次に情報を突きつけられ、まっとうな判断力が機能しない。なぜ、自分はここで首を絞められているのだ？


    「だからね、香苗ちゃんを連れ戻してくれたりんりんは大好き。本当だよ。だから恥ずかしい写真だって見せてあげたし、りんりんが欲しければ処しよ女じよだってあげる」


    　言葉は耳から脳に伝わるが、結華の表情がまるで見えない。


    　だから、彼女がにゃー様なのか？


    「あはは、豚の性器が勃ぼつ起きしちゃったね」
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    　輪りん玖くの肉体の反応を敏感に察知した結ゆい華かが、首の鉢巻きをさらに締め上げる。


    「知ってる？　豚って、処分される瞬間が一番気持ちいいんだって」


    「そんな」


    「なんてね、噓うそだけど。でもりんりんは気持ち良さそうな泣き顔してるよ。かわいいな、ずっと前から言ってたでしょ、りんりん弟みたいでかわいいって」


    「なんでこんなこと」


    「だから、かわいい顔が見たいから」


    「違うよ、香か苗なえ……」


    「ああ、それはね」


    　結華の顔が近づいてくる。そのままキスをされるのかと思ったら、耳たぶに唇くちびるが押し当てられた。


    「錬れん金きん術じゆつ」


    「え？」


    「錬金術で、香カ苗ナちゃんはピカピカになるの」


    　鉢巻きを強く絞められた。視界がみるみるうちに狭きよう窄さくを始め、死の恐怖が輪玖の意識を抱きすくめる。


    「わたしがね、香苗ちゃんを完かん璧ぺきにするって決めたの。なのに香苗ちゃんはりんりんのことが好きなんだって。知ってた？　いっつもりんりんのこと見てるんだから。毎日りんりんのことばっかり考えて眠れないんだって。りんりんが香苗ちゃんのこと嫌いだから、香苗ちゃんも自分のことが嫌いなんだって」


    　怒ど濤とうの告白が輪玖を打ちのめす。鉢巻きの絞こう首しゆよりもよほど呼吸が苦しくなる。


    　川の中に没ぼつしたときのように手足をじたばたと動かした。すぐに結華の膝ひざが輪玖の手首を踏み潰つぶし、必死の抵抗をねじ伏せる。


    「でもね、りんりんにはあげない。香苗ちゃんはわたしが作ったんだから」


    　鉢巻きを絞しぼりながら、結華は心から楽しそうに笑っていた。


    「だからね、大好きなりんりんはわたしが処刑してあげるの」


    「雷らい帝てい──」


    　無意識の言葉が唇を割り鉢巻きの締め付けがわずかに緩ゆるんだ。


    「にゃー様？」


    　その名前を口にしたとたん結華が動きを止めた。


    　まるで時が止まったかのような沈黙が通りすぎ、結華の身体がわなわなと震えはじめる。


    「噓……りんりん、誰？」


    「結華さん、にゃー様？」


    　悲鳴を飲み込んだ結華がベッドから飛び降りた。上体を起こした輪玖は、四つんばいで追いかける。


    「にゃー様は結ゆい華かさんだったんだ」


    　ベッドの陰に逃げ込もうとした結華の足首をつかんで、引き戻す。


    「にゃー様！」


    「やめて」


    　泣き声になった結華がうずくまる。


    　間接照明に押し当てた身体を丸め、小刻みに震えている。


    「香カ苗ナちゃん、いなくなっちゃった……」


    　これが、にゃー様？


    「なら、どうしていじめたの」


    「さっき言ったもん」


    「わかんないよ」


    「わたしだってわかんない！」


    　立ち上がった結華は、デスクトップパソコンに刺さっていたＵＳＢメモリーを乱暴に引き抜いた。


    「これ、あげるからもう帰って」


    「結華さん？」


    「りんりんなら、きっと香苗ちゃんみたいになれると思ったのにな……」


    　壁のスイッチが押されて、天井の蛍けい光こう灯とうが白く光る。


    　ようやく結華の部屋が姿を現し、輪りん玖くは息を呑のんだ。


    　部屋の中は滅め茶ちや苦く茶ちやに散らかっていた。


    　マジックで落書きをされた床、ところどころ壁紙の剥はがされた壁、何か鋭えい利りなナイフで壁紙を切り裂いた痕こん跡せきもある。床のあちこちに散らばっていたのは、どれも液晶画面に映されていたような結華の写真だった。


    　笑顔と性器と生徒手帳。たったそれだけで、いつでも結華は破は滅めつできる。


    「帰って」


    「ごめん、俺おれ……ごめん」


    「べつにいいよ。あ、でもファーストキスの話は学校で喋しやべらないで」


    　なぜかそこだけ口止めした結華は、力尽きたようにベッドに仰あお向むけになった。リモコンを操作すると、聞いたことのない音楽が流れだし、ボリュームが次第に大きくなる。


    　壁のコルクボードには、クラスで遠足に行ったときの集合写真が飾られていた。香か苗なえと輪玖を除のぞいた全員の両目にまち針が刺さっていた。
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    　首には真っ赤かな絞しめ痕あとがついていた。


    　よろよろと自宅に戻った輪りん玖くは洗面所で出血がないことを確認し、そこでようやく自分が失しつ禁きんしていることに気がついた。染みはごく小さなもので、床を汚す心配はなかったが、輪玖は急いで下着を洗って部屋に逃げ込んだ。


    　ベッドに突っ伏していたのは、何分くらいだっただろうか。結ゆい華かから渡された白いＵＳＢメモリーを差して、ノートパソコンの電源を入れた。


    　まだ、頭は混乱したままだ。


    　生還を遂とげた安あん堵どは大きかったが、結華の家で見たものの整理はまるでできていない。


    　──結華さんが、にゃー様？


    　正体を明かしてしまったのは、それだけ香か苗なえの失しつ踪そうがショックだったということだろう。だったらどうして掲示板で香苗を追い詰めたのだ。


    「錬れん金きん術じゆつ？」


    　その言葉の意味がわからない。


    　すべての答えが、このＵＳＢメモリーに入っているのだろうか。


    　香苗のノートパソコンが立ち上がった。ＵＳＢメモリーの内部を覗のぞくと、そこに並んでいたのは日付ごとに整理された大量のテキストファイルだった。開いてみると、それらがすべてチャットのログだとわかった。


    　日付はおよそ一年前から、月の前半と後半に分けられたフォルダに収められている。いくつかの画像ファイルは、どれもが下着のアップだった。


    　輪玖が持っている画像によく似ているが、これもにゃー様の画像なのだろうか。


    　一番古いフォルダを開く。


    　最古のログは一年二か月前。中一になったばかりの結華と香苗の会話記録だった。


    



    かな：また学校休んじゃった。


    



    　最初の一行はそう始まっている。


    



    ユイ：だいじょーぶだよ、たいした授業じゃなかったし。


    ユイ：学校でかなちゃんに会いたいよお。


    かな：でも、菌きんとか言われるし。


    ユイ：かなちゃん、モテモテじゃん。


    かな：どうして？


    ユイ：そういうこと言うやつって、相手が好きだからっていうでしょ？


    



    　素直に解釈すれば、『かな』が香か苗なえ、『ユイ』が結ゆい華かということだろう。


    　結華が個人的に保存していたログファイルに、罠わなやトリックが仕掛けられているとは考えにくい。そう思って読み進めることにした。


    　これを見る限り、香苗と結華の間にはチャットを介した交遊関係が一年以上前から存在していたことになる。ちょうど、輪りん玖くが香苗から遠ざかっていた時期のことだ。


    　オナモミの勲くん章しようを思い出して、少しだけ胸が締めつけられた。


    　会話は長く続いていたが、ほとんどは女子の人間関係やテレビドラマの話題で、二人の仲なか睦むつまじい関係を知る以上の情報は含まれていないようだ。輪玖はページをスクロールさせ、流し読みに切り替えた。


    　はじめの三ファイルほどは、中学生用の健全なチャットサイトのログらしく、延々と他た愛わいもない会話が続いていた。


    　かいつまんだ情報を総合すると、香苗をチャットに誘ったのは結華のほうで、二人は学校ではほとんど会話をしたことがなかったらしい。入学式の日に交換した香苗の携帯アドレスに結華がメールを送り、そこから文字列の付き合いが始まった。


    　二人の会話は、ごく微ほほ笑えましい中学生の会話だった。


    　結華が香苗のことを『香カ苗ナちゃん』と呼ぶのは、これがきっかけなのかもしれない。二人とも身近な異性には興味がないらしく、話題はいつもドラマや漫画だった。アニメの主人公の恋愛を熱心に語ったりしていることもある。飛ばし読みで一〇ファイル目まで送ると、香苗のチャットマナーもすっかり慣れたものになり、二人はまるで親友のように打ち解けていた。


    　異変があったのは二週間後のことだ。


    　その日、また学校を休んだ香苗は、出だしから暗かった。


    



    かな：私、もういなくなったほうがいいのかな。


    ユイ：どうしたの？　平気平気、何も変なことなかったから。


    



    　香苗にプレッシャーを与えないようにしながら、結華は学校の何が嫌なのかを引き出そうとする。


    



    かな：嫌なことをする男子がいるから、かな。


    ユイ：男子は嫌い？


    かな：嫌いじゃないけど、怖いよ。


    



    　香か苗なえらしい理由だ。


    　男子が香苗にちょっかいを出すのは、あいつがいつもビクビクしているからだ。小動物をからかうようなつもりで手を出して、それがいつしか当たり前のストレス発散になってしまう。


    　結ゆい華かも同じことに気づいたのだろう、いつもは学校の話題など手短に切り上げるユイが、その日は長い時間をかけて香苗の欠席の理由を聞き出そうとしていた。


    



    ユイ：男子が怖くなくなる方法、知りたくない？


    かな：私には無理だと思う。


    ユイ：できるよ、かなちゃんなら。


    



    　自分の中に沈んでしまいそうな香苗の手を、結華が握って引き上げる。


    　次のログは、どこか別のサイトの多人数チャットのものだった。中学一年生の女子だと素直に名乗った結華と香苗が、チャットの参加メンバーから質問攻めにあっている。


    　それらのほとんどは、性に関する赤せき裸ら々らな問いだった。自じ慰いの回数やヘアの有う無む、性器の形状など、まるで医者のように根掘り葉掘り聞いてくる。文字列の喧けん騒そうは、どこか宮きゆう殿でんのパーティーチャットでカナエに群むらがる臣しん民みんたちにも似ていた。
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    ユイ：ね？　男ってバカだなーって思うでしょ？


    かな：うん、ちょっとびっくりした。


    ユイ：また一緒に行ってみようよ。


    かな：そうだね☆


    



    　☆マークをつけて香か苗なえが返答する。


    　それから先の数ファイルは、二人がいくつかのサイトのパーティーチャットで遊んでいるログが続いた。


    　どこのチャットでも、中学生女子だと明かした瞬間に二人が会話の主役になる。結ゆい華かはこんな方法で香苗に登校を促うながしていたのだ。


    　チャットで注目を集める遊びに、香苗ははまり込んでいった。


    　その快感は輪りん玖くも少しだけ知っている。漫画の中の出来事のように、周りの全員がチヤホヤするのだ。自分を喜ばせるような言葉を選び、不快な思いをさせないように気を遣う。それは、これまでの人生で初めての経験だった。


    



    ユイ：いい、ぜったいに写真と本名はダメ、あとメアドとかも。


    



    　守るべき個人情報について、結華は香苗に何度も注意して聞かせている。


    　おそらく彼女自身もチャットにはまっていたのだろう。だから、香苗の手を引いて、自分と同じ世界に連れていこうとしたのだ。


    　結華が輪玖に嫉しつ妬とめいた感情を持っていた理由も、これを読めばよくわかる。


    　今の香苗を作ったのは自分だ。


    　確かにそのとおりだ。これは、結華と香苗の隠された関係の記録だが、同時に香苗に宛あてたラブレターのようなものだ。


    　やがて二人はアダルト向けのチャットにも顔を覗のぞかせるようになる。さらには、２ショットの個室チャットへと。


    　結華に手を引かれながら、香苗は新しい刺激に足を踏み入れてゆく。


    



    ユイ：昨日きのうも個室やってたの？


    かな：うん、でも三十分くらいだから。


    ユイ：どんな人だった？


    かな：変な人だったよ。自分の画像を掲示板に貼はり付けて、見せようとして。


    ユイ：どんな？


    かな：Ｈなとこ。


    ユイ：見たの？


    かな：あ、でも、そうしないと悪いかなって思ったから。


    ユイ：ドキドキした？


    かな：しないよ、ちょっと怖かったし。


    ユイ：ばかだよね。頼んでもないのに見せたがる人って。


    かな：うん、ちょっと理解できない。


    ユイ：バカにしてあげると、もっと喜ぶよ。


    かな：そんなの怖いよ。やっぱり大人のチャットはもうやめたほうがいいかも。


    



    　その日は及び腰になった香か苗なえだが、それから先も彼女は幾度となくアダルトチャットに足を運んでいたようだ。


    　ログファイルに、２ショットのアダルトチャットのものが混じるようになったのだ。香苗が自分でログを保存して結ゆい華かに送ったのだろうか、そこに結華の名前はなく、香苗と知らないハンドルネームの男性との赤せき裸ら々らな交こう歓かんが綴つづられている。


    　基本的に、香苗のチャットは受け身だった。


    　それもそのはずで、年齢を告白するだけで相手が全力の奉ほう仕しをしてくれるのだから、あとは流れに身を任せればいい。


    　声や画像をしつこく要求する男や、住所を聞き出そうとする男、性器や射しや精せいの瞬間を送りつけてくる男、なかには年齢を聞いて説教を始める男もいた。そのくせ、Ｈに持ち込んで香苗を口く説どこうとしているのだ。


    　ずこずこずこ、だの、ズンズンズン、だの、読んでいるこっちが苦笑してしまいそうな、稚ち拙せつな擬ぎ音おんがログに混ざる。チャット慣れした臣しん民みんたちが読んでも鼻で笑うだろう。


    　けれど初心者の香苗は、そんな幼稚なチャットにはまり込んでいったのだ。


    



    ユイ：ね、男ってバカでしょ？


    かな：うん、ちょっとそうかもしれない。


    



    　合間に結華と香苗のチャットログが差し込まれる。


    　輪りん玖くがにゃー様の宮きゆう殿でんに通いつめていたように、二人ともアダルトチャットでのスリルと発散が病やみ付きになったのだ。


    　かなり読んだつもりだが、これでも全体のログの十分の一程度だった。


    　いったい、この先に何があるというのだろうか。結ゆい華かがにゃー様になるのだとしたら、おそらくはこの時期なのだろうが、肝かん心じんの結華のログはほとんど残っていなかった。


    　一方で、ネットの香か苗なえには新しい出会いが訪れていた。


    『凜』というハンドルネームの男が現れたのだ。凜──りんと読むのだろうか、彼は落ち着いた敬語で香苗と話し、がっついた様子を見せない相手だった。


    　香苗が凜りんを気に入ったのか、『かな』と『凜』のチャットがそこから回数を増やしてゆく。どれも性にまつわる話題だったが、擬ぎ似じ的なセックスをせずに雑談だけで終わるログも珍しくなかった。


    「リンくん」


    　香苗の声がふいに蘇よみがえり、胸が締め付けられる。


    　凜──リンくん。


    　単なる偶然だ、けれど香苗はチャットの相手に輪りん玖くの姿を映していたのかもしれない。あるいは逆で、輪玖の中に凜の面おも影かげを──。


    　きりきりと胸がよじれる。


    　輪玖は自分が嫉しつ妬としていることに気づいた。


    　この、過去のログに刻まれた凜という一文字に。輪玖も触れたことのない香苗の内側に入り込もうとする、狡こう猾かつな文字列に。


    　そう、凜というハンドルネームは曲くせ者ものだった。彼は中学一年生という肩書きや、文字だけの擬似セックスには興味を示さず、『かな』という少女について知りたがっていたのだ。


    　射しや精せいに向かおうとしない凜との会話に、はじめは香苗も戸惑っていたが、やがてそれは居い心ごこ地ちのいい空間に変わってゆく。


    



    凜：かなちゃんって、本当は真面目まじめなんじゃない？


    かな：どうしてですか？


    凜：言葉遣いがしっかりしてるから。


    かな：チャットなのに。


    凜：チャットのほうがわかるよ。相手がどんな人なのかって。


    



    　チャットのログから結華が脱落し、新しく現れた凜が香苗の手を引いて暗くら闇やみに招き入れようとしている。


    　凜はセックスごっこを好まなかった。そのかわり、一緒に気持ちよくなろうと香苗を誘惑する。ネットだから、文字だけの世界だから、そんな安心が働いているのか、それとも凜が巧たくみに誘導をしているのか、お芝しば居いしかしていなかった香苗が、次第に自分の赤せき裸ら々らな姿を見せはじめるのがログから伝わってきた。


    



    凜：どこが気持ちいいの？


    かな：だめ、恥ずかしいから。


    凜：かなちゃんのこと、もっと想像したいんだ。頭の中で。


    かな：頭の中だけ？


    凜：リアルになったら面白くない。


    かな：うん……あのね、胸と、あと耳たぶのところと……


    



    　香か苗なえが凜りんに身体を開こうとしている。


    　文字を読んでいるだけなのに息苦しい。輪りん玖くはＴシャツの首を広げようと指を差し入れた。汗に濡ぬれたシャツが張り付いてくる。邪魔だ。癇かん癪しやくを起こしてシャツを脱ぎ捨てた。


    　中学一年生の香苗に、凜が自じ慰いを教えこむ。次第にその回数は増え、会話内容も愛し合うカップルのように歪ゆがんできた。文字列の香苗は嬉うれしそうだ、それがたまらない。


    



    かな：凜さん、イっちゃうんですか？


    



    　まだ『凜さん』だ。


    　これが凜くんに変わったらと想像して、タッチパッドに乗せた手がカタカタと震えた。


    　自分のことで頭がいっぱいになった輪玖は、危うく香苗の変化を見落とすところだった。凜が新しい遊びを仕掛けてきたのだ。


    



    凛：だってかなちゃん、意地悪なんだもん。


    かな：そんなことないですよ、凜さんが感じやすいだけ。


    凛：ほら、やっぱり意地悪。


    かな：ふふふ、凜さんってかわいいな。


    



    　どこか懐なつかしいやり取りが目に留まる。


    　二人の人間関係が変わりつつあった。凜が受け身に回るようになり、それまで教わる一方だった香苗は、凜を出し抜いたことを喜んでいる。


    



    凜：かなちゃんのこともっと知りたいな。


    かな：うん、いいですよ、凜さんなら。


    凜：じゃあ、本当の名前は？


    かな：え？


    凜：フルネームじゃなくていいから、ほかのみんなには教えてない名前で呼びたい。


    かな：うん。


    凜：僕は本名も凜りんなんだ。かなちゃんは？


    かな：カナエ。


    



    　そこからの変化は早かった。


    　教わる側だった香か苗なえが攻める側に、教える側だった凜が攻められる立場に、立ち位置を逆転させる。輪りん玖くは喘あえぎながら大量のログを順番に追いかけた。それは凜というハンドルネームが、『かな』を女王様に仕立て上げるまでの記録だった。


    



    カナエ：だめですよ、凜さんはがまん。


    凜：でも、出ちゃうよカナエちゃん。


    カナエ：ふふふ、あと五分……でもね、指は止めちゃダメなんです。できるでしょ？　がまんできない子は嫌いになっちゃうかも。


    



    　流れる汗をぬぐった。


    　それは、にゃー様がりょーをじらすのとそっくり同じやり取りだった。


    　およそ一年前の日付で、今も輪りん玖くを支配しているにゃー様との秘め事が再現されていた。いや、りょーとにゃー様のチャットこそがこのログの再現なのだ。


    　最初は及び腰だった香苗を倒とう錯さくの世界におびき出す凜の手て管くだは、にゃー様にそっくりだった。


    　凜に手を引かれ、香苗は凜の口く調ちようを学習する。


    　物覚えのいい香苗は、凜との逢おう瀬せを重ねるたびににゃー様の口調を自分のものにする。


    　そうして香苗と凜の立場は完全に逆転し、凜の射しや精せいはすべて香苗にコントロールされるようになった。


    



    凜：カナエ様って呼んでもいいですか？


    カナエ：しょーがないですね、凜さんヘンタイだから。


    



    　凜は香苗に絶対の服ふく従じゆうを誓った。


    　香苗の下げ僕ぼくになった凜は、忠誠の証あかしに『かな』のためのサイトを作ると宣言する。一般のアダルトサイトで関係を続けるのではなく、ネットに『かな』の支配する世界を築きずくのだと。


    　ログを送りながら、輪玖は背筋が寒くなるのを覚えた。


    　これは、この記録はまさか……。


    



    凜：カナエ様、サイトもうすぐ完成しますから。


    カナエ：ほんとに、さすが凜りんさん。


    凜：でもまた名前が決まっていないんです。カナエ様の名前は秘密ですから。


    カナエ：じゃあ、新しい名前になっちゃいましょう。


    凜：はい、カナエ様。


    



    　そうして二人は、新しいサイトのための名前を相談する。


    　かつては凜の言うことに賛成するだけの香か苗なえだったが、このころになるとカナエが完全に主しゆ導どう権けんを握っていた。


    



    カナエ：いい名前、思いついちゃいました。


    凜：聞かせてくださいますか？


    



    　カーソルに乗せた中指に電流が走る。


    　次の行を送るのを、輪りん玖くの本能が拒絶した。


    　まるで、毒物でも注射されたのではないかと思うほど呼吸が乱れている。ぜえぜえと喘あえぎ、汗で顔を濡ぬらし、それでも輪玖は文字列の先を追うしかない。


    　震ふるえる中指がカーソルに触れ、輪玖の意思とは無関係に行を送った。


    



    カナエ：にゃー様。


    



    「にゃー様！」


    



    凜：にゃー様？


    カナエ：可愛くないですか？


    



    「可愛いに決まってるじゃないですか。だけど、どうしてにゃー様なんですか！」


    



    凜：うん、けっこういい。かわいいですね！


    



    「うるさい、一号、もっと喜べ」


    



    カナエ：ふふふ、にゃー様になっても、凜さんは好きになってくれますか？


    凜：ずっと好きに決まってるじゃないですか。


    



    「俺おれじゃなくてもいいんですか、にゃー様」


    



    カナエ：じゃあ、ごほうびに凜りんさんの名前も私が考えちゃいますね。


    カナエ：それまでは、奴ど隷れいさんでいてください。


    凜：奴隷？


    



    「そうだ、お前は奴隷一号だ。一年経たっても、お前に名前はないんだ」


    　歯は軋ぎしりをしながら、輪りん玖くはモニターに向かって吐はき捨てた。


    　それから、ノートパソコンを抱きかかえる。


    　にゃー様がいた。


    　これは、にゃー様から下か賜しされたノートパソコンだったのだ。


    「一号？」


    　ふと胸むな騒さわぎがして、輪玖は新しいフォルダを開いた。


    　この先はすべて、宮きゆう殿でんで起きたことの記録だ。輪玖の知らなかったころのにゃー様の記録。それ自体が輪玖には充分魅み力りよく的なものだったが、問題は相手役が誰かということだ。


    　宮殿ができてからしばらくは、奴隷さんだけがにゃー様の相手をしていた。奴隷では紛まぎらわしいので、奴隷一号という名前をつけられた凜が、にゃー様に服ふく従じゆうを誓っている。


    　一か月、二か月、やがて宮殿にはゲストの客が集まってくる。


    　パーティーチャットのログに、草食さんや、ポンさんの名前が見かけられるようになり、臣しん民みんと呼ばれる信者たちが生まれ、離り宮きゆうが整備され、それなのに……。


    「どうしてなんだ」


    　輪玖を戸惑わせていたのは、膨ぼう大だいな２ショットの記録だ。


    　──にゃー様。


    　──奴隷一号。


    　──にゃー様。


    　──奴隷一号。


    　何月のフォルダを開いてみても、会話をしているのはこの二人だ。ついに「りょー」の名前が現れた。もうログはわずか一か月前の日付だ。


    　その間もにゃー様は、何人もの相手とチャットをしていたはずだ。それなのに、ここに残されているのは一号さんとのログだけだ。


    　急速に広がってゆく宮殿世界とは別に、『かな』と『ユイ』のログもちらほらと残されている。こちらは一年間まるで変化のない、平和な日常会話の記録ばかりだ。


    　香か苗なえと結ゆい華かの間に、にゃー様や宮殿の名前は一度も出てこない。


    



    ユイ：かなちゃん、まだえっちなチャットしてる？


    かな：ううん、最近はぜんぜん。


    ユイ：だよね、はまると怖いし。


    かな：うん、戻れなくなっちゃいそうだもんね。


    



    　香か苗なえはすっかり戻れなくなっていたのだ。


    　そして結ゆい華かにはそのことを秘密にしている。


    「結華さん……！」


    　可能性はひとつしか考えられなかった。


    　凜りんが結華だったのだ。


    　にゃー様という絶対女王を生み出したのは、一号さんであり凜であり、結華だった。輪りん玖くが藪やぶの名前のりょうを名乗ったように、結華は輪玖の『りん』を名乗って香苗に近づいた。


    　そうして香苗を育てたのだ。


    　自分の望む、絶対の女王様に。


    　柑かん橘きつ系の香りがよぎったような気がして、輪玖は鼻頭をぬぐった。


    　何がイミテーションだ。


    　結華が奴ど隷れい一号となって香苗をにゃー様に仕立て上げたのだ。にゃー様は、結華の作り出した女王様であり、香苗は結華の言葉を真ま似ねて輪玖を調教していたのだ。


    　世界が回る。


    　結華はイミテーションなどではなかった。


    　彼女こそが本当の女王で、にゃー様は結華の反射にすぎなかった。


    　イミテーションはにゃー様だ。


    「香苗！　にゃー様！」


    　液晶のモニターを揺さぶり、表と裏の名前を呼ぶ。


    　そこに刻まれているのは、にゃー様と奴隷一号の、つまりは香苗と結華の愛の記録だった。


    　結華は自分のイミテーションとして香苗を好きになったのだろうか。本当は自分が女王様になりたい、けれど理性がそれを許さないので香苗という分身を仕立てたのだろうか。


    　空想は広がる。


    　いずれにしても、結華は黒い太陽だった。闇やみの中で香苗と輪玖は、ブラックライトの明かりを反射するようにぼんやりと光っていたにすぎない。


    　それなのに、結華は香苗を失うことになった。


    　はじめはりょーの出現だ。


    　にゃー様の関心はりょーに移り、再登校した香苗は輪玖と手をつないでいた。群衆の中に埋まい没ぼつした結ゆい華かは、いったいどんな想おもいで輪りん玖くを見ていたのだろう。


    　深い層に『自殺用』と書かれたフォルダがまぎれていた。


    　開くとそこには、数時間前に見た結華の画像が大量に蔵おさめられていた。宮きゆう殿でんの誕生を遡さかのぼった輪玖にとっては、遠い昔のような記憶だった。


    　クラスの誰もが羨せん望ぼうする結華さんのヌード。笑顔と性器と生徒手帳。にゃー様になれない結華は、こんなに深い階層のフォルダで自分をさらけだし、楽しそうにピースをしている。


    　奴ど隷れい一号と、自殺用の画像。


    　ここにあるのは結華のすべてだった。


    　柑かん橘きつ系に憧あこがれたことも、眩まぶしさに目をしばたたかせたことも、すべては遠い過去になった。何もかもさらけ出した結華を前にして、輪玖の好奇心は完全に竦すくんでいた。


    　なぜ、結華はこれを輪玖に渡したのだろう。


    　自じ暴ぼう自じ棄き。いや、生せい殺さつ与よ奪だつを輪玖に握らせたのだろうか。


    　自分ではできない自殺のスイッチを、輪玖に押させようとして……。


    「無理だよ、結華さん」


    　想像を断ち切って、輪玖は携帯電話を開いた。


    　にゃー様から送られてきたパンツや胸の画像のうち、お気に入りだけを携帯に転送してある。それらを一枚一枚開いて、輪玖は気持ちを必死に落ち着けようとした。


    　にゃー様の画像。


    　にゃー様の声。


    　いったい、にゃー様はどんな気持ちでりょーを見ていたのだろうか。


    　どうして、りょーをカナエにしたがったのだろうか。


    「カナエ……」


    　香か苗なえに会いたい。


    　輪玖と同じように調教されたのは香苗だ。きっと香苗こそが、今の輪玖の気持ちをもっとも理解してくれる相手なのだ。


    　ＵＳＢメモリーのウインドウを閉じた輪玖は、インターネットブラウザを立ち上げてにゃー様の宮殿に接続した。


    「あ！」


    　ひきつった声が出た。


    　そこにあったのは、一号さんが築きずき上げた宮殿ではなかった。


    　どこかのサイトから拾ってきたような瓦が礫れきの写真が画面の中央に表示されており、その下に大きな赤いフォントで『終了』とだけ書かれている。


    　にゃー様が消えたせいだ。


    　香苗が失しつ踪そうして、宮殿は瓦礫の廃はい墟きよに変わってしまった。このサイトの管理人はもちろん奴隷一号──つまり、結ゆい華かだ。


    　輪りん玖くは直通のチャットソフトを立ち上げた。


    　にゃー様はオフラインだ。音声チャットのアプリケーションに切り替えたところで、迷子のようににゃー様がログインしているのを見つけた。


    「にゃー様！」


    「りょーくん？」


    「にゃー様ですよね、にゃー様……」


    「りょーくん、宮きゆう殿でんが」


    「一号さん？」


    「うん……」


    　にゃー様の声が心細く聞こえるのは、錯さつ覚かくではないはずだ。


    　香か苗なえは今、どこにいるのだろう。


    「やっぱり、向こう側なんてなかったのかな」


    「そんなことないですよ」


    「わたしね、今ちょっと遠いとこ」


    　耳を澄ませる。にゃー様の声は香苗の声のように聞こえるが、錯覚のようにも思える。


    「どこですか」


    「ほんとはね、りょーくんといつか一緒に行けたらって思ってたけど、やっぱり無理みたい」


    「にゃー様？」


    「りょーくん、ばいばい」


    「待ってください、急になんですか」


    「だって、宮殿がなくなったらにゃー様の居場所もないもん」


    「ダメだよ、香苗！」


    「え？」


    「香苗はどうするの？」


    「カナエ？」


    「そう」


    「カナエも、もう消えないとだめです」


    「香苗も？」


    「けど、最後にりょーくんと話せてよかったな」


    「待って、まさかにゃー様？」


    　居場所を失っても草食さんは死ななかった。だが、香苗はどうだろう。普通の人なら躊躇ためらう最後の一線を、ふわりと飛び越してしまいそうな気がする。


    「待って、にゃー様！」


    「大丈夫だよ、りょーくんのことずっと忘れないから」


    「だめだよ、死なないで！」


    「りょーくん？」


    「だめだから、宮きゆう殿でんがなくなったってにゃー様は死なないから」


    「草食さんのときも、そんなふうに心配したの？」


    「にゃー様は草食さんと全然違う」


    「ねえ、りょーくんは、まだやり残してることってある？」


    「え？」


    「行き着くところまで行ったって、言ってたじゃないですか」


    「ありますよ。あるに決まってる」


    　まだ、ある。


    　まだりょーは、にゃー様の正体を暴あばいていない。


    　限りなく正体に迫ったかもしれないが、最後の１％を確信に変えてはいないのだ。


    「にゃー様が、本当は……」


    　この場で『香か苗なえ』に呼びかけてしまうことは簡単だ。


    　さっきは、にゃー様の妹のカナエと混同してしまったが、落ち着いて、いつものように香苗を呼べばいい。


    　けれど、もしもそれがきっかけで香苗が納得してしまったら。


    　香苗がハッピーエンドを勝手に決めて、勝手にいなくなってしまったら。


    　その想像が輪りん玖くを抱きすくめ、言葉が続かなかった。


    「にゃー様？」


    「なあに？」


    　必死に声を落ち着けて、いつもの口く調ちようで囁ささやく。ヘッドセットから返ってくるにゃー様の声に揺らぎは感じられなかった。


    　それはにゃー様の心が強いからか。それとも、すでに何かを決めてしまっているからだろうか。悪い想像が背後から追いすがってくる、それを振り払って明るい声を作った。


    「今、どこにいるんですか？」


    「ＰＣの前です」


    「どこのＰＣ？」


    「……ネット喫茶」


    「どこのネット喫茶？」


    「教えません」


    「最後なら、教えてください」


    「だめですよ、りょーくんちょっと暴走してます」


    「にゃー様だって暴走してる」


    「わたしはいつもどおりですよ」


    「いつもどおりのまま、いなくなっちゃうんですか？」


    　沈黙が答えた。


    　にゃー様も動揺しているのだ。この先、自分がどうなるかわからないでいる。


    　それは輪りん玖くも同じことだ。


    「にゃー様、どこにいるの？」


    「会っても、わたしじゃないって言ったのに」


    「それでもいいから、いなくならないで」


    　声を抑えるのは限界だった。いつしか震える声で輪玖は訴える。


    「にゃー様を捜します」


    「りょーくん？」


    「俺おれが行くまで待っていて！」


    　ヘッドセットに向かって叫んだ声が、泪なみだ声ごえになっていた。


    　頰ほおを涙が伝っている。


    　輪玖は自分の身体の異変にようやく気がついた。


    　泣いている。


    「だめですよ、勝手に消えるなんて」


    　それはまるで、皮ひ膚ふの内側で凍こおっていた感情の川かわ面もが、逆さか巻まき波を打ち怒ど濤とうとなって噴き上げてくるような感覚だった。


    　顔の筋肉がひきつり、声が出なくなる。どうにか搾しぼり出した声は子供みたいに泣いていた。にゃー様と永遠にお別れすることになるかもしれない。そう思うと、顔の痙けい攣れんが止まらなかった。


    「りょーくん、泣いてるの？」


    「待ってよ、にゃー様！」


    「嬉うれしいな、ありがと……」


    「にゃー様！」


    「でも……やっぱり会えないよ。ばいばい、りょーくん」


    「待って、カナ──！」


    　通話が一方的に切れた。


    　同時に瞳ひとみから熱いものがこぼれて、キーボードの上にぼたぼたと降り注ぐ。輪玖は香苗のノートパソコンに突っ伏した。涙なんてとっくに枯れたと思っていたのに、数年越しの滂ぼう沱だはまるで止まらなかった。


    　泣くという感覚を取り戻したくて、美少女ゲームや泣ける映画に片かたっ端ぱしから手を出して、それでも欠伸あくびのときしか開かなかった涙るい腺せんが、たがを外してしまったようだ。


    「にゃー様、にゃー様……！」


    　何度も名前を呼んだ。


    　ようやく泣けたと思ったら今度は涙が止まらなかった。


    　涙を何度も拭ぬぐい、それでも止まらないので、もう諦あきらめた。


    　輪りん玖くは両目を濡ぬらしたまま、外出の支度をした。


    



    　──昔、好きな子に告白したところとか。


    



    　それは輪玖のことだ。にゃー様はきっとそこにいる。


    　自惚うぬぼれではない、その確信は祈りに近かった。


    　このままでは、にゃー様と香か苗なえを同時に失ってしまう。


    　自転車で家を飛び出して、もみじ山のハイキングコースまで立ち漕こぎで飛ばした。新しくこぼれる涙を風が吹き飛ばす。両親が離婚する前夜も、輪玖はこうして自転車で町の中を走り回っていた。


    　あのときは目的もないままに、ただ混乱した気持ちをペダルに叩たたきつけていただけだったが、今は違う。国道を東に曲がり、もみじ山の駐車場に自転車を停とめる。ハイキングコースの山道を駆け登って、夕日を湛たたえた巾きん着ちやく池をぐるりと周回し、今は利用者の減った『かけっこ広場』に足を踏み入れる。


    　かけっこ広場──。


    　この場所で、輪玖は香苗にオナモミの勲くん章しようをもらった。


    　あらためて見渡した広場は、どこか知らない場所のようでもあった。幼い日に香苗と探検した茂みはどこにあるのだろうか。


    「香苗？」


    　ふいに鳴りだした携帯に輪玖は飛びついた。


    　香苗ではなく結ゆい華かからの着信だった。


    　一瞬取るのをためらったが、通話ボタンを押した。輪玖の知らない香苗のことを、もっとも詳しく知っているのは彼女に違いなかった。


    「もしもし」


    　わずかな沈黙。それから結華の声がした。


    「ひょっとして、りょーさん？」


    　輪玖の首を鉢巻きで絞めたときのような、不自然にトーンの高い声ではない。いつもの、学校で聞く結華の声に戻っていた。


    「一号さん？」


    「りょーさんなんだ、やっぱり」


    「うん……」


    「ごめんなさい！」


    　急に、電話口の結ゆい華かが大声を出した。


    「わたしが全部悪かったの。わたしが香カ苗ナちゃんのことチャットに誘って、わたしが宮きゆう殿でんにとじこめて、学校にもこなくていいよって言って、りんりんは香苗ちゃんに興味なんてないって噓うそついて、それに、香苗ちゃんに嫌がらせばっかりして……！」


    　結華は落ち着きを取り戻していたのではない。輪りん玖くのように激情を押さえ込んでいただけだった。一度決けつ壊かいすると、泣き声と謝罪が一気にあふれ出してきた。


    　きっとこれは結華の涙なのだ。引きずられて泣きそうになるのを踏みこたえ、できるだけ静かに話を聞こうとする。


    「錬れん金きん術じゆつっていうのは？」


    「それもわたしが悪いの。全部わたしのせいなの。香苗ちゃんってね、学校で嫌なことがあるとネットですごく素敵なの。本当だよ。だからわたし、香苗ちゃんの嫌がるようなことばっかり考えて……」


    「掲示板でやらせてた」


    「うん……でも、もう無理だったの」


    「何が」


    「りんりんと手をつないだら、にゃー様どこか行っちゃった」


    「結華さん……」


    「いつも、りんりんが香苗ちゃんを持っていっちゃうね」


    「ごめん」


    「そんなことない、わたしこそごめんなさい」


    　蓋ふたを開ければ、にゃー様の宮殿はとても狭い広場だった。


    　草食さんに会いに電車に揺られたことを思い出す。あれがリアルな距離感だ。それにくらべて、にゃー様と一号さんとりょーの距離は異常に近かった。


    「先月、香か苗なえの家にプリントを持ってったときにＰＣの履り歴れきを見たんだ。そこに宮殿のアドレスがあって」


    「それでりょーさんになったんだ。どうしてりょーなの？」


    「藪やぶの名前」


    「……りんりん歪ゆがんでる」


    　もともとは、広大なネットの海の片かた隅すみで、香苗と結華の二人がこっそりと遊んでいたのだろう。それを輪玖が覗のぞき見して、内側に入り込んでしまった。さらには毬まり乃のがそれに乗っかってきた。


    「でもわたしも一緒かな」


    「凜りんさんのこと？」


    「うん、りんりんの名前借りてたの」


    　さっき首を絞めていたのが噓うそのように、結ゆい華かの声はしおらしかった。


    「りんりんは、最初から香カ苗ナちゃんがにゃー様だってことわかってたの？」


    「ううん、結華さんのログを見るまで知らなかった」


    「そう」


    「最初は疑ってたけど、香か苗なえとにゃー様が違いすぎて」


    「香苗ちゃん天才だよね」


    　確かに、あれが本当に香苗だとしたら天才だろう。


    　けれど、香苗の口から直接聞くまでは、まだにゃー様だと決めたくはなかった。


    　輪りん玖くはまだ心のどこかで信じたいのだ。にゃー様がこんな近くにいるわけはないのだと。草食さんよりももっと遠く、急行で二日も三日もかかるような場所にこそ、にゃー様はいるのではないかと。


    「でも、にゃー様が……」


    「りんりん？」


    　隠していたつもりの泪なみだ声ごえが洩もれた。取り繕つくろおうとすると、余計に嗚お咽えつが込み上げてくる。


    「どうしたの、りんりん大丈夫？」


    「にゃー様が、ばいばいって……」


    　我知らず声が大きくなる。


    　いつもなら周囲に人がいないことを確認するが、そんなことを思う間まもなく携帯電話に向かって怒鳴っていた。


    「香苗がいなくなるんだ！」


    「だから香苗ちゃん……ハッピーエンドだったって」


    「何それ？」


    「わかんない。でも電話で言ってたの、たぶんハッピーエンドだったって」


    「ハッピーエンド」


    　また、涙が勝手にあふれてきた。


    「りんりん、香苗ちゃんのこと止めて」


    「わかってる。それって、いつ？」


    「先週の土曜日。夜、電話してて」


    　土曜の夜──。


    　考えるまでもない、あの日の夜だ。


    　香苗が家に遊びにきて、一緒に裸はだかになってベッドで手をつないだ。


    　たぶんハッピーエンド。輪玖は何ひとつ自分の気持ちを打ち明けなかった。いや、今でもわからない。香か苗なえのことを好きなのかなんて。


    　輪りん玖くはにゃー様が好きなのだ。


    　きっと、にゃー様に恋をしている。


    　もしも香苗がにゃー様だったとしても、輪玖は香苗ではなく、にゃー様に恋をしている。


    「たぶんバッドエンドだ」


    「りんりん？」


    「結ゆい華かさん、もう一度、はっきりと聞かせて」


    　深呼吸をして続ける。


    「結華さん、あいつのどこが好きなの？」


    「りょーさんがそんなこと聞くの？　だって、香カ苗ナちゃんなのににゃー様なんだよ」


    　そうだ、いまだに信じられない。


    　あの香苗が、輪玖のことを手玉に取っていたなんて。


    　結華の真ま似ねをしていたとはいえ、いったいどんな顔で、どんな気持ちで。


    　ただ結華から教わった言葉をなぞっていただけなのだろうか。いや、輪玖はにゃー様の声を聞いている。自分の意思もなく、あんなふうに演技のできる奴やつじゃないはずだ。


    　結華は怪物かもしれないが、香苗もまた怪物だったのではないか。あの宮きゆう殿でんの中で、輪玖はずっと香苗に手を引かれていた。


    「俺おれ、香苗に会いたい」


    「でも会える？」


    「会うよ、捜す」


    　オナモミ。


    　ふとそんな言葉が思い浮かんだ。


    　そうだ、輪玖にはオナモミがある。香苗にとって結華がどれほど近しい存在かはわからないが、それでも、香苗を守るのは輪玖の役目だ。


    　周囲を見渡した。オナモミの勲くん章しようをもらったのはここだ。このかけっこ広場の向こうに湿しつ地ちのような茂みがあって、その中を枝を剣にして冒険していたときのこと……。


    　違う！


    　ここじゃない。


    　アスファルトで舗ほ装そうされたかけっこ広場の向こうには、砂じや利りの敷かれたウォーキングコースがある。コースはかけっこ広場を半周するように囲んでおり、その向こうにあるのは巾きん着ちやく池と売店だ。


    　いくら子供でも、こんな狭い場所で冒険はできない。


    「私可愛くないから女王様になれないって香苗ちゃん言ってた。でも、わたしは香苗ちゃんのこと可愛いって思うし、それに好きだったから」


    　携帯電話の向こう側で、泪なみだ声ごえの結ゆい華かが独り言のように呟つぶやいている。


    「だからね、香カ苗ナちゃんが女王様で、わたしは奴ど隷れいになるの。だけど香苗ちゃんいなくなっちゃった……」


    「ちょっと待って」


    　携帯から耳を外して記憶をたどった。


    　あのとき、香か苗なえに頰ほおを撫なでられて……。


    　頰を撫でられて。


    「そうだ……」


    　あのとき、輪りん玖くは香苗に言ったのだ。


    『俺おれとずっと一緒にいろ』


    　あれは幼おさないながらも告白だったのだろうか。輪玖がどう思っていたかは定かではないが、香苗はきっとそう受け取っただろう。そうして輪玖は胸にオナモミをつけた。


    　冒険から帰ってきて、輪玖はこっぴどく母親に怒られた。樽たる人ひと氏は苦笑して向こうの両親に頭を下げて……。


    　向こうの両親？


    　そうだ、あのとき、香苗の両親も一緒にいた。


    「家族旅行？」


    「え？」


    「結華さん、ごめん、切る」


    「りんりん？」


    「絶対に見つけるから、俺が戻る前に変なこと考えたら殺すよ」


    「りんりんが殺してくれるの？」


    「怒おこるよ」


    「ごめん……ありがと、りんりん」


    　少しだけ、結華の声がいつもの人なつっこさを取り戻したように感じられた。


    　電話を切った輪玖はすぐに毬まり乃のに電話をかけた。


    「お兄ちゃん、どうしたの？　泣いてるの？」


    「泣いてないよ。家族旅行って、どこ行った？」


    「え？」


    「香苗がいなくなったんだ、教えてくれ」


    「だめ」


    「毬乃！」


    「それは、お父さんに聞いて。もう戻ってるから」


    「お前の母親のことはどうなったんだ」


    「わかんない、でもお父さんが『任せておけ』って」


    　樽たる人ひと氏──。


    　東とう京きようで妹から望遠鏡の話を聞いて以来、まともに顔を合わせるのは初めてだ。


    　樽人氏がどんな人だったのか、今は好奇心と恐怖が輪りん玖くの中に混在している。


    「でも場所くらい」


    「チケットがあるの」


    「チケット？」


    　毬まり乃のが探していたチケットというのは、家族の思い出の暗あん喩ゆではなかったのか。


    「旅行のチケット、お兄ちゃんの分もあるって」


    「俺の？」


    「お父さん、夏休み前に毎年チケット買ってるから」


    「どういうことだ。だって俺おれは一度も旅行なんて」


    「でも買ってるの」


    　毬乃が言うには、樽人氏は毎年夏休みになると旅行券を三人分買うらしい。自分と、娘である毬乃と、輪玖の三人分だそうだ。それがもしも本当なら、樽人氏の胸の裡うちを下手へたな言葉で濁にごさずに知ることができるかもしれない。噓うそならば、やはり樽人氏は樽人氏だったというだけのことだ。


    「一緒にいてほしかったけど、俺ひとりで話してくるよ」


    「お兄ちゃん、がんばって」


    　香か苗なえがにゃー様なら、かつて輪玖から告白をされた場所に向かっているはずだ。そしてそれは、輪玖が記憶の底に押し込めてしまった、家族旅行の思い出と重なっている。


    　チケットの場所に香苗がいる。


    　それは推理でもなんでもない手て前まえ勝がっ手てな思い込みだったが、今はほかのあてがない。それに、案外的中しているのではないかという予感もあった。


    　携帯の電源を切る。


    　山道を駆け下りた輪玖は、急いで自転車にまたがった。
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    　五年前の家族旅行について調べようにも、輪玖の家にアルバムのようなものは存在しない。樽たる人ひと氏がデジカメを使うようになってから、家族写真のほとんどはＰＣのハードディスクに保存されるようになった。数年前にディスクがクラッシュしたという話を聞いているから、おそらくそのときに写真はすべて消えたのだろう。


    　記憶の糸を手た繰ぐろうにも、輪りん玖くの脳内にはいわゆる色いろ褪あせた思い出のような領域がない。多くの場面は黒く塗ぬりつぶされたように抜け落ちているし、いくつか拾い上げた場面はくっきりと鮮あざやかで、生なま々なましい色彩がほどこされていた。


    　ケチャップの赤、キャベツの白、フローリングの茶色。


    　そうだ、あれは家族が別れる少し前のことだった。


    　香か苗なえの家族との合同家族旅行の前夜、樽人氏と母親が子供の親しん権けんでもめたのだ。母親が急に大声を出して、樽人氏がテーブルを蹴け飛とばした。食事を終えてソファーのたもとで本を読んでいた輪玖の前に、皿が転げた。


    　あのころの樽人氏は、今より精せい悍かんだったかもしれない。輪玖と毬まり乃のの前で、二人の口論は怒鳴りあいの喧けん嘩かになった。仲ちゆう裁さいしようとした輪玖は母親に叩たたかれた。理り不ふ尽じんに叩かれたのはあれが初めてだ。家族旅行の思い出が抜け落ちているのは、叩かれた印象がそれだけ強かったせいかもしれない。


    　ほどなくして樽人氏と母親は離婚し、家族は二つに割れることになった。親権についてどんな話し合いがなされたかは知らないが、母親ではなく樽人氏に引き取られた輪玖は、あの夜、喧嘩を止めようとした自分が悪いと思ったのだ。大人の話に口を挟んだせいで、母親に嫌われてしまった。輪玖が相手の顔色を窺うかがいながら口を開くようになったのは、たぶんそれからだ。


    　小さいころは夢にまで見た夫婦喧嘩を、いつの間まに忘れてしまったのだろう。妹から家族旅行の話を突きつけられるまで、まるで思い出せなかった。


    　旅先の記憶はほとんどないが、妹の口ぶりからすると楽しい旅行だったのだろう。香苗の家族と合同の旅行だったので、喧嘩ひとつでキャンセルするわけにもいかず、樽人氏も母親も努力して仲の良い家族を取り繕つくろったのだ。


    　小さな綻ほころびから糸を手繰るように、何年も昔の旅行を思い出そうと試みたが、頭に浮かぶイメージはすべてが作り物のようで、実際に自分が体験したことなのか、それともテレビか何かで見た場面なのか判別がつかなかった。


    　ただひとつ、香苗に頰ほおを撫なでられ、オナモミの勲くん章しようを受けたことは覚えている。


    　輪玖にとって最後の家族旅行は、香苗の思い出に負ける程度の重さしか持っていなかったのだろうか。


    　思し索さくにのめりこんでいた輪玖は、自転車の助走を忘れて桜さくら坂ざかの途中で立ち往おう生じようした。手押しで坂を登り、庭の自転車置き場でチェーンをかける。騙だまし騙し使ってきた自転車もだいぶ傷んできた。フレームの塗と料りようは剥はげかかっているし、タイヤもそろそろ交換をしなくてはならない。樽人氏に小遣いをねだりたくなければ自じ腹ばらになるので、修理を先延ばしにしていたのだ。


    　玄関の扉とびらを開けると樽たる人ひと氏の靴くつがあった。家出した妹の身の振り方について、母親との話し合いに実りはあったのだろうか。また食器を引っくり返すようなことにはなっていないと思うが、ぱっと頭に浮かぶ母親の面おも影かげといえば、あの喧けん嘩かのときの怒り顔なのだから心配にもなる。リビングのテーブルに、ご当地バージョンの巨大クッキーが置いてあった。こんなものを買ってくる余裕があるということは、そんなに悪い話にならなかったのかもしれない。


    　リビングを出て樽人氏の部屋を覗のぞくと、痩やせこけた背中がＰＣデスクに向かっていた。


    　いつのもように、樽人氏はパソコンに向かっている。ヘッドホンからしゃかしゃかとアップテンポの音楽が洩もれていた。


    　少し猫背の後ろ姿は、輪りん玖くがいつも眺めているそれとまるで変わらない。


    　毬まり乃のの話を聞いたあとでも、樽人氏は樽人氏なのだ。慈愛よりも自愛の強い、父親らしくない身内の大人──そんな印象が変わってしまうのだろうか。


    　唾つばを飲み、声をかけた。


    「親おや父じ」


    「ん？　ああ輪玖か、ただいま。リビングに不味まずい菓子があるけど勝手に食べていいよ」


    　いつもと同じ、後ろを見ないで返事をする樽人氏に一歩近づいた。


    「どうした？」


    　聞くことはもうわかっている。ほんの二、三言で済む。


    　それを喉のどから搾しぼり出すのが想像以上に難しくて、不自然な間まが空あいた。


    「そういや夕飯どうするんだい、僕は出てくるけど」


    「どこまで？」


    「決めてないが駅前かなあ、軽く呑のんでくるよ。なんかテイクアウトしてくる？」


    「買うから大丈夫」


    　二度目の空白。輪玖は顎あごを上げて痩せた身内の背中を見る。


    「俺おれのチケットもあるの？」


    　不意に切り出すと、樽人氏はきょとんとした顔をこっちに向けた。


    「なんかのクーポン？」


    「そうじゃなくて、チケット……ほら、昔さ、旅行行ったことあったでしょ。毬乃がさ、今年は俺の分もチケットがあるかもしれないって言ってたから……」


    　途中で言葉が尽きた。樽人氏は黙って耳の後ろを搔かいている。


    「欲しいの？」


    「欲しいっていうか、場所だけでいいんだけど……ちょっと気になって」


    「場所？」


    「どこだったっけ、昔旅行した場所」


    　黙って頭を搔かいていた樽人氏だったが、やがて輪玖に背中を向けると、デスクの袖そで引き出しから茶色の封ふう筒とうをつまみ出した。


    「これ、旅館の予約券も入ってるけど」


    「借りていい？」


    「いいよ、あげるよ。僕のは別にあるし」


    「毬まり乃のの分も？」


    「まあね、今年は」


    　樽たる人ひと氏から受け取って封を切る。血流が速くなるのがわかった。


    　鷹たか羽は根ね──隣県にある観光地までの切符だった。温泉が有名で軽い登山もできる。鷹羽根ガーデンホテル、そこが五年前に家族旅行で訪れた場所だった。


    「電車の切きつ符ぷだけもらっていい？」


    「行くのかい？　なら、好きに使っていいよ」


    　宿泊券と乗車券が綴つづりになったツアーチケットから、乗車券だけを切り離す。きっとここに香か苗なえがいる。にゃー様にも会える。ようやく追いかけていけるのだ。


    「ありがとう」


    　輪りん玖くが礼を言うと、樽人氏は面くらったような顔をした。


    「今から行くの？」


    「電車があれば」


    「戻りはいつ？」


    「わかんない、明日あしたには戻ると思う」


    「学校は？」


    「出先から連絡入れるから、親おや父じは何もしなくていいよ」


    「わかった、いつもすまんね」


    　輪玖が学校を無断欠席することについて、樽人氏はノーコメントだ。何か事情があるのだと、それだけわかっていてくれればいい。本当はもう少し話を聞いてもらいたかったが、今は香苗のほうが大事だった。


    「親父、あのさ──」


    　部屋を出るところで振り向いた。


    「帰ったら話したいことがあるんだ」


    「輪玖が僕に？」


    「うん……」


    　話したいことの中身は、まだ言葉になっていない。


    　けれど香苗を捕まえられたら、きっと言葉になるはずだ。根こん拠きよもなくそう思った。


    「そうか、僕も輪玖に話があったんだ」


    「何？」


    「今がいい？」


    「すぐ終わるなら」


    「そうだね、こういうのは早いほうがいい」


    　樽たる人ひと氏は、ＰＣデスクに乱雑に詰まれた雑誌をがさがさと整理しながら、紙かみ擦ずれの音にまぎれて呟つぶやいた。


    「お前、あっちの家に行かない？」


    「え？」


    「チェンジってのもアリじゃないかな」


    　親指と人差し指を立てた手を、くるくると回す。


    　親おや父じ……？


    　肩越しに聞き返したつもりだったが、声は出ていなかった。


    　もう一度親父と呼ぼうとして、輪りん玖くは思いとどまった。いまさら何を聞き返すことがある。用件は明快だし、樽人氏にしてみれば当然の選択ではないか。


    　五年間懐なつかなかった輪玖よりも、父親好きの毬まり乃ののほうがよほどこの家に相応ふさわしいし、明るくまともな家庭になるはずだ。


    「その返事、帰ったらでいい？」


    「ああ、いいよ」


    　樽人氏に背を向けたまま、前を向く。


    　正面に玄関と家のドア。出口と言ってもいいかもしれない。


    「じゃあ、行ってきます」


    「輪玖」


    　これも樽人氏の声だろうか。いつもより張りのある声で呼び止められた。


    「……母さんのこと、すまなかったな」


    　不意打ちに視界がぶれた。目の前の玄関が滲にじむ。


    　ありふれた、しかし聞き覚えのない言葉だった。


    　離婚も再婚も、なんだって樽人氏の好きにすればいい。輪玖は物わかりのいい子供だから、いちいち反対したり、だだをこねたりするつもりはない。


    　それでも、ひとつだけ納得できなかったことがある。ただ一言だけでよかったのだ、母親と離婚したことを樽人氏に謝ってほしかった。


    　背中越しではあったが、輪玖はずっと探していた言葉を聞くことができた。


    　別れの言葉だった。
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    　鷹たか羽は根ねまでの路線を検索したが、終電に間に合わせるのは無理だった。


    　仕方なく輪りん玖くは、翌朝になるのを待って家を出ることにした。


    　湧ゆう水すい調査で使っているリュックを空からにした輪玖は、思いつく限りの着替えや日用品を詰め込んだ。シューズラックの奥で埃ほこりをかぶった箱から、普段は履かないトレッキングシューズを引っ張り出す。少し爪つま先さきが当たったが、底のすり減ったスニーカーで山に登るよりはましだろう。毬まり乃のと一緒に草食さんの家を目指したときのように自転車を飛ばし、コンビニのＡＴＭで貯金を全額引き出した。


    　三万円。東とう京きよう行きでだいぶ使ってしまったが、これだけあれば一週間くらいは暮らせそうな気がする。家出をしたつもりはなかったが、香か苗なえを見つけるまでは戻ってくるつもりもなかった。鷹羽根まで、樽たる人ひと氏の切きつ符ぷを使うのは複雑な気分だが、予算は少しでも大事にしてなくてはならない。


    　ひょっとすると、このまま夏休みに入ってしまうかもしれない。


    　塾も学校も長期欠席したら、それまで自分の立っていた土ど壌じようはどんな形に浸しん食しよくされるのだろう。波打ち際で砂に手をついた感触を思い出して、輪玖は少し笑った。支えの砂がすべてさらわれてしまったら、自分はただの『りょー』になるかもしれない。


    　駅から鈍どん行こうに揺られて、急行電車の中継駅を目指した。


    　最終目的地である鷹羽根は、隣県とはいえ西の端から東の端だ。樽人氏の切符がなかったら、往復で全財産の三割ちかくをもっていかれただろう。


    　急行を二つ乗り継いでいるうちに、灰色だった空はすっかり青くなった。


    　私鉄の乗り入れる中継駅から、今度は登山電車に乗り換える。夏休み前だというのに、駅は年ねん配ぱいの行こう楽らく客でごった返していた。あと二週間もすればここに家族連れが加わって、人波がホームを飲み込んでしまうだろう。


    　家族、家族、家族──樽人氏と毬乃と自分が、そんな人ごみにまぎれている図は、まだはっきりとイメージできない。香苗の家も似たようなものなのだろうか。


    　登山電車に乗るとき、輪玖は液体が頰ほおを伝うのに気がついた。


    　汗だろう。シャツでぬぐってボックスシートの窓際に座る。発車のベルが鳴り、窓の景色が動き出すと、急に懐なつかしさがこみ上げてきた。


    　車しや窓そうの風景にも、車内の様子にも、はっきりとした見覚えはない。それでも確かに以前、こうやって電車に乗って山を登ったイメージが湧わいてくる。うっすらと記憶の海から顔を覗のぞかせるそれは、本当に現実の思い出だろうか。


    　ふと輪りん玖くは、自分がリュックを背負ったまま座っていることに気がついた。下ろしたリュックの中身を漁あさると、百円ショップで買ったクリアケースが揺れているのが見えた。ケースの中には、結ゆい華かから受け取ったＵＳＢメモリーが入っている。オナモミの勲章はさらに奥、トレーディングカードホルダーの中にしまってある。


    　白いＵＳＢメモリーは結華の生命だ。十センチにも満たないプラスチックケースの中に、結華と香か苗なえの思い出と、結華を破は滅めつさせることのできるデータが詰まっている。


    　結華はどうしてこれを自分に渡したのだろう。


    　にゃー様の名前を出された結華は、明らかに自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。単純に渡す相手を間違えたのかもしれない。結華は決して、輪玖に破滅させられたいわけではないのだ。


    　このメモリーを本当に受け取るべきは香苗のはずだ。


    　間に合うだろうか。ボックスシートの中で輪玖は何度も足を組み替えた。


    　香苗が姿を消してから三十時間が過ぎている。これだけ時間が経たつと警察も動き始めているかもしれない。もしも輪玖が香苗を見つけられなかったとして、警察は彼女が鷹羽根にいる可能性に耳を傾かたむけてくれるだろうか。


    『ばいばい、りょーくん』


    　耳の奥で、にゃー様の声がした。


    　それは、チャットの終わりにいつも聞くさよならの言葉だ。それが本当に最後の言葉になってしまうかもしれない。


    　目をつむると、暗がりのなかでにゃー様の服をまとった香苗が空を見上げていた。


    　香苗は輪玖が好きなのだ。それはずっと前から知っている。


    　桜さくら木ぎ川の土ど手てで、再登校の春はる彩いろ小こ路みちで、輪玖に手を握られた香苗は恥ずかしそうに俯うつむいて、けれど決して手を離そうとはしなかった。


    　あいつの想おもいに気づいたのはいつだろう。オナモミの勲章を授与されたころから、輪玖はそのことを知っていた気がする。


    　香苗は俺おれのことが好きなのだ。


    　幼おさない輪玖にとって、それは一種の自信にもつながっていた。香苗にここまで好かれている自分には価値があると、はっきり自覚しないまでも自惚うぬぼれていられたのだ。母親に捨てられる瞬間まで、輪玖は香苗の建てた宮きゆう殿でんの王様でいることができた。


    　電車が最初の駅に停とまり、新しい客が乗り込んできた。


    　輪玖の向かいに、工事の作業服を着た痩やせ形の男が腰を下ろす。雰囲気が樽たる人ひと氏に似ていたが、まだ二十代くらいの若さに見える。


    　視線を窓の外に移した輪玖は、ふたたび香苗に思いを馳はせた。


    　小さいころは、輪玖も香苗も、なんの躊躇ためらいもなく手をつなぐことができた。


    　それがいつから離れてしまったのだろう。


    　輪りん玖くはいつからか無口になり、香か苗なえはクラスという沼ぬまの中に完全に沈み込んだ。香苗がたまに投げかけてくる取り繕つくろった笑顔から顔を背そむけるようになり、さりとて彼女を見捨てることもできず、及び腰のまま香苗を視界の端っこに置くようになった。


    　きっと香苗は輪玖が自分を持て余していることに気づいている。


    　だから、輪玖が自分のことを嫌っていると思ったのだ。


    　だから……。


    　輪玖は初めて、香苗になったつもりで思考を演えん繹えきした。


    　だから……香苗は輪玖の視界から自分を消そうとしたのだろうか。輪玖に嫌われている自分には価値がないから。だから、香苗は自分を嫌いになった。


    　ハッピーエンド。それは最後に、輪玖とわずかでも気持ちを通わせることができたという意味かもしれない。


    　間に合うだろうか。


    　スイッチバックの登山電車が、来た道を戻りはじめる。


    　いくつ駅を過ぎただろう。あと数十分で鷹たか羽は根ねに到着するはずだ。


    『ばいばい、リンくん』


    　にゃー様の声が香苗の声になって聞こえる。ひそひそ声の音声チャットではわからなかったが、今にして思えばにゃー様には香苗の声がしっくりくる。


    　嫌われていると知りながら、香苗はずっと輪玖についてきた。


    　外に出たくもないのに自転車にまたがり、運動オンチのくせに梯はし子ごを登り、デリケートな白い肌を七月の陽ひ差ざしに焦こがして、香苗は輪玖のあとにくっついてきた。


    　いったい輪玖に何をしてもらったというのだ。


    　せいぜいが手をつないでやっただけだ。それにしたって香苗を処刑場に連れ出そうとしてのことだ。輪玖にとって、あれは自分を貶おとしめるための行為だった。囚しゆう人じんと同じ立場に自分を追い落とすことで、自分の中に巣食った樽人氏や母親に反はん旗きを翻ひるがえしただけのことだ。


    　香苗はどうだったのだろう。何を思って、好奇の視線のただなかで輪玖に手を引かれていたのだろう。


    　輪玖は香苗の学業復帰を助けたつもりでいた。学校に連れていき、ブランク分の勉強を取り戻すことで、少しでもオナモミの噓うそを埋めたいと思っていた。けれど香苗にとって、学校に行くことにはなんの意味もなかったとしたら……。


    　汗が落ちた。


    　広げた手のひらが水滴を受けた。


    　学校も成績も関係ない。この手をつなぐために、香苗は処刑場に足を向けていたのだ。


    　結ゆい華かの操あやつる掲示板で、いじめはひっそりと続いていた。


    　いや、いじめというほどの連続性もなく、突発的な暴力に香苗は晒さらされていた。


    　先生や結ゆい華かにプロテクトされた香か苗なえという腫はれ物を、クラスの連中は煩わずらわしがっていた。それが掲示板の扇せん動どうで少しだけ暴発して、屋上の香苗に襲おそいかかったのだ。


    　屋上のフェンスに指を絡からませて、空を見上げた香苗の姿を思い出した。


    　涙に目を腫らしていたが、香苗の笑顔は透明だった。


    　たぶんハッピーエンド。


    　香苗は結華にそう告げた。それは、輪りん玖くと裸はだかになって手をつないだ日の夜だった。香苗はそこで、自分の物語に幕を下ろすつもりになったのだろうか。


    　香苗の心境を想像しながら、輪玖の右足だけがせわしなく揺すられる。


    　一時間にも満たないわずかな時間だった。香苗は輪玖と手をつなぎ、噓うそのセックスをした。それだけで香苗はハッピーエンドに到達してしまったのだ。


    　屋上で香苗がフェンスを乗り越えなかったのは、まだ輪玖と手をつないでいたかったから。けれどもその物語がハッピーエンドを迎えてしまえば、彼女をつなぎとめるものはすべてなくなる。


    「死なないでください」


    　にゃー様に向かって叫んだ言葉を、口の中で呟つぶやいた。


    　香苗の気持ちに立って考えたとはいえ、すべては想像だ。けれど香苗にとっての自分が、それほど大きな存在だったとしたら。


    　右足が止まらない。思えば香苗はずっと輪玖を見ていた。自分を好いているわけではない輪玖のことを、自分の内面をまるで見ようとしない輪玖のことを。


    『ばいばい、りょーくん』


    　耳の奥ににゃー様の声はまだ残っている。けれども右手に香苗の感触はもう残っていない。布団の中で手をつないだ香苗の感触は、輪玖の肉体に刻み込まれていないのだ。


    「死なないでください」


    　輪玖と『りょー』の全く知らないところで、香苗とにゃー様の物語に幕が引かれてしまう。それを想像すると、顔の筋肉が勝手に引きつってくる。


    　三たび汗が頰ほおを伝う。


    　いや、汗ではなかった。


    　ボックスシートの窓際の席で、輪玖は泣いていた。


    『ばいばい、りょーくん』


    　にゃー様の声だけが生なま々なましく耳の奥に反響する。


    　不吉で甘かん美びな囁ささやきが、永遠に失われてしまうのかもしれない。


    　涙は我慢できるが、身体を引きつらせる嗚お咽えつはこらえきれなかった。抑えようと思っても止まらない。向かいの席に座った作業着の男が怪け訝げんそうな顔をしているが、それでもしゃくり上げるのは止められなかった。


    「おい」


    　声をかけられた。不審に思われたらどうしよう。そうは思うのだが涙が勝手にあふれてくる。いったい、涙が枯れたなんて思っていたのは、どこのどいつだ。泣くための実験と称してゲームや映画を漁あさっていたのは、誰だったのだ。


    「いじめられたのか、坊ぼう主ず」


    　輪りん玖くがいつまでも泣きやまないので、向かいの席の男がポケットのキャンディを握らせてくれた。


    　子供扱いするな。いや実際に輪玖は今、子供みたいに泣きじゃくっているのだ。


    　飴あめを舐なめれば気持ちが落ち着くかもしれない。頭のどこかでそう考えながら、輪玖は包装された飴を握り締めて、抑えきれない涙を拭ぬぐった。


    　男が席を立ったのは次の駅だっただろうか。


    　気がつくと、輪玖は四人掛けのボックスシートに一人で泣いていた。


    　梅雨つゆの雨があがるように、少しずつ痙けい攣れんが収まってゆく。立ち上がった輪玖は電車の窓を開けて、朝あさ露つゆの香りを含んだ風で涙を乾かした。


    　深く呼吸すると、感情と思考がゆっくりと手を離す。ボックスシートに座り直した輪玖は、もらった飴を口に放り込んだ。コーヒーキャンディだ。独特の甘みが、じわっと身体に染み込むのがわかる。あまり好きな味ではなかったが、今の輪玖にはありがたい甘さだった。


    　また駅に停とまった。輪玖の隣を通り過ぎる乗客は、泣き腫はらした顔で飴玉を転がす中学生に好奇の視線を投げかける。


    　好奇心は槍やりだ。その穂先に貫つらぬかれることが、やがて快感に変わるのだ。


    　にゃー様の言葉が頭の中を回る。


    　感情の暴発をどうにかやり過ごした輪玖だったが、それからもにゃー様の声が蘇よみがるたびに、車しや窓そうの景色が滲にじむのをこらえなければならなかった。


    



    　登山電車が鷹たか羽は根ね駅に着いたとき、時計は午後一時を回っていた。


    　山の中腹に建てられた駅だから、近くに広い道路はない。蛇だ行こうする狭い国道をちらほらと古い民家が挟んでいる。錆さびたコーラの看板に、雨ざらしで文字のかすれた観光案内板。鷹羽根駅の周辺は有名な観光地とは思えないほどに鄙ひなびていた。


    　小ぢんまりとした駅えき舎しやを出た輪玖は、観光客向けの小さな売店で地図を購入し、ペットボトルの烏ウー龍ロン茶とサンドイッチで空腹を満たした。


    　涙は電車の中ですっかり流れ落ち、気持ちはむしろ前向きになっていた。


    　念のために、もう一度息を整える。突発的に涙があふれたときはどうなることかと思ったが、今の様子ならば香か苗なえの前で泣いたり、無ぶ様ざまに取り乱したりすることもないだろう。


    　弁当用にサンドイッチとおにぎりを買い足してリュックに入れた。飲み物は重くなるので、もう少し山に近づいてから自動販売機に頼ることにした。


    　売店を出るととたんに上り坂が待っている。アスファルトを踏みしめ、歯抜けになった記憶と買ったばかりの地図を頼りに歩き出した。


    　あの日、輪りん玖くは香か苗なえの父親に手を引かれ、樽たる人ひと氏が香苗の手を引いたのではなかったか。


    　唐とう突とつに幼おさない日の記憶が蘇よみがえる。あるいは幻げん想そうかもしれない。


    　鷹たか羽は根ね駅から曲がりくねった上り坂を東にしばらく進むと、新しい観光案内板が見えてきた。


    　船ふな彦ひこ山、鷲わし頭ず山、鷹たか根ねの滝、桂けい花か庭園、御み幸ゆき平だいら──案内板には、聞き覚えのある地名が並んでいる。


    　にゃー様は、昔好きだった相手に告白された場所に行くと言っていた。


    『俺おれが香苗を守る』


    　あれは単なるヒーロー宣言ではなく、幼いながらも異性への告白だったはずだ。当時の心境を鮮せん明めいに覚えているわけではないが、胸の疼うずきがそれを明かしていた。


    　告白の場所は鷹羽根だ。だから香苗はここにいる。


    　それは自分勝手な推測だったが、祈りにも近かった。


    　香苗の好きな相手は自分であってくれという祈り。それが通じたとき、きっと香苗という名のにゃー様が現れる……。


    　最初に足を踏み入れたのは桂花庭園だった。


    　案内板には、秋になると園内の金きん木もく犀せいがいっせいに馨かおることからその名がついたと記されている。有名な庭園らしく観光客の姿もあったが、そのなかに香苗はいなかった。


    　もとより、人の多い場所を苦手としている奴やつだ。ましてや、自分にけりをつけようとするのなら静かな場所を選ぶだろう。


    　庭園を後にした輪玖は、標識を頼りに鷹根の滝に進路を変えた。途中から道幅が狭くなり、アスファルトが砂じや利り道みちに変わる。


    　トレッキングシューズを履いてきて良かった。そう思うのと同時に、香苗はいったいどんな装備で家を出たのだろうと心配になった。あいつのことだから、いつものキャミソールだのワンピースだので山に来てしまったのではないだろうか。


    　天空から降り注ぐ透すき通った陽ひ差ざしが、桜さくら木ぎ川の川原かわらを思い起こさせた。香苗と毬まり乃のと三人で、猫の死し骸がいを求めて歩き回った、あの日の光線と同じだ。


    　あのときは結局見つけられなかった。


    　今度は見つけてみせる。もちろん生きている猫をだ。


    　緩ゆるやかな斜面を黙々と進む。サイズの小さいトレッキングシューズで爪つま先さきが痺しびれているが、そんなことは苦にならない。


    　もう涙は過ぎた。


    　けれども、もしも香苗が死んでいたら、そのときは泣いてしまうかもしれない。


    　迷ったり、立ち止まったりしているうちに滝に着いた。


    　細い筋になって落ちる滝の水が岩に砕くだけ、霞かすみのような飛沫しぶきがあたりを包んでいる。滝たき壺つぼの澄んだ流れを覗のぞき込むと、ＣＯＤの値を調べたくなった。そのうち香か苗なえを連れてここに来てみよう。そのために、当の相手を捜して歩き回る。


    　あたりには観光客の姿はない。橋の下を流れる渓けい流りゆうにも目を凝こらしたが、香苗の姿はどこにもなかった。


    　どだい雲をつかむような話なのだ。観光案内板に書かれた地名は、それぞれがキロメートル単位で離れている。


    　それでも、輪りん玖くは鷹たか羽は根ねまで追いすがったのだ。


    　無駄に落らく胆たんしないように気持ちを奮ふるい起こし、次の目的地へと進行方向を変えた。


    「ふりだしに戻るか」


    　鷹たか根ねの滝から、水に濡ぬれた山道をだらだらと下っていたら、駅の近くまで戻ってしまった。地図を手に気を取り直し、今度は船ふな彦ひこ山への道みち標しるべを頼りに石段の道を登ってゆく。


    　途中で石段が途切れ山道に入った。十分ほど、緑のトンネルを抜けるように斜面を登る。やがて、あたりを鬱うつ蒼そうと取り巻いた雑ぞう木きのアーチを抜けると、パノラマの視界が広がった。


    　船彦山の頂上は遙はるか先だ。


    　けれどもこの場所からは登山電車で登ってきた鷹羽根の傾斜が眼下に開け、遠くに混み合った町並みまでが一望できた。


    　時計は二時三十分。


    　クラスの連中はまだ授業を受けている。当たり前の時間の流れから自分だけが抜け落ちて、こんな木々の間に埋もれているのが不思議だった。


    　汗を拭ぬぐって足元を見下ろす。ロープの張られた山道の向こうは、赤土が露出した急きゆう峻しゆんな斜面になっている。


    　斜面の先は緑の原っぱだった。


    　輪玖の地図と場所を照らし合わせてみたが、原っぱの名前は載っていなかった。


    　おそらくは人の手が入っているのであろう、高く茂った草のない緑の緩ゆるやかな斜面が風に揺れている。そのまま視線を動かして丘の形をなぞると、斜面の向こうにぽつんと人の姿が見えた。


    「香苗！」


    　思わず声が出た。


    　単なる思い込みかもしれない。ここから向こうまで四、五百メートルは離れている。目をこらしたが、人影が大人か子供かも見分けられなかった。


    　それでも輪玖は、急いで山道を引き返すことにした。


    　年齢も性別もわからない人影だ。ただ、ポツリと遠くに見えたその姿は、これまでの行こう楽らく客と何かが違っていた。言うなれば、パーティーで席を奪われた香か苗なえのように、どこか所しよ在ざいなげに見えたのだ。


    　地図を見ながらだったが、迷ってしまった。


    　もと来た道を下るだけのつもりが、行きと帰りとではまるで眺めが違った。焦あせった輪りん玖くは途中で枝分かれした小こ径みちにつかまってしまい、どうにか舗ほ装そうされた道路に出たら、まるで見当違いの場所だった。


    　駅を基準に地図で現在位置を確認した輪玖は、人影を見た原っぱと思われる場所を目指して走った。


    　西側に位置を移した太陽の光が、かすかに黄味を帯びている。もたもたしていたら夜になってしまうだろう。山道で人影を見つけてから、すでに一時間以上が過ぎていた。シャツをびっしょり濡ぬらしていた汗も、今は乾いてざらざらと砂っぽい。


    　四時になるまでに見つけたい。


    　仮の目標を立てた輪玖は、地図を見ながら小走りに坂道を登り、船ふな彦ひこ山とはまるで逆方向からなだらかな緑の斜面に到達した。


    　夕方の近いこの時間、あたりに人影はない。


    　遅すぎただろうか。あるいは、さっきの人影そのものが見間違いだったのかもしれない。


    　足が重い。慣れない坂道の上り下りが続いたせいで、さっきから膝ひざが笑っている。その場にへたり込みたくなるのをこらえて、緑の斜面を這はい登った。


    　原っぱの頂上から周囲を見渡すと、開ひらけた視界の向こうに船彦山が見えた。さっきの人影がいたのはもっと西だ。傾かたむきかけた太陽に向かって手で庇ひさしをつくる。そうして目を凝こらすと、遠くに人影が見えた。


    　いた！


    　ふらつく足をどうにか立て直し、太陽に向かって歩きはじめた。嬲なぶるような光線が行く手を遮さえぎる。遊び疲れた犬のように口が開き、荒い息が洩もれた。


    　次第に大きくなる人影に目を凝らす。


    　スカートの後ろ姿だ。いや、スカートはどうでもいい。遠く、ほんの小さくではあったが、ショートに揃そろえた髪のサイドで、申し訳程度に結ばれた白いリボンが風にそよいでいた。


    　輪玖は喘あえいだ。


    　見間違いではないだろうか。目をこすってもう一度確認した。


    　小学生のときから変わらない白いリボンは──香苗だ。


    　──香苗！


    　──にゃー様！


    　二つの言葉が同時に喉のどを衝つき、結局声は出なかった。


    　輪玖は震える足で駆け出した。途中、伸びた下草に足を取られ、転びそうになりながらそれでも走った。


    　白いリボンが近づく。十メートルほどのところで香か苗なえがこっちを向いた。


    　なんて格好だ。思ったとおり、いつもと同じキャミソールの軽装だ。よろめきながら駆けてくる輪りん玖くを見て、目を丸くしている。


    　あと少し、ネットならすぐに埋められる距離だった。


    



    ──ぼくがいつか、にゃー様に会うことがあるかな？


    [image: ]：ないですよ。


    [image: ]：もし会えたとしても、そのときはにゃー様じゃないから。


    



    　チャットの文字列が脳のう裏りによぎった。


    　ようやく手が届く。香苗の腕を手た繰ぐり寄せた。


    　小柄な身体がくるっと回って、輪玖の胸元に吸い込まれる。両腕で香苗を抱き留めた。肉付きが薄く、凹おう凸とつのない身体は確かに香苗だ。折れそうなほど強く抱きしめたつもりだったが、単に疲れ果てた肉体が香苗の上にもたれかかったようでもあった。


    「リンくん……？」


    　香苗の匂においがした。


    　１・８ｐｐｍの、香苗の匂いが入り込んでくる。


    　いくつも言葉が頭の中で衝突し、唇くちびるからは何も出てこなかった。


    　汗がまた流れ落ちた。いや汗ではなかった。


    　ここで何をやってたんだ。


    　独りで何をするつもりなんだ。


    　頰ほおを伝った水滴が、ぽたぽたと香か苗なえの肩に落ちる。


    　どうしてこんなに感情が抑えられないのだ。苛いら立だたしくて、恥ずかしくて、なのに自制がまるで効かない。あれほど泣かない自信があったのに、何もかもが台無しだった。


    「大丈夫、リンくん？」


    　香苗の声だ。俺おれを呼んでいる。


    　それだけで、どうしてまた泣いてしまうのだ。


    　疲労と安あん堵どで全身の力抜け落ちているはずなのに、なぜ筋肉は勝手に緊張するのだろう。香苗の細い身体を締めつけるのはなぜだろう。


    「リンくん」


    　また言葉があふれだす。


    　お前は『りょー』が好きだったんだろ？


    　だから結ゆい華かに教わった手口で俺おれを調教したんだろ？


    　そうすれば自分を好きになるかもって期待してたんだろ？


    　おめでとう！


    　お前の思う壺つぼだ！


    　だから……。


    「俺を置いてかないでください」


    　ようやく声が出た。


    　輪りん玖くは自分よりも小さな香か苗なえの胸に顔を押し付けた。さっきまでつっかえていた言葉が怒ど濤とうのように押し寄せてくる。脳の許可を待たずに口と舌が暴動を起こす。


    「勝手にいなくなるなんてずるいですよ、宮きゆう殿でんを出るときは一緒だって約束してたのに、俺はどこまでも一緒に行くって言ったのに！」


    　腕の中で香苗の胸が呼吸を止めた。


    「リン……くん？」


    「消えるなら二人で消えるって言ったじゃないですか！」


    　二枚のレンズを隔へだてて、香苗の瞳ひとみに輪玖が映っている。


    　頰ほおに手が添えられた。五年前、オナモミを付けられた日のように。


    「ごめんね、りょーくん」


    「にゃー」


    　鳴きながらしがみつくと、香苗の唇くちびるが耳たぶに押し当てられた。


    「りょーくん」


    　ヘッドセットの声がした。


    「ばいばい」


    「にゃー様？」


    「ばいばい、りょーくん」


    　念を押すように、あるいは名な残ごりを惜しむように二度繰り返される。


    「にゃああ！」


    　ひとりでに涙があふれ出し、輪玖は大声で鳴いた。最初で最後のにゃー様を前に鳴きじゃくった。


    　頰の手に顔を持ち上げられた。黄色からオレンジに、うっすらと染まりはじめた夏空の下で、香苗が微ほほ笑えんでいる。


    「もう大丈夫だよ、リンくん」


    　涙で滲にじんだ視界を白い影が横切った。


    　鷺さぎだ。


    　香苗の背後でぎゃーっと断だん末まつ魔まの声が響く。


    「にゃー様……？」


    「ううん、香か苗なえ」


    　頰ほおの手が離れて、輪りん玖くはその場に膝ひざをついた。


    　香苗に抱きしめられる。にゃー様の声で、香苗の匂においがする。


    　鷺さぎが水辺に下りてゆくのが見えた。


    　香苗の肩越しに見たその姿は、輪玖が思い描えがいていたよりもずっと小さかった。


    



    　陽ひが落ちてきたので、川沿いの坂道を鷹たか根ねの滝まで戻ることにした。手をつなぎ、湧ゆう水すい調査のときと同じように肩を並べ、川のせせらぎを聞きながらゆっくりと歩く。


    「どうしてここだって思ったの？」


    「知ってるくせに」


    「でも聞きたい」


    「告白の場所に行くって聞いたから……あと、オナモミ」


    　返事のかわりに香苗が手を強く握る。そこから滝までは黙って歩いた。


    　霧きりのように湿った大気が呼吸とともに入り込んでくる。鷹根の滝は水量こそ少ないが、近くにいるだけで透明な水すい泡ほうに包まれているような錯さつ覚かくを受けた。澄んだ水のある場所で香苗と一緒にいると、現実と追つい憶おくの境界線がわからなくなりそうだ。


    「鮎あゆがいたんだ」
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    「この川に？」


    「違うよ、桜さくら木ぎ川」


    　突然のニュースに香か苗なえが目を丸くする。


    「見たの？」


    「釣ったけど」


    「すごい！」


    「理科室の桜木川水すい槽そうに入れてあるんだ、まだ生きてるかな」


    「うん、あんみつ先生なら絶対に生かしてると思う」


    「だよな」


    　苦笑して、細い滝の砕くだける音に耳を澄ませる。


    「もう、戻ったほうがいいよね」


    「香苗は何しに来たの？」


    　いきなり核かく心しんに踏み込んだが、香苗は動揺するそぶりもなく首をかしげる。


    「実は、よくわかんないの」


    「でも嫌になったんだろ」


    「うん……けど、リンくんがじゃないよ」


    「それくらいわかってる」


    「だよね」


    　香苗が手を出して滝の飛沫しぶきを受け止める。


    　このまま水の中に押し倒してキスをしたい。こみ上げる衝動を抑えつけて、香苗の肩に手を回した。


    「帰ってもいいの？」


    「うん、リンくんが来てくれたし」


    「俺おれが来なかったら？」


    「それも、わかんない」


    　何を聞いても漠ばく然ぜんとした答えばかりだったが、香苗が噓うそをついていないことはわかった。おそらく、本当に香苗は何もわかっていなかったのだろう。


    　輪りん玖くがつかまえなければ、何か別の結末が待っていたのかもしれない。けれどそれは、そのときの香苗にしかわからない。


    　間に合ったのだから、もう鷹たか羽は根ねにいる必要はない。


    　けれども輪玖はまだ帰りたくなかった。香苗をつかまえることはできたが、この旅はもう少し続くのだ。言葉を選びながら香苗の足元に視線を落とすと、スニーカーを履いているのが見えた。


    「登らない？」


    　滝の近くに架けられた吊つり橋を渡ると、船ふな彦ひこ山のハイキングコースに入る。頂上までおよそ一時間ほどだと、案内板には書いてあった。


    「今から？」


    「夜の山は星が綺き麗れいだって言うし」


    「それ、来年のテーマになるのかな」


    「自然科学部の？　受験があるのに部活してる暇ひまあるかな」


    「きっとあるよ」


    　乗り気になった香か苗なえが歩きだし、輪りん玖くは後を追いかけた。


    「暗くなる前に登らないと遭そう難なんしそうだね」


    「ああ、急ごう」


    　香苗を追い抜いて、手を握る。リュックから懐かい中ちゆう電灯を抜いて手渡した。


    「さすがリンくん、準備いいんだ」


    「香苗が軽装すぎるの」


    「そ、そうかも」


    　不慣れな山道に足を取られながら、光の届くうちに頂上を目指した。


    　夏場でも、日にち没ぼつは思ったよりも早かった。木々に覆おおわれた山道はすぐに薄暗くなり、夜の闇やみが次第に色を濃くしはじめる。


    「暗いな」


    「もっと暗くなるんだよね？」


    「街灯なんかないもんな、確かにこれは遭難するかも」


    　香苗の懐中電灯が輪玖の足元を照らした。


    「遭難してもいいけど」


    「俺おれと一緒なら？」


    「そんなこと聞いちゃだめ」


    　一時間ほどかけてようやく上り坂を抜けた。


    　頂上だ。林を抜けると視界がふいに広がり、さっきと同じような草くさ原はらが開ひらける。


    「着いたね」


    「けど、これじゃ下の原っぱと変わんないか」


    「そんなことないよ」


    　声を弾はずませた香苗が空を指す。


    　隣の山の稜りよう線せんに赤紫の光が飲み込まれ、藍あい色いろに染まった空に金きん星せいが瞬またたいていた。


    「あれ、宵よいの明みよう星じよう」


    「それは常識」


    「もう、リンくんいじわる」


    　語尾を敬語にすればいかにもにゃー様のセリフだ。視線を戻して、暗くなってゆく頂上の景色に目を凝こらした。


    　確かに見覚えのある眺めだった。記憶が本物ならば、この先にはベンチがあるはずだ。そこで大人たちが食べ物を広げ、子供たちは原っぱ探検に出かけた。


    　夜の山頂に人の気配はない。おぼろげな記憶を頼りにベンチを探すと、すぐに丸まる太たの大きなテーブルとスツールのような椅い子すが見つかった。五年前に樽たる人ひと氏たちと食事をしたのはこの場所だ。


    「つきあわせてごめんな」


    「ううん、そんなこと」


    「本当言うと、俺おれまだけっこうやること残っててさ」


    　丸太のテーブルにリュックを下ろした輪りん玖くは、クリアケースに入ったＵＳＢメモリーを香か苗なえの前に差し出した。


    「これ、渡しにきたんだ」


    「メモリー？」


    「そう、一号さんからのラブレター」


    「一号さん？　リンくん、会ったの？」


    「そりゃ会うよ、結ゆい華かさんだし」


    　白いＵＳＢメモリーをつまんだ香苗が目を丸くする。


    「結華ちゃんが、一号さん？」


    「うそ、知らなかったの？」


    「うん……」


    　香苗の反応に、今度は輪玖がうろたえた。結華はまだ、香苗に正体を明かしていなかったのだ。


    「バカ、なんでそんな大事なこと黙ってんだ」


    　ここにはいない結華に向かって悪あく態たいをつく。


    「でもね……なんとなく、そうだったらいいなって思ってた。私たちって、すごく近いところで遊んでたんだね」


    「結華さんのこと、好きなの？」


    「うん……」


    　白いＵＳＢメモリーを香苗が愛いとしそうに見つめる。


    「でも、ラブレターって？」


    「向こうも香苗のこと好きなんだって」


    「結華ちゃんが？　噓うそだよそんなの」


    「本当だって、首絞められたもん」


    　ペンライトを出して自分の首を照らす。


    　鉢巻きの痕あとを香か苗なえが覗のぞき込んだ。息が首筋にかかり、思わず身じろいでしまう。


    「リンくん？」


    「ごめん、くすぐったかっただけ」


    　また息がかかった。本物のにゃー様がこんなに近くにいる。手を伸ばせば押し倒せてしまうくらいの距離に。入り込んでくる邪じや念ねんをねじ伏せようとしていたら、ふいに香苗の腹が鳴った。


    「ご、ごめんなさい。ほとんど食べてなかったから、急に空すいちゃって」


    　顔を真っ赤かにした香苗がテーブルの向こうに逃げる。リュックに残っていたサンドイッチとペットボトルのお茶を出して、二人で分けることにした。


    「すごいね、なんでも入ってる」


    「山に登るんだから、当然」


    「ほかに何が入ってるの？」


    「着替えとか、石せつ鹸けんとか、歯ブラシとか、あと……」


    　輪りん玖くは底に敷いていたノートを取り出した。自習用の数学のノートだ。最後のページを開いて香苗に差し出した。香苗の描かいた輪玖が罫けい線せんの上で笑っている。


    「続き描いてもらおうと思って」


    「続き？」


    「なんか俺おれひとりじゃ淋さびしいからさ、隣に女の子でも描いて」


    　自分の首に巻かれた首輪を消す。こんな飾りはもう必要なかった。


    「朝まで特にすることないでしょ。さすがにトランプとかは持ってこなかったし、なんでもいいから好きなの描いてよ」


    「うん……」


    　香苗がシャープペンシルを取って、さっさっと輪玖の隣に人物の輪りん郭かくを描えがいた。


    「周りが淋しいかな。ベンチでも描こっか？　それとも川とか？」


    「鮎あゆ？」


    「そうだね、あと自転車も！」


    「難しくない？」


    「でも描いてみる」


    　輪玖のペンライトがノートを照らし、香苗がシャープペンシルを走らせる。二人で周りの景色を決めて、香苗は人物を後回しにして背景から埋めてゆく。


    　川ができて、鮎が泳ぎ、その近くにいびつだが自転車が停とめられた。絵の中央で輪玖と手をつないだ人物は、簡単なシルエットのままだ。まだそれは、にゃー様のようにも、香苗のようにも見ることができる。


    　お絵かきの最中に陽ひが落ちた。真っ暗になるかと思ったが、案外星の光というのは明るいものだ。ペンライトでノートを照らしながら、風に揺れる草の音に耳を済ませる。さらさらと静かなさざめきに、シャープペンシルが紙を擦こする音が混ざりこむ。


    　目の前にいるのは香か苗なえだ。けれど、香苗はこんな顔をしていただろうか。長年見続けてきた幼おさな馴な染じみの顔が、どこか別人のように感じられる。


    　地味で眼鏡めがねの香苗は不思議と綺き麗れいだった。


    「にゃー様ぁ……」


    「ううん、香苗」


    　香苗の言葉に慌あわてて口を噤つぐむ。否定されたことよりも、甘えた声が出てしまったことが恥ずかしかった。輪りん玖くの動揺を知ってか知らずか、香苗は絵に集中している。


    「これでいい？」


    　完成した絵の中で輪玖と手をつないでいたのは、眼鏡でショートヘアの女子だった。


    「これってカナエ？」


    「うん」


    「カタカナ、漢字？」


    「リンくんはどっちがいい？」


    　頰ほお杖づえをついた香苗がにゃー様のように覗のぞき込んでくる。


    　気の利いた答えが見つからず、輪玖はごまかすようにリュックを漁あさった。


    「それ、何？」


    「漢字がいい」


    　カードホルダーに入っていたオナモミの実を取り出すと、香苗はすぐに輪玖の胸にオナモミの勲章を描かき足した。


    「やった、完成」


    「うん、でもまだ時間あるよね」


    「そうだな、香苗は何か持ってきてないの？」


    「え、それは……」


    　香苗の顔に紅べにがきざした。膨ふくらんだポーチをおずおずと輪玖の前に差し出す。


    「一応……これ、持ってきたけど」


    　なぜかポーチの中にラムネビキニの箱が入っていた。


    「普通、失しつ踪そうする奴やつが荷物にこれをチョイスする？」


    「私もわかんないけど、部屋に置いておくのも抵抗あったしそれに……」


    「着てみせて？」


    「でも……」


    「お願い」


    　香苗に背中を向けたまま五分ほど待った。じゃらじゃらと鳴るラムネの軽い音がおさまり、振り返ると、香か苗なえの白い上半身が視界に飛び込んできた。


    「へ、変だよね。やっぱりサイズ大きすぎたみたいで」


    「ほんとだ、はみ出さない？」


    「ちょっとまずいかも。だって大人用だし」


    「でもいいよそのままで、香苗のくせにエロいし」


    「もっと素直に喜んでくれたらいいのに。体型は一緒だよ？」


    　ラムネビキニの香苗ににゃー様が透すけて見え、たちまち輪りん玖くの血流が速くなった。


    「あれ、赤くなったね」


    「香苗、変わったな」


    「そうかな、ふふ……」


    「赤くなったのはそういう意味じゃないからな。この状況がバカっぽくて、違う意味で恥ずかしくなっただけ。そもそもお前のパンツ写真なんていくつも持ってるし」


    「リンくん……それ、あんまり言わないほうがいいよ」


    「なんで？」


    「だって、リンくんのほうが恥ずかしくならない？」


    　言葉が続かなかった。輪玖がにゃー様の下着画像を持っているということは、香苗の手元にはその何倍も、りょーの無修正画像があるという意味で……。


    「あ、ごめん、落ち込まないで。えっと……すごく良かったから」


    「なんですか、そのフォローは」


    「敬語になっちゃだめ。いい写真だなって思ったの、本当だよ。もらったあともよく見返したりしたし、携帯にも気に入ったのは入れてるし。見る？　今ならすぐに出せると思うけど」


    「……香苗、俺おれのこといじめてない？」


    「私もわかんない」


    　ビキニの位置を直しながら香苗が笑うと、りょーの感情がこみ上げてきた。


    「キスしてもいい？」


    「まだだめ。それよりリンくん、冒険に行かない？」


    　肩に回した手を解ほどかれる。冒険の二文字がきわどいところで輪玖を引き戻した。


    「そうだな、夜の森は危険だから武器を探さないと」


    　あたりを物ぶつ色しよくして、手ごろな木の枝を拾う。香苗が輪玖のシャツにオナモミの勲くん章しようをつけて、二人は手をつないだ。


    　誰もいない山頂の原っぱだ。黒い芝しばに黒い森、黒い稜りよう線せんに黒い空、星だけがきらきらと二人を見下ろしている。大きく深呼吸をするだけで、情欲の澱よどみが綺き麗れいに換気されるようだ。


    　出発だ。木の枝の剣を掲かかげて、夜空の下を一晩中歩いてゆこう。


    　香苗の手を引いた輪玖は、遠くに見える隣の山の稜りよう線せんを目指して歩き出した。昔もこうやって歩いた気がする。あのころは太陽の下だった。今は月と星が二人を見下ろしている。


    　歩きながら輪りん玖くは、伝えそびれていたいくつかのことを香か苗なえに話して聞かせた。


    　香苗がいなくなって結ゆい華かが暴走したこと、自分のパソコンを覗のぞき見した毬まり乃のが、にゃー様のふりをして遊びに来ていたこと。そして、樽たる人ひと氏の別れの言葉についても少しだけ。


    「家がなくなったら俺おれも外泊生活するのかな。香苗はどこに泊まってたの？」


    「ネット喫茶があるから」


    「鷹たか羽は根ねに？」


    「ううん、ふもとの駅。旅館は高くて泊まれないから」


    「身分証明とか平気だった？」


    「けっこういい加減なお店だったから、年齢とか書かなくてもスルーだったし」


    　香苗はネット喫茶を宿にして、毎日、鷹羽根を歩いて回っていたのだという。目的もなく、輪玖がくるかもしれないとは思いながらも、強く期待をするでもなしに。


    「死んでたかもしれない？」


    「わかんない。でも、これでいいかなって思ってた」


    「何がいいんだよ」


    　つないだ手を引き寄せた。さらに強く、ベッドで交かわしたように香苗の手を握る。


    「こんなのセックスじゃないじゃん。付き合ってもなかったし、ハッピーエンドになんてなれないよ」
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    「ううん、ハッピーエンドだよ」


    「なんで？」


    「あのとき、リンくんがりょーくんかもしれないなって思ったから」


    　香か苗なえが輪りん玖くの瞳ひとみを覗のぞき込む。不思議と魅み入いられたように身動きができなかった。暗くら闇やみに浮かぶ香苗の瞳は、輪玖の妄もう想そうしたにゃー様の瞳にそっくりだった。


    「だってあのとき『性的に興奮すると×××××になる』って言ったでしょ？」


    　輪玖の呟つぶやいた台詞せりふが、肝心の言葉をぼかすところまで再現される。


    「……うっかりしてた」


    　香苗はにゃー様なのだ。きっとこれまでも、輪玖の動揺や、照れや、焦あせりや、羞しゆう恥ちを、隣にいながら勘付いていたに違いない。


    「リンくん、どうしたの？」


    「恥ずかしくて顔が見られないだけです」


    「敬語は禁止ですよ？」


    　香苗の敬語は、にゃー様の声だった。


    「香苗だって」


    「しょうがないじゃないですか。あ、早歩きも禁止！」


    　我知らず、早足になっていた輪玖の腕を香苗が引き戻す。


    「本当はずっとバレてたんだ」


    「違うよ、そんなことない」


    「だって今」


    「本気で、りょーくんだなんて思ってなかった。でも、ひょっとしたらそうかもしれないって思えたから、だから……」


    　香苗が俯うつむく。紅べにを散らしたその顔から、にゃー様の表情は抜け落ちていた。


    「……だからもう、それでいいやって思ったの」


    「そんなことでハッピーエンド？」


    「だって、人を好きになったの初めてだから」


    「噓うそだ」


    「本当だよ」


    「だって結ゆい華かさんは」


    　思いきり腕を引っ張られた。思わずバランスを崩した輪玖が、草の上に倒れこむ。


    　ラムネビキニの香苗が覆おおいかぶさってきた。


    「本当だよ、えっちな意味で」


    　唾つばを飲む。半はん月げつを背負った頭上の香苗が、またしてもにゃー様に見えた。


    「ビキニずれてる」


    「うん」


    「見えてるんだけど」


    「いいよ、リンくんだし」


    「これって、ベッドの続き？」


    「違うよ……川の続き」


    　月が隠れた。


    　輪りん玖くを押さえ込んだ香か苗なえが唇くちびるを押し付けてくる。それは確かに桜さくら木ぎ川の再現だった。


    　鼻がぶつかり、唇がひしゃげて、雑草と香苗の香りがないまぜになる。


    「舌、出して」


    「香苗」


    「リンくん、言うこときくの……」


    　ヘッドセットと同じ声で囁ささやかれ、条件反射のように舌が出た。


    　香苗が輪玖を絡からめ取り、包み込んで吸い上げる。息ができない。輪玖のキスをすっかり学習した香苗に、激しく脳を揺さぶられる。


    　にゃー様？


    　違う、これは香苗だ。香苗が今、輪玖の上にいる。


    　唇が離れ、同時に息をつく。すっかり力の抜けた輪玖を今度は唇が緩ゆるやかに包み込む。


    「リンくん、えっちしたい？」


    「香苗は？」


    「私はね、どっちかっていうとレイプしたい」


    「されたよ、何回も」


    「ふふ……そうだね」


    　香苗が身体を落としてきた。


    　二つの肉体がぴたりと重なる。つないだ手が解ほどけ、香苗に抱きしめられた。


    　息が詰まる。


    　それだけのことで鼻の奥がツンと熱くなり、なぜだか涙があふれてきた。


    　にゃー様はもうどこにもいない。


    　原っぱで香苗に抱きついた瞬間に、にゃー様は永遠に消えてしまったのだ。


    　輪玖の知っている香苗ももういない。


    　ここにいるのは、にゃー様の香苗だ。


    「また泣いてる」


    「泣いてないよ」


    　香苗に抱き締められながら、輪玖は星空に向かって嗚お咽えつした。


    　登山電車で流した涙が、ふたたびこみ上げてきたようだ。にゃー様を失ったことよりも、香か苗なえの温ぬくもりに感情を揺さぶられたような気がしている。


    「リンくんが泣くとこなんて見たことなかった」


    「だから泣いてないって」


    「うん、大丈夫」


    　香苗の体温が輪りん玖くを包み込み、凝こごっていた感情を溶かそうとしている。


    　ずっと長い間、輪玖は香苗の想おもいを知りながら目を背そむけていた。輪玖の知らないところで香苗は壊れてしまいそうになり、もうひとりの自分にたどり着いたのだ。


    　結ゆい華かのしたことを責める気にはなれなかった。輪玖のかわりに香苗をつなぎとめていたのが彼女なのだから。


    　樽たる人ひと氏のこともそうだ。


    　毬まり乃のの話が正しいのなら、冷房の密室に閉じこもっていたのは、香苗だけでなく輪玖も同じだった。


    　もうあの家に戻れないかもしれない。毬乃の知る限り、樽人氏はどうにかして輪玖の中に入ろうとしていた。締め出していたのは自分なのだ。


    　波が止まない。香苗の下でしゃくり上げた。


    「ぜんぶ俺おれなんだ。俺から出てきたんだ」


    「リンくん、だいじょうぶ」


    「でも、もう戻れないかもしれない」


    「だけど私がいるから」


    　そうだ香苗がいる。樽人氏がいなくても、毬乃がいなくなっても、香苗が輪玖を見下ろしている。その言葉が余計に切なくて、輪玖は手の届く香苗を抱き締めた。


    



    　目が覚めると、香苗の腕の中にいた。


    　いつか裸はだかで眠りに落ちたときのように、香苗が輪玖の頭を撫なでていた。


    「ごめん、寝てた？」


    「私も今起きたとこ」


    　いまさら照れ隠しに意味はない。香苗と手をつないで立ち上がった。


    　携帯電話で時間を確認すると四時を回ったところだった。空はゆっくりと白しらみ始めている。


    「行こうか」


    　輪玖は歩きだした。香苗と肩を並べ、原っぱの先に見える高台を目指して。


    　夜明けの白い空が背中から追いかけてくる。空はすぐに青く染まり、山の色彩が輪玖を包み込んだ。振り向くと香苗にも色がついている。朝の白しらんだ景色の中で、上じよう気きした頰ほおだけがやけに赤かった。


    　船ふな彦ひこ山の頂上からは、遙はるか遠くまで連なる稜りよう線せんが一望できた。東の峰みねは黒々とした緑に染まり、その向こうから朝日が昇ろうとしている。


    　光が兆きざした。あたりで一番大きな岩によじ登った輪りん玖くは、香か苗なえにも手を貸して岩の上から東を向いた。左手で庇ひさしをつくり、昇ってくる太陽と向かい合う。


    「眩まぶしいな」


    「うん、熱い」


    　嬲なぶるような光のなか、圧倒的な太陽は彼方かなたから、どこか白しら々じらしく二人を照らしている。ただ、影だけが目の上に黒かった。


    「前にもそうやって太陽を見てたよな」


    「うん、天てん穹きゆう──」


    　香苗が呟つぶやく。手をつなぎながら、輪玖の身体が震えた。


    「あそこを目指すのって、どんな気分だろうね」


    　香苗が口にしたのは、りょーの言葉だった。


    　香苗は上を向いていない。ただまっすぐ、目の前に昇る朝日を見つめている。


    「下を向いてるよりは前向きな気分になるかな」


    「私は、絶望しそう」


    　太陽の光が視界を漂白する。輪玖は左手の庇に隠れながら、影の中で香苗の顔を見た。


    「でも、結ゆい華かちゃんなら届くかな」


    　目を細めて香苗が呟く。


    「一緒なら届くよ」


    　僕たちは誰も、天穹に羽ばたく翼を持っていない。


    　だから粘着質に太陽を望むのだ。屋上のフェンスから蔓つるを伸ばして。


    　時として蔦つたの形は歪ゆがむだろう。そうやって絡からみつき、伸びてゆく。


    「帰らないと」


    「リンくん？」


    「今月中に生態調査の目め処どつけないといけないし、それに……」


    　淡く、柑かん橘きつ系が馨かおる。


    「もう一人待ってるから」


    「うん……」


    　光の中で香苗が笑った。


    　眩しくて表情は見えず、ただくすぐるような声だけが輪玖の内側に灼やきつけられた。

  


  
    終　章

  


  
    　登山電車が動くのを待って、輪りん玖くと香か苗なえはふもとの中継駅まで降りてきた。


    　車中で話していたのは、最終段階に差しかかりつつある桜さくら木ぎ川調査のことだ。


    　結ゆい華かの名前で発表されるレポートに幻まぼろしの鮎あゆが加われば、きっとメダルをもらえるだろう。そのときは三人で表ひよう彰しよう台に立とう。レポートのレイアウトを作るのは香苗の役目だ。


    　宮きゆう殿でんの三人でコンクールに挑いどむ。


    　それはごく現実的な内容だったが、どこか夢の世界の出来事のようにも感じられた。


    　ふもとの駅を降りると、ありふれた駅前ロータリーが広がっていた。香苗の案内で繁はん華か街がいに折れ込み、細長いビルのネット喫茶に二人で入った。


    　香苗の話に違たがうことなく、店のチェックはいい加減だった。申込書に県外の住所を書くと、若いアルバイトの店員は怪け訝げんそうな顔をしたものの、通り一いつ遍ぺんの説明をして会員証を発行してくれた。


    「カップルシートは奥ですので」


    　つないだ手に視線を落とした店員が、最後にそう付け加える。


    「どうする？」


    「どうしよう」


    　個室になったカップルシートの前で、輪玖と香苗は顔を見合わせた。


    「なんかデートしてるみたいだな」


    「けど、不純異性交遊はまずいよね」


    　いまさらと思っても、照れくさいものは照れくさい。しばらく悩んだ末に、二人は同時に個人用のボックスを振り向いた。


    「やっぱり、こっちがいい」


    　カップルシートに背を向けた香苗が、個室のドアに手をかける。


    「俺おれも、ちゃんとお別れできなかったし」


    「うん、私も」


    　輪玖にも香苗にも、別れを告げるべき相手がいる。


    「起きたらたぶん夕方だね」


    「わかんないよ、長くなるかも」


    「うん、そうだね」


    　二つ並んだドアに手をかけて、輪玖と香苗のまま短いキスをした。


    「おやすみ」


    「おやすみ」


    　香苗が屈くつ託たくのない笑みを浮かべ、輪玖は照れ隠しの笑顔で応こたえる。


    　個室は狭かった。リクライニングチェアと壁の隙すき間まにリュックを下ろすと、香苗の部屋からさっそくキーボードを叩たたく音がした。ブラインドタッチだろうか、やけに速い。


    　深呼吸で気持ちを落ち着ける。


    　それからヘッドセットを着けて、デスクトップパソコンの電源を入れた。


    　インストールされている音声チャットのアプリケーションに、相手のＩＤを登録する。一連の作業には一分もかからない。


    「にゃー」


    　薄い壁の向こうから香か苗なえの声が聞こえた。


    　あるいはヘッドセットのスピーカーかもしれない。
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    　　　あとがき


    



    



    　あとがきを入れるスペースがないと編集さんから連絡がありました。


    　入れると十ページ以上の半はん端ぱが出てしまい、巻末に広告ばかりが続く不ぶ格かつ好こうな体てい裁さいになってしまうというお話でした。


    　僕はあとがきを書くのが苦手です。あとがきは小説の百倍難しいです。なぜなら、小説は読者さんを不快にさせても演出と言い切れますが、あとがきでそれは許されないと思っているからです。最終巻にあとがきを付けるのは、特に恐ろしいことです。数百ページもの長なが丁ちよう場ばをお付き合いいただいた読後感を、見当違いの茶々で台無しにしたくないのです。


    　最初の話もいつもなら「じゃああとがきはナシで」と逃げてしまう場面でしたが、今回に限っては「十ページ書き足しますから、あとがき書かせてください」と言ってしまいました。


    　そうして仕上げたあとがきですが、どうしても内容が気に入らず二回書き直しました。今書いているのは三回目のあとがきなので、あとがきのあとがきを書いているような気分です。何を書いたらいいのかよくわからないけれど、でも何かを記しておきたい、何か書かなければいけない気がする、難なん儀ぎな症状です。


    　さて、にゃー様です。ややこしいテーマ語りは脇わきに置いて、細かいことをいくつか書いてみようと思います。


    　終幕までの設計図を組んでいたはずなのに、書いてみたらライブ感満載という不思議な作品でした。


    　当初、ネットの女王様は普通のアダルトなお姉様だったのですが、もっとコメディ性を増やそうという話になり、悪あく戦せん苦く闘とうの末ににゃー様という名前がポンと出てきました。試運転はビクビクでしたが、結果的に小説自体を引きずり回すくらいキャラクターが動いてくれたので、とても良かったと思っています。


    　最初は学校でのいじめをたっぷり書くつもりでした。雨の校庭で、輪りん玖くと香か苗なえが並んでリストカットをして、あふれた血が雨に流されて云うん々ぬんとか、非常に血ち沸わき肉にく躍おどる展開になりそうだったのですが、一巻を書き終えてみたらぜんぜん違う気がして、そういうのはほとんど書きませんでした。


    　妹の名前は最後まで決めませんでした。脱稿の二週間前まで未定のままで、書いている流れで毬まり乃のになりました。にゃー様の類似るいーじ品だからなのですが、書き終えた後に樽たる人ひと氏の『樽』もマリオつながりだったのではないかと気づきました。


    　作中の湧ゆう水すい調査は、中学生のころに理科部で実際にやったことの再現です。塩の浮いたＴシャツも、チューチューアイスも大切な思い出ですが、メンバーに女子が一人もいなかったことがいまだに納得できません。不ふ条じよう理りに満ちた世界は、小説によって正されるべきです。


    　一巻のあとがきにも書きましたが、にゃー様のイメージは、しろさんのデザインに強く依い存ぞんしています。イラストレーターの希望を聞かれたときに指名させてもらったのですが、その理由は「しろさんの描かく女の子の瞳ひとみは、無む垢くに見えて非常に支配的な感じがする」という個人的な思い込みからでした。打ち合わせで一度だけお会いしたときにその話をしましたが、ポカンとされなくて良かったです。実際にいただいたデザインは、どれも素晴らしすぎるほどにゃー様でした。本当に感謝しています。


    　また、提出したプロットの中からこの作品を選んでくださり、最後まで多大なアドバイスをいただいた担当のＭ氏にも心よりの感謝を。氏なくしてこの作品は成立しませんでした。二巻の作業中にＭ氏が急病で入院した際、もっとも不安定だった執筆を代打担当として支えてくださった橋はし本もと氏、湯ゆ浅あさ氏、また出版の決断をしてくださったＮ編集長にも深い感謝の念を申し上げることで、本作のあとがきとさせていただきます。


    　この先も輪りん玖くたちの冒険は続いてゆくでしょうが、にゃー様の出てくるお話はここで終わりです。


    　最後までお付き合いいただき、まことにありがとうございました。

  


  
    Ｊ・さいろー


    J.Sairo
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